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　シルリアの麓ふもと。

　オリビアの背中に乗って山を離れようとしたら、地上にマラトンの泉と同じ、神聖しんせいなる力が溜たまっているのを感知した。

　オリビアを空中で待たせると、おれはエレノアとひかりを持って飛び降りた。

　着地したあと、力の出ているところを探す。

　それはすぐに見つかった。

　降りたところから十メートル程度離れたところに巨大な穴があった。

　地底に繫つながる洞窟どうくつのような穴から、まるで魔剣たちに反応したかのように、例の白い蛇がぞろぞろ出てきた。

　エレノアとひかりを抜いて、構える。

「こいつらとも、もはや旧友って感じがしてきたな」

（我はいい加減こいつの顔を見飽きてきた。相手にするとくたびれるだけだ）

（ひかりも、あんまりすきじゃない……）

「確かに魔剣の天敵だしな」

　エレノアはうんざりしている程度だが、ひかりは本気で嫌がってる感じだ。

「とにかくやってしまおう。放っておいて、いざって時に乱入される方が面倒だ」

（うむ）

（ひかり、がんばる！）

　魔剣を握り締めて、さあ斬きりかかろう──とした時。

　空から杖つえを持った少女が降り立った。

　空から降りてきた彼女は、着地の瞬間、魔力を放出して勢いを殺した。

　魔法使いの大きな帽子が一瞬ふわりと浮かぶと、慌ててそれを摑つかんで被かぶり直す。

　降りてきたのは──

「イオ!?」

　驚いて空を見上げた。

　オリビアは上空にいる。

　おれが飛び降りた時とまったく同じ高さで羽ばたいている。

　ざっと二十～三十階くらいの高さだ。

　イオはそこから飛び降りてきた。

「どうしたんだ？　上で何かあったのか」
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「いえ」

　イオは首を振って、おれをまっすぐ見つめてきた。

「カケルさん、ここはわたしにやらせてください！」

「お前に？」

「はい！」

　イオが頷うなずく。

　顔は真剣そのもの。瞳ひとみもメラメラと燃えてる。

　……なぜだ？　と思いつつも、エレノアとひかりを納めて頷く。

「わかった」

「ありがとうございます！」

　イオは笑顔でそう言うと、魔法の杖を握り直して、ぞろぞろ出てきた白い蛇と向き直った。

（ほう）

　瞬間、音が消えた。

　イオの体が淡い燐光りんこうを纏まとう。

　膨大な魔力が渦巻うずまき出した。

（何かやろうとしているようだな）

「ああ。しかも、今までとはまったく違うことをしようとしてるみたいだ」

（違うこと？）

「多分な。そういう雰囲気だ」

　完全に推測でしかない。

　しかし、そう思わせる空気が今のイオにはあった。

　イオの横顔は怖いくらい真剣だ。何かに挑む時のような真剣さが伝わってくる。

　白い蛇は魔剣の天敵だが、人間にとってはちょっと強いモンスターでしかない。

　イオなら普通に戦えば楽に倒せる相手だ。とてもこんな顔をするような敵じゃない。

　となれば、イオが今見ている相手は白い蛇なんかじゃない。多分イオ自身だ。

　魔力が限界まで高まると、イオは雷の魔法を放った。

　凄すさまじい稲妻がイオ自身を撃ち抜く。

（イオおねえちゃん!?　失敗したの？）

（いいや）

「むしろ成功だ」

　落雷はイオを襲ったが、イオを通って地面までは届かなかった。

　確かにイオの脳天に落ちたが、彼女の体に吸収されてしまった。

　そして──、雷を吸収したイオの体に変化が起きた。

　イオはまるで実体のない、雷そのもののような姿になった。

　一つ瞬まばたきした瞬間、目の前からイオが消えた。

　イオは一瞬で白い蛇どもに肉薄にくはくすると、彼女と一緒に雷になった魔法の杖を振るった。

　魔法ではなく雷の棒として振るわれた杖は、一撃で白い蛇を真っ二つにした。

　イオの一撃。太刀筋たちすじだけ見ればたいしたことはないが。

（速度が桁違けたちがいだ）

「雷の力を取り込んでエネルギー化したのか。なんだか精霊化したみたいな感じだな」

（危険極きわまりないことをよくやるものだ）

「やっぱり危険なのか？」

（当然だ。あやつほどの魔法使いが全力で自分に魔法を撃つなど）

「そうだな」

　しかし、イオはそれをやってのけた。

　エレノアでさえ「危険だ」と考えたことを成功させた。

　白い蛇は息つく間もなくあっという間に一掃いっそうされた。

　今までのイオでも軽く倒せた連中だったが、それを更に圧倒して殲滅せんめつさせた。

　白い蛇が全滅したあと。

　イオの体から徐々に魔力が抜けていき、本来の姿に戻った。

　と思ったら、イオは足元をふらつかせた。

　駆け寄って、倒れそうになったイオを抱き留める。

「大丈夫か」

「大丈夫です。魔力を全部使っちゃっただけで……」

「疲れたってことか」

　なら心配はないか。

「どうしていきなりこんなことを？」

「ひかりちゃんに刺激されたから？」

（ふえ？）

「魔剣なのに進化するひかりちゃんを見て、わたしも負けてられないな、って」

「そうか」

　イオにキスをした。

　軽く触れる程度のキス。

　弱ってたから今はそれだけにした。

「今度また、その技をもっとよく見せてくれ」

「はい！」

　イオは弱々しくも、はっきり嬉うれしそうに頷いた。




「さて、オリビアに──」

　瞬間、頭の中を白い光が貫いた。

　考えるよりも先に、地面を蹴けって真上に飛んだ。

　全力での大跳躍。

　あっという間に空中のオリビアを超えて、その更に上に到達。

　途中で抜き放ったエレノアとひかりをクロスにしてガードした瞬間、衝撃がきた。

　体の芯しんに響く、ずしりとした衝撃。

　オリビアを襲おうとした何かからガードした。

「う、おおおおお！」

　雄叫おたけびと共に、襲ってきた何かを真横に流した。

　それでも流しきれなくて、それは斜め下に、おれも地上に押し戻された。

　とっさに体勢を立て直し、着地して、それを見る。

（なん……だと？）

（え？　えええええ!?）

　魔剣の母娘が驚く。

　無理もない。

　それはエレノアだった。

　普段はくじ引き所でしか会うことのできない、人の姿のエレノアだった。

　ただし、雰囲気が違う。

　くじ引き所で会うエレノアは娘にデレデレのただの親馬鹿おやばかだが、目の前のエレノアは冷笑を浮かべ、禍々まがまがしいオーラを放ってマントを靡なびかせている。

　魔王。

　そんな言葉が思わず脳裏のうりをよぎるような姿だ。

「お前……エレノアか？」

「われの姿を見て即座にその言葉が出るとは。いよいよもって貴様の正体が気になってきたぞ。それに……われとそっくりの、その二振りの魔剣もな」

「そんなことより、一体何があったんだ？　どうしてお前が人の姿になってる？」

「大したことではない。肉体をもらったのよ」

　エレノアが冷たい笑みのまま答えた。

「今地上で最も強靱きょうじんで、最もわれの力をなじませた肉体をな」

（ロドトス……）

「あいつの肉体を乗っ取ったのか？」

「その通りだ」

「おいエレノア！　どういうことだ」

（わ、我に言われても……）

　珍しくあからさまに戸惑っているエレノア。

　この時代に来てからというもの、特に記憶が頼りにならないことが多いが、それでも普段はいつも通りのエレノアだった。

　こんな風に戸惑ってるエレノアの姿は初めて見た。

　そうさせた相手。

　過去のエレノア……魔王のような姿のエレノアを見た。

　物理的に肉体を持ったにも拘かかわらず、そこにいるエレノアは純化された力の固まりに見えた。

　魔剣のオーラ、おれが使っているそれを遥はるかに上回るオーラを凝縮ぎょうしゅくさせて人の形にしている。

　そんな風に見えた。

　そして、それはとても美しかった。

　純化された存在──これこそ本当のエレノアだと思った。

　真・エレノアとも言うべき存在なのだと思った。

「……ふっ」

「何がおかしい」

「いや、楽しいんだ」

「楽しい？」

「今の一撃でわかった。お前はロドトスよりも強い」

「当然だ。われをたかが人間ごときと一緒にするな」

「それもそうだな。確かにおれが今まで戦ってきたどの相手よりも強い。それも群を抜いてな。多分その姿になったからだろう」

「……何が言いたい」

「いやなに」

　ひかりを握り直す。

　離れたところできょとんとしていたイオをちらっと見た。

「おれも負けてられないってことだ」

　言った瞬間、おれの左右に二人の気配を強く感じた。

　魔剣の傍かたわらにそっと寄り添うようにして佇たたずむ二人の少女。

　魔剣からにじみ出た、二人の少女の姿をした幻像。

「われが……二人？」

　魔王然ぜんとしていたエレノアは息を呑のむと、目を見開いて動揺した。
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　エレノアの姿が陽炎かげろうのごとく揺ゆらいだ──次の瞬間、目の前に迫っていた。

　振り下ろしてくる手刀をひかりで受け止める。魔剣同士の剣戟音けんげきおんが響き渡る。

「速いな！」

「その二振りの魔剣、気に入った。貴様を葬ほうむったあとでわれが使ってやろう」

「お前にしてはシャレの効いた冗談だ」

　エレノアが眉まゆを顰ひそめた。

　一瞬力が弱まったから、ひかりを振り抜いて押し返す。

　弾はじき飛ばされたエレノアは空中で両手を広げると、全身から赤い光を放った。

　それと同時に周囲の空間が歪ゆがみ、無数の剣が出現する。

　エレノア。

　魔剣の姿の彼女と同じかたちをした剣が、周りの空間を覆おおうかのように出現した。

　ざっと数えて百以上。

「小手調べだ」

　エレノアが口角を歪めて手を振り下ろす。

　剣が一斉に飛んできた。

（油断するなよ）

（この剣、おかーさんと同じ匂においがするよ）

「わかってる！」

　エレノア、そしてひかり。

　二振りの魔剣で飛んできた剣を迎撃げいげきした。

　降りしきる雨よりも更に密集した魔剣の投擲とうてき。

　最初から全力、フルスピードで全すべて打ち落とす。

　一撃一撃が重い。何よりその性質がエレノアそのものだ。

　一本残らず打ち落とした。落とされたヤツはすぅと消えていく。

（右だっ！）

「くっ！」

　ガキーン！

　エレノアの警告で、とっさに体が動いて迎撃した。

　懐ふところに潜り込んできたエレノアの攻撃を弾はじく。

「よく止めたな──むっ」

　エレノアが眉をしかめる。

　魔剣と打ち合った腕は黒いオーラを纏まとっている。

「なんだこれは」

「こういう──ことだ！」

　ギアを上げて魔剣で斬撃ざんげきを放った。

　パワーよりも手数を優先した斬撃。秒間百回を超えるほどのスピードで斬きりつける。

　斬る度に、エレノアが受け止める度に、オーラが爆はぜてダメージを与える。

　くじ引きで引いて、編み出した技の一つ。

「ええい、こざかしい技め」

「もっといくぞ」

「図に乗るな！」

　打ち合った衝撃でエレノアが後ろに下がる。

　そのまま空中でパチンと指を鳴らすと、足元からゾンビやらガイコツやら──死霊の軍勢が現れておれの足首を摑つかんだ。

「少し休んでおれ」

「今更こんなのが効くか！」

　オーラを一気に出して、死霊どもを吹き飛ばす。

　拘束を振り切って更にエレノアに肉薄にくはく、三度打ち合う。

　物理的なパワーは互角。

　魔剣の力はより純粋なだけ向こうが上回っている。

　倒すためにはどうするか──と頭を巡めぐらせた瞬間。

　上空から殺気が舞い降りた。

「人の子はやらせない！」

　竜から竜人の姿になったオリビアが大鷲おおわしのように急降下しながらエレノアに攻撃を仕掛けた。

　竜王オリビアの渾身こんしんの一撃、それを。

「トカゲは引っ込んでおれ」

　エレノアは難なく躱かわし、つむじ風を巻き起こすほどの回し蹴げりでカウンター。

　蹴られたオリビアはほぼ水平に吹っ飛ばされた。

　大木を何本も薙なぎ倒たおして、ようやく止まる。

「か、カケルさん」

「来るな！　そこにいろ！」

　オリビアが先に降ろしていたタニアが、離れた場所からおれの名を呼んだ。

　竜人オリビアの攻撃すら一蹴いっしゅうするエレノアの力。タニアじゃとても敵かなわない。

　一喝いっかつしてタニアを止めると、もう一度エレノアに飛びかかる。

　肉体を持ち、人の姿になったエレノアは強かった。

　羽根を使っての、短いワープを繰り返しての奇襲。

　オーラを付与ふよしての、手数を倍にした攻撃。

　二振りの魔剣、それにくじ引きでゲットした数々のアイテムを使いこなしてもまだ、互角でしかなかった。

　このまま膠着こうちゃく状態で長引くかと思いきや。

「むっ」

　エレノアの動きがほんの一瞬だけ止まった。

　急に手足の動きがぎこちなくなった。

　どこか引っ掛かるような、そんなおかしな動き。

　時間にして０．０１秒もなかっただろうが──それで充分だった。

「うおおお！」

　一気に肉薄してバランスを崩させると、悪あがきの反撃も魔剣エレノアで弾き飛ばす。

　致命的にがら空きになったエレノアの脳天にひかりを振り下ろ──

　そこで、今度はこっちの動きが止まった。

　体が硬直して、斬撃をピタッと止めてしまう。

　斬る？

　この魔剣ひかりで？

　ひ　か　り　で　エ　レ　ノ　ア　を　？

　斬撃が０．０１秒止まった。

　その理由が脳裏のうりをよぎった瞬間、エレノアが即座に体勢を立て直して反撃してきた。

　右腕をひと薙ぎして綺麗きれいな弧こを描くと、すぐさま魔剣が数十本召喚された。

　間髪入れず飛んでくる魔剣。

　慌てて後ろに下がって打ち落とすと、エレノアがここぞとばかりに距離を詰めてくる。

　一瞬の躊躇ためらい。

　その結果、完全に形勢逆転。

　エレノアの猛攻もうこうに、すっかり防戦一方になった。

（何をやってる貴様！）

（おとーさん……）

　力がほぼ拮抗きっこうしてるから、あの一瞬の躊躇いが致命的だった。

　防戦一方になって、押されっぱなし。完全に戦いの主導権を握られてしまった。

「とどめだ！」

「くっ！」

　エレノアが更に無数の魔剣を召喚。

　飛ばしつつ、中の一本を摑つかむと、直に振り下ろしてきた。

　押されてる──やられる！

　相打ち覚悟で反撃を、と思った瞬間、真横から何かが飛んできた。

　知覚するよりも遥はるかに速いスピードで、それは飛んできた。

　雷を纏ったそれは、エレノアの脇腹わきばらに体当たりした。

「イオ！」

　イオだった。

　力を使い果たしていたので置いてきたイオが、さっきの技でエレノアに奇襲をかけた。

　その瞬間だけ、イオはおれとエレノアのスピードを上回っていた。

　しかし、それは長くは続かなかった。

　体当たりした直後、イオは普通の姿に戻ると、地面にどさっと倒れ込んだ。

（今だ！）

「わかってる！」

　大地を蹴って踏み込んだ。

　意識の外からの体当たりに少なからずダメージを受けたエレノア人間に、エレノア魔剣を振り下ろす。

「くぅっ！」

　とっさに力を振り絞り、真後ろに飛ぶエレノア。

　着地した彼女の脳天から、つつ、と一筋の鮮血が流れた。

「くっ、こんなところで体の具合が。勝負はお預けだ」

「逃がすか！」

　追い掛けようとしたが、エレノアはパチンと指を鳴らすと、死霊の軍勢で壁を築いた。

　数百体の死霊が一遍に召喚され、おれの前に立たち塞ふさがる。

　すぐにエレノアとひかりで瞬殺したが、あっちのエレノアはすっかり逃げおおせてしまった。

（……今からでは追いつけぬな）

「ああ」

　エレノアとひかりを納めて、女たちに視界を戻す。

　オリビアが脇腹を押さえてやってきた。

「大丈夫かオリビア」

「ごめん、やられちゃった」

　おどけて返事をするオリビア。

　傷を負ってはいるが、深くはないみたいだ。

　一方、イオはそのまま地面に倒れ込んでいた。

　抱き起こすと、額に大粒の脂汗を浮かべて苦しそうに呻うめいている。

（ちゃんと休ませた方がいいな）

「ああ」

（しかし驚いた。こやつ、我らの知覚の外から割り込んできたぞ）

「おれもびっくりした」

（あのイオがなあ）

　しみじみと言うエレノア。ちょうどおれも似たような感情を抱いだいていた。

　出会った時は頼りなくて、どこにでもいるような普通の魔法使いだったのに、いつの間にか成長して、一瞬とはいえ、おれと二人のエレノアの上をいった。

「か、カケルさん……」

「どうした」

（うわごとのようだな）

　エレノアの言うとおり、イオに意識はなく、ただうわごとをつぶやいているだけだった。

「わたし……もっと……カケルさんのために」

「……」

「もっと……もっと……もっと……」

「もっと」を繰り返すイオ。

　その姿がいじらしくて、愛らしくて。

　おれはそっと、触れるだけのキスをした。
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「ラ、ライトニング！」

　震える空気。

　ほとばしる魔力。

　幼い魔法使いイオ・アコスが放った初級の雷魔法は、モンスターに軽く躱かわされた。

　人間以上の俊敏しゅんびんさで疾走しっそうして魔法を躱したのは、ウェアウルフ。

　鋭い爪つめと、毛皮の上からでもはっきりわかるくらい力強い筋肉を持つ、全身毛皮に包まれた狼おおかみ男のモンスターだ。

　ウェアウルフはライトニングを躱すと、イオに飛びかかって鋭い爪を突き出してきた。

「ボサッとすんな！」

「きゃっ!?」

　声を掛けられたイオは、後ろから襟首えりくびを摑つかまれて投げ飛ばされてしまう。

　棒立ちになったイオを摑んで投げたのは、片手剣を持つ青年の冒険者だ。

　使い込まれた武器と鎧は、いかにも歴戦の勇者という感じの空気を醸かもし出だしていた。

「ビロン、レアンダー。援護えんごしろ！」

「おうよ」

「任せな」

　剣士の呼び掛けに呼応して、ウェアウルフの左右から冒険者が二人姿を見せた。

　片方は、軽装に弓矢を武器に持った小太りの男。

　もう片方は、ナイフを両手合わせて十本持った中年男だ。

　小太りは矢を放ち、中年男はナイフを投げた。

　ドスドスドス、矢とナイフがウェアウルフに突き刺さる。

「うおおおおお！」

「犬っころがはしゃいでんじゃねえ！」

　援護射撃で足を止めたウェアウルフに、先の剣士が斬きりかかった。

　真っ向から力いっぱい斬りつけた──と思いきや、ウェアウルフの反撃を見切って、途中で剣の軌道を変えて胴体を薙なぐ。

　ウェアウルフの腹から大量の血が吹き出した。

　絶叫して苦くるし紛まぎれの反撃をしてくるウェアウルフ。

　だが、剣士は軽かろやかにそれを避けると、腹に剣を突き刺して後ろに飛んだ。

「イオ！　今だ！　剣を狙ねらえ！」

「え？　え？　け、剣って……」

「くっ！　……もういい！　レアンダー、お前がやれ！」

「おうよ！」

　熟練じゅくれん冒険者三人が息の合ったコンビネーションで狼男を追い詰めていく。

　近距離と遠距離の連携。

　慎重しんちょうな戦闘スタイルで、ウェアウルフを片付けていく。

　そんな仲間たちの姿を、イオはアワアワしながら何もできずに見ているだけだった。





☆






　イオ・アコスは、どこにでもいるありふれた駆け出しの冒険者だった。

　彼女はまた、駆け出し冒険者にありがちな、凄腕すごうでの冒険者、そのパーティーに憧あこがれていた。

　ギルドに行けば常に飛びかっているような冒険譚たん。それを聞いては胸を熱くさせていた。

　死霊の浄化。

　魔獣の討伐とうばつ。

　ドラゴンとの死闘。

　そんなエピソードを聞く度に心が躍おどり、いつか自分も同じ世界に行きたいと夢見ていた。

　だが、今の彼女はただの冒険者。

　しかも、まだ駆け出しに過ぎない。

　力も。

　経験も。

　戦闘時に思った通り体を動かせる程度の度胸さえも。

　彼女には、まだ、不足していた。





☆






　深夜。

　冒険者の三人がたき火の傍そばで寝息を立てていた時。

　イオは一人、自主的に鍛錬たんれんをしていた。

　魔法使いが魔法を使う時、大まかに分けて三つの手順を踏む。

　まず、体の中から必要分の魔力を汲くみ上あげる。

　次に、汲み上げたその魔力を、行使したい魔法のかたちに整える。その行為のことを粘土をこねると表現する人もいれば、型の中にプリンの素を流し込むと喩たとえる人もいる。

　そして最後、その整えた魔法のかたちを体外に向けて放つ。

　それが、魔法使いが魔法を行使するまでの流れだった。

　イオはたき火の横に腰を下ろし、そのうちの一つ目をひたすら繰り返していた。

　どんな魔法を使うにせよ、魔力を一瞬でかき集める必要があるのは変わらない。

　そして、それは肉体と同じく鍛錬すればするほど、集めるのにかかる時間は減り、一回に扱える量は増えるのだ。

　つまり、イオは傍から見るとじっと座っているだけに見えても、実は、その裏で魔法使いにおける筋トレのようなものをずっとしていたのだった。

　もっともっと強くなりたい。

　強くなって、憧れていた冒険者と肩を並べて戦いたい。

　彼女はその一心で、寝る間も惜しんで鍛錬していた。

「何してんだお前」

　突然頭の上から声が響いて、思わずイオは顔を上げた。

　そこに立っていたのは小太りの男。

　精度の高い弓矢を武器にモンスターと渡り合っていた、ビロンという名の男だ。

「あ、あの。わたし……」

「寝ろ。寝られる時にちゃんと寝ておくのは冒険者の基本だぞ」

「でも……」

「ただでさえ役立たずなんだから、これ以上足を引っ張らないよう、寝られる時に寝ておけ」

「……はい」

　そこまで言われては仕方なく、イオは鍛錬を諦あきらめてその場に寝転がった。

「まったく、数合わせのために入れてみれば、とんだ足手纏あしでまといだったぜ」

　遠ざかっていくビロンが一人ごちるのを聞いて、イオは静かに涙を流した。

　寝転がる大地が、やけに冷たかった。

　彼女は下唇を嚙かむと、今度は寝転がったまま今度は魔力を練る。

　そして息を殺したままトレーニングを続けた。

　もっと強くなるために。

　もっと役に立てるように。

　憧れの冒険者たちが住む世界に、少しでも早く駆け上がっていけるように。

　イオはコツコツと自分の魔力を高められるように頑張った。

　だが、結局そのパーティーでイオの努力が報むくわれることはなかった。

　残りの三人は次の日から「数合わせに入れた」というイオを徹底的にいないものとして扱い、三人だけでギルドの依頼である魔物討伐を果たした。

　それでも、イオはめげずに出番を待ち続け、その間もコツコツと自分を高めるために努力し続けたのだった。
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「ライトニング！」

　イオ・アコスは淀よどみなく呪文じゅもんを詠唱すると、目の前のモンスターに雷を落とした。

　女性の顔と体。腕が羽根、足が鳥類特有の形状になったハルピュイアというモンスター。

　空を飛んでいたハルピュイアは、落雷に撃たれて一瞬呻うめいた。

　その間にも、イオは既に次の魔法のために魔力を練っていた。

　あとは詠唱するだけで撃てる──

「危ないから下がってて！」

「イオちゃんはそのままそこにいていいから！」

　刹那せつな、横から男女ペアの剣士が飛び出していった。

　二人はいつも通り完璧かんぺきなコンビネーションでハルピュイアの首を刎はねると、体を縦に両断した。

　いつ見ても惚ほれ惚ぼれするようなコンビネーション。

　イオはそんな二人にすっかり見とれていた。





☆






「モリスさんとネーイさんは、コンビを組んで長いんですか？」

　無事にハルピュイアを一体倒し、次の出現ポイントに向かって進む三人。

　今回の依頼は、ハルピュイアを五体討伐とうばつすることだったが、さっきの戦闘を見ている限り、危あやうげない楽な仕事で、それ故、三人は足取り軽く気楽に先へと進んでいた。

　そんな中、イオが雑談代わりに放った一言だった。

　その質問に、モリスという男が答えた。

「そうだな、かれこれ二十年くらいになるか？」

「ええええ？　お、お二人は今いくつですか？」

「二人とも二十五だ」

「だったら、五歳から一緒に戦ってるってことですか？」

「こいつの与太話よたばなしは信じなくていいよ。五歳の時の話なんて『あの山を越えて街に行くんだ！』って出掛けたまではよかったけど、結局最後は大人に助けられたじゃないのさ」

「べ、別にそれだって冒険には違いないだろ！」

「冒険っていうよりは遭難そうなん、ね。それも、あたしを巻き込んで」

　ネーイが肩を竦すくめてそう言うと、イオはちょっとクスッとした。

　その時の光景を想像してみる。

　五歳の子供が二人。

　男の子が女の子を巻き込んで、ちょっとした冒険遠出に出掛ける。

　そんな微笑ましい光景を想像して、イオは思わず笑顔を浮かべた。

　そして、改めて今回の自分の選択が間違っていなかったことを理解した。

　現在名声が赤丸急上昇中のモリスとネーイ。

　イオはいずれＡランクになること間違いなしともっぱらの噂うわさだった二人のところに押し掛け、仲間にしてくれと頼み込んだのだ。

　そうして今、一緒にモンスター討伐の依頼をこなしていた。

「もし生まれ変われるなら、今度は生まれる日をずらしたいね」

「だったらおれはそれに合わせてまた同じ日に生まれるだけだ」

「うわ、こいつストーカーだよ。生まれた瞬間からストーカーだ」

　そう言いながらも、笑顔のまま、満更まんざらでもなさそうな感じのネーイ。

　実力に裏打ちされた、とても強い剣士の二人。

　ものすごく息が合っていて、手を取り合って果敢にモンスターに挑む二人を。

　イオは憧あこがれの目で見つめていた。

　彼女は依然として、物語に出てくるような英雄や勇者に憧れていた。

　それも、ただ憧れるだけではない。英雄と共に戦うことを夢見ていた。

　英雄や勇者と呼ばれる人と、いつか一緒に冒険して戦いたい。

　それが、イオの夢だった。

　そのためにはどれほどの努力も厭いとわなかった。

　自分に魔法の才能があると知ってからは、いつか勇者や英雄のパーティーに参加できるよう、魔法使いとしての鍛錬たんれんを重ねてきた。

　そして今、こうしてベテランの剣士たちと一緒に旅をしている。

「いたぞ、そこだ！」

　さっきまで笑顔で談笑していたモリスとネーイの表情が一転、真剣になる。

　三人を取り巻いていた空気が一瞬で変わった。

「こいつぁ大物だねえ」

「それだけ殺やり甲斐がいがあるってもんだ。行くぞ！」

「はい！」

「あ、イオちゃんはそこで見てて。こいつは危ないから」

「……え？」

　二人に合わせて意気込んだイオ。

　しかし。

　戸惑っているうちに、モリスとネーイが飛び出した。

　モンスターはさっきと同じハルピュイア。

　だが、ネーイが言うように、一体目に比べて一回り体が大きく、スピードもパワーも段違いだった。

　それと互角に渡り合う二人。

　なんとかして二人を援護えんごしなきゃ。

　一瞬の遅れを取り戻そうと、すぐに魔力を練り、モンスターの動きをじっと見つめる。

　速い！

　でも、なんとか当てられそう。

　じっくりモンスターの動きを見据みすえて、なんとなくその先を予測して。

（これなら、当てられる──）

　そう思って、魔法の杖つえを掲げたその時。

　つばぜり合いに負けたモリスがイオの横に吹っ飛ばされてきた。

「モリスさん！」

「大丈夫だ！　──イオちゃんはじっとしてて。危ないから」

　モリスはそれだけ言うと、再びハルピュイアとの戦いに飛び込んでいった。

　魔法を撃ちかけたイオ。

　だが、一瞬の戸惑いで練り上げた魔力が霧消むしょうした。

　二度も止められた──…二度も。

　危ないからと止められた。

　イオは迷った挙あげ句く、杖を下ろした。

　胸がチクッとした。

　この依頼を最後に、イオは二人と別れた。

　修行を続けても、努力に努力を繰り返して強くなっても。

　イオはまだ、自分を戦わせてくれる仲間に巡めぐり会えていなかった。
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「いっけえええ！　ライトニング!!」

　イオは雷の魔法を同時に二発放った。

　剣と盾を装備している人型トカゲのモンスター──リザードマンは、二発の雷に撃たれて黒焦くろこげになった。

　真横から別のリザードマンが襲ってくる。

　その剣をなんとか杖つえで防いだところを蹴けっ飛とばされた。

　ぶつけた腕が痺しびれ、蹴られた腹が痛むなか、イオは必死に魔力を練ると、呪文じゅもんを唱える。

「ライトニング！」

　着地する前に呪文を発動。

　それが追撃ついげきしてくるリザードマンへのカウンターになった。

　また一体のリザードマンが雷に撃たれて炭になる。

「くそっ！」

「シドクスさん！」

　パーティーを組んでいる仲間の声が聞こえた。

　見ると、シドクスは最後の一体と斬きり結んでいる。

　どういうわけか劣勢に陥おちいった仲間の男。イオは魔力を練りつつ叫んだ。

「離れてシドクスさん！」

　そう叫ぶのとほぼ同時にライトニングの魔法を放つ。

　雷がリザードマンに直撃した。

　離れるのが遅れた男の肩も一瞬雷が掠かすめる。

「シドクスさん！」

「おう、大丈夫。かすり傷だ」

　それを聞いてイオはホッとした。

「よかった……」

「お前のおかげだイオ。リザードマンを三体も倒すなんてすげえな」

「そんな……シドクスさんには敵かなわないです」

「まっ、おれはＢランクだからな」

　シドクスはにやりと口の端を歪ゆがめて笑った。





☆






　イオ・アコスは鍛錬たんれんを重ねて強くなった。

　だが、強くなりながら様々なパーティーと旅を共にしたものの、どこでも長続きしなかった。

　どういうわけか、どこにいっても彼女はまともに戦わせてもらえない。

　強い冒険者からは足手纏あしでまといと言われ、優しい冒険者からは小動物のように庇護ひごされる。

　それはどちらも彼女が望む扱いではなかった。

　イオはパーティーを組んだ仲間の力になりたかった。肩を並べて一緒に戦いたかった。

　ただそれだけを願い続けて、鍛錬を重ねて強くなった。





☆






　夜。シドクスとイオは野宿のたき火を挟んで向かい合っていた。

「いやあ、イオちゃんすごいねえ。あのあともバンバントカゲ野郎を倒してさ。今日だけで十匹は倒してない？」

「九匹です。そんなには倒してないですよ！」

「そうか？　でも九匹だったらもう十でも同じじゃん。こんなにすごいイオちゃんが、今まで無名だったのが不思議だよ。ギルドに入ってもうだいぶ経たつよな」

「あはは……色々ありましたから」

「そうか。まあ色々あったんだな」

　イオはシドクスをちらりと見た。

　ギルドの求人欄に出ていた、シドクスのパーティー募集。

　Ｂランクという高ランクの冒険者だったから、また足手纏い扱いされるのかと思いつつも、迷った挙あげ句く、イオは応募してみた。

　イオは失敗そのものをあまり恐れない。

　こと冒険者のパーティーに参加させてほしいと頼むことに躊躇ためらいはない。

　実際、パーティーを組んだあとに戦力外通告されたケースの十倍以上の数を、頼んだ時点で断られていた。

　それでもイオはめげなかった。

　失敗することを恐れないで、次々にパーティーに入れてくれるよう頼み込んだ。

　そうして今はシドクスとパーティーを組んでいる。

　Ｂランクの冒険者は、通常イオのような無名な冒険者と組まないのだが、話を聞いた彼は、イオのことをじっくり観察すると、彼女を受け入れた。

　そして、テストとしてギルドからリザードマン討伐とうばつの依頼を受け、ここにイオを連れてきた。

　イオはシドクスに感謝していた。

　テストというかたちではあるものの、イオは初めてまともに戦うことができた。

　実戦らしい実戦に臨むのは、今回が初めてだった。

「ありがとうございます」

「なんだい、藪やぶから棒に」

「いいえ。なんでもないです」

「そうか？　さて、今日はこの辺りで切り上げて、そろそろ寝ようか。今夜は早めに寝て、明日は日が昇ったら出発しよう」

「はい！」

　イオはたき火の傍そばで腕枕まくらをして寝転がった。

　とはいえ、その頭は半分しか寝ていない。

　強くなりたい。ただその一心で鍛錬を続けた結果、彼女は寝ている間にも自然に魔力の鍛錬ができるようになっていた。

　呼吸するように魔力を練り上げる筋トレ。

　こうして依頼を受けて野外に出ている時でも、たとえ野宿の最中でも彼女はそれを続けた。

　寝っ転がって魔力を体に巡めぐらせていると、ふと、何かが覆おおい被かぶさるような気配を感じた。

　目を開けると、至近距離にシドクスの顔があった。

　咄嗟とっさに身をよじらせて逃げようとしたが、思うように体が動かないことに気づく。

　シドクスが両手を摑つかんでイオを組み敷いていたのだ。

「し、シドクスさん!?　何をするんですか！」

「何って、イオちゃんも初めてじゃないんだから、それぐらいわかるだろ？」

「ええ!?」

「男と女が夜に二人っきりでやることなんてただ一つ。というか、こうなることをわかっててついてきたんだろ？」

「わ、わかりません！　こんなことわかりません！」

　拘束されながらも激しくもがくイオ。

　紳士だったシドクスが豹変ひょうへんして、好色的にいやらしい顔になったことに嫌悪感を覚えた。

「一緒に楽しもうぜ。おれ、テクニックには自信あるからさ」

「やめて、やめてください！」

　近づいてくるシドクスの顔。イオはそこから顔を背そむけて必死に避ける。

　背けた先に、偶然自分の魔法の杖を見つけた。シドクスの手を振り払って杖を摑む。

　ゴッ！

　思いっきり杖を振ると、鈍い感触がした。

　イオを組み敷いていたシドクスは白目を剝むき、そのままイオの上に倒れてきた。

「ひぃ！」

　体が接触する面積が増え、更に嫌悪感が強くなって、イオは思わず彼を突き飛ばした。

　突き飛ばされたシドクスはぐったりして動かなくなった。

　イオは逃げ出した。

　星の明かりしかない夜道を必死に逃げた。

　必死に走って、逃げて。

　夜が明ける頃に、ようやく街が見えるところまで戻ってきた。

　それを見て疲れが一気に足にきたイオは、その場でへなへなと座り込んだ。

　涙が出た。

　シドクスに襲われたことだけじゃなく、今まで起きた全すべてのことが、瞳ひとみから涙を押し出した。

　頑張ったのに。あんなに頑張ったのに。

　ちゃんとしたパーティーでは戦力外。優しいパーティーではマスコットのように庇護された。

　ようやく戦わせてくれるところに辿たどり着ついたと思ったら、あんな体狙ねらいの下品な男だった。

　悲しくなって、イオは泣きじゃくった。

　日がすっかり昇り、彼女はくしゃくしゃになった顔で街のギルドに戻った。

　街のギルドに戻ると、それでもイオは立ち直った。

　彼女は失敗を恐れない。失敗続きの人生だから、更に一つ失敗したくらいで彼女はめげない。

　が、少しやけになったのは間違いない。

「アレクシスが重傷を負ったってよ」

「あのアレクシスが？　何があった」

「森でアンデッドモンスターが大量発生してるらしいんだが、どうやらそこでやられたらしい。まだまだモンスターが湧わいてるから、ここでも冒険者を大量に募つのってるみたいだぞ」

　ギルドに戻ったイオが耳にしたのは、ギルド創設以来の危機。

　話を聞いて、自分のランクよりも遥はるかに危険度が高い依頼だとわかった。

　それでも。それなら戦える。純粋に力を求められる場所で実戦ができる。

　そう判断したイオはすぐに向かった。疲れ切っている体に鞭むちを打って向かった。

「いつか──英雄さんとパーティーを組めるように、わたし、頑張る！」





☆






　頑張り屋の女の子。

　どこまでも変わらない、純粋で、ひたむきな女の子。

　これまで必死に悪路を走り続けてきた女の子が、望みのまま、思いのまま走ることができるようになる、運命の出会いまで。

　あと、わずか。
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　エレノアを追い払ったあと。

　おれはその場に魔法コテージを出すと、イオを抱きかかえたまま中に入った。

　そこにオリビアとタニアがついてきた。

　オリビアは平然と、タニアはイオを見て心配そうな顔をしていた。

「脇腹わきばらは大丈夫なのか、オリビア」

「人の子とは違うから。もう大丈夫よ」

「カケルさん！　イオさんの方は大丈夫なんですか？」

「人の子なら大丈夫よ。あの魔法は激しく魔力を消耗するけど、それだけ」

「知ってるのか、オリビア」

　オリビアは微かすかに頷うなずく。

「強大な魔力をエサに自分の体を動かす力にする。そのために、著しく魔力を、そして体力を消耗する。単純計算で、普通に魔法を放つより三倍以上消耗する技。だから人の子は今──」

　オリビアは楽しげに口角を持ち上げて、言った。

「──死ぬほど疲れてるだけ」

「そう、だったんですか、よかった……」

　ホッとするタニアを後目に、おれはイオを抱いて部屋に入ると、ベッドに寝かせてやった。

「普通に撃つより三倍以上消耗するのに、それを二回も撃ったのか」

　脂汗を浮かべてうなされるイオの頰ほおを撫なでた。

「まったく……無茶しやがって」

「おろろ……。人の子よ、少し話がある。外に出よう」

「え？　話ってなんですか、オリビア様──ひゃあ！」

「ひかりも一緒にきて」

「待っておーちゃん！」

　戸惑うタニアを、オリビアは無理矢理部屋の外へ引っ張り出した。

　一緒に名前を呼ばれたひかりも、魔剣から人の姿に戻ってオリビアのあとを追い掛けていく。

「いきなりどうしたんだあいつ」

（はて、どうしたのだろうなあ）

　エレノアがニヤニヤした。

　と、思いきや、すぐに真剣な声になった。

（さっき、我を斬きれなかったな）

「ああ、ひかりでお前を斬れなかった」

（それを咎とがめるつもりはない。さりとて礼を言うつもりもない）

「そうか」

（言いたいことは一つ……次からは我を使え。我で斬るなら何の問題もあるまい）

「いいのか、それで」

（貴様に振るわれて過去の自分を斬る。面白おもしろいではないか）

「本当に面白がってるようにしか聞こえんのが恐ろしい」

（くくく）

　脳内にエレノアの楽しげな声が聞こえる。

　多分九割くらいは本当に楽しいと思ってるんだろうな、こいつは。

「う……ん」

　ベッドの上に寝かせていたイオが苦しそうに呻うめいた。

　彼女の横に腰を下ろして、その顔を覗のぞき込む。

　あの技は本当に力を消耗するようで、イオはびっくりするくらいやつれていた。

　そのまましばらく見守っていると、いくらか時を経て、ようやくゆっくりと目を開けた。

「イオ」

　名前を呼ぶが、反応がない。

　目の焦点が合わないまま、視線が虚空こくうを彷徨さまよう。

「イオ」

「……カケルさん？」

　もう一度呼ぶと、今度は反応が返ってきた。

　やっと目の焦点が合っておれの姿を捉とらえた。

「わたし──」

「起きなくていい。そのまま寝てろ」

「あの……敵は？」

「逃げた。お前のおかげだ」

「よかった……役に立てたんだ」

（役に立ったどころの騒ぎではないな）

「エレノアが珍しく褒ほめてるぞ」

「ありがとう……」

　そう言いながらおれのことを見つめてくるイオ。

　何かを訴えるような目。濡ぬれた子犬のような瞳ひとみ。

　無言で顔を寄せて、唇にキスをした。

「あの一撃はよかった。エレノアを出し抜いたし、それに綺麗きれいだった。回復したらまた使ってみせてくれ」

「え……使って……いいんですか？」

「ん？　オリビアの口ぶりだと、使っても後遺症はなさそうだったが、そうじゃないのか？」

「いえ、そうじゃなくて！　あの……本当にいいんですか？」

「どうしてダメなんだ？」

「もうやめろ……と言われると思ってました」

　声がだんだん尻しりすぼみになって、更に顔を逸そらしてしまうイオ。

　イタズラを親に見つかった時の小さな子供のような仕草だ。

「だから、なんでだ？」

「なんでって……」

「休めば回復するんだろ？　体力と魔力をめいっぱい使うって聞いたぞ」

「はい。それはそうです」

「それだけなら使ったあと休めば何の問題もないだろ。というか、せっかくおれの女がもっといい女になろうとしてるのに、なぜおれがそれを止めなきゃならん」

「え？　……い、いい女、ですか？」

「おう。言ったろ？　あいつはめちゃくちゃ強かった。なのに、魔法使いお前は一瞬とはいえ気取られずに近づいて一発喰くらわせたんだ。それができるお前は──」

　更にキスをして、そのままキスできるくらいの至近距離から見つめて言い放つ。

「間違いなくいい女だ」

「わたし……また、カケルさんと一緒に戦ってもいいんですか？」

「今更だな。今までだってずっとそうしてきただろ？」

「本当に、わたし、足手纏あしでまといじゃないですか？」

「少なくともそんな風に思ったことはないな」

「だとしたら！　今よりもっともっと頑張って、もっとお役に立てるくらい強くなりますから、そのために──一緒に頑張ってもらってもいいですか？」

「だから、今までもそうしてきただろ？」

「カケルさんが自分一人で戦った方が圧倒的に上手うまくいくかもしれませんよ？」

「今回はイオがいた方が上手くいっただろ？」

　そこまで聞いたところで、イオは口を開けてぽかんとした。

　そしてそれから数秒間、イオは一人百面相をした。

　最初驚いて、それから戸惑い、そのあと泣いて笑って。

　様々な表情が彼女の顔に浮かんでは消えた。

　一体何を思ってるのかわからない。

　わからないが。

「わたし、もっともっと頑張っちゃいます！」

「ああ、頑張れ」

「でも、そうしたら、もしかしたらそのうちカケルさんを超えちゃうかもしれないですよ？　今日一瞬だけ、エレノアさんを出し抜けたみたいに」

「おう、いいから頑張れ」

　というか。

「おれの女がもっといい女になってくのを止めるつもりはない」

　だから、どうしておれの女がもっといい女になってくのを止めなきゃならん。

　それが本当に不思議だった。

　さっきから何回も何回も念を押して聞いてくるイオが不思議だった。

　おれと一緒に戦うこと。

　努力してレベルアップすること。

　それでもって、なんだったらおれやエレノアを上回ること。

　そのことの、一体何が問題なんだ？

（強しいて言えば、貴様が妙なところで朴念仁ぼくねんじんなのが問題だろうな）

　エレノアが変なことを言ってきた。

　確かにイオの言っていることや考えていることは理解できないが、それって朴念仁なのか？

　それは違うだろ──と思ってたら。

「カケルさん」

「うん？」

「わたし、頑張ります」

　イオは改めて、短くはっきりそう宣言した。

　そんな風に無邪気に笑い、まっすぐおれを見つめてくるイオがとにかく可愛くて。

　浮かんでくる疑問なんて、綺麗さっぱり纏まとめて吹っ飛ばすぐらい可愛くて。

　おれはもう一度、彼女にキスをしたのだった。
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　朝日に起こされると、おれの上に誰だれか乗っている感触がした。

　昨日はイオ、オリビア、タニアの三人を可愛かわいがった。

　この感触は誰だろうか。

　目を開けるとイオの姿が見えた。

　彼女はおれの上にうつ伏せになって、静かに寝息を立てている。

　ちなみにオリビアとタニアはそれぞれ左右にいた。

　二人とも、やっぱり寝息を立てていた。

「起きてるんだろ、オリビア」

「おろろ、なんでわかったの？」

「おれが目を開けた瞬間、心拍数と体温が上がったからな」

「ありゃ、バレバレなのね。人の子が彼女を可愛がってから目を覚まそうと思ってたのに」

　見抜かれたのをいいことに、オリビアは狸寝入たぬきねいりをやめると、もっと体を寄せてきた。

　形のいい胸を優しく揉もんでやった。

　眠ったままのイオには、髪を手櫛てぐしで梳すいてやった。

　これで両手が塞ふさがったから、タニアは薄く出したオーラで包んでやる。

「うわあ、すっごい器用だね。それに、オーラそれがあれば何人でも同時にお相手ができそうだね。ちなみに今まで最高で何人同時に相手にしたの？」

「最高？　一回でか？」

　頷うなずくオリビア。

　彼女の胸を揉んだまま考える。

「二十人だったと思う。奴隷兵の第一小隊の時だ」

「奴隷兵？　何それ面白おもしろい」

　食いついてきたから、デルフィナに頼んで集めてもらった二百人の奴隷のことを話した。

　集めて、訓練して、様々な戦場に連れていったこと。

　今や二百人ともに一騎当千の強者つわものになったこと。

「はえー、さすが人の子、色々面白いことを考えるもんだ」

「今この時代にそいつらがいたら、メルクーリの初期兵力として使えたんだがな」

「その代わり、ひかりがいるじゃない」

「そうだな。しかしどうしたもんかな」

「何が？」

「ドレイク兵の目処めどが立ったから、そろそろスキロス・カランバと合流しようと思ったんだが、ロドトスは死んだし、エレノアなんか人化したからな。状況がだいぶ前と変わって、さあどうしたもんかとな」

「……あのエレノア、殺意の固まりだった」

　オリビアの体が、揉んでいる胸が、微かすかに強こわばった。

　竜王である彼女ですら一撃で退けたあのエレノア。

　確かに殺意の固まりだと言っていい。

「あれはロドトス以上の混沌こんとんをもたらすに違いない」

「……どうなんだ、エレノア」

　ベッドの横、壁に立て掛けたエレノアに問いかける。

（ロドトスといた頃の我が人化したと仮定して）

　この時代に来てから、記憶があやふやなエレノアは、記憶じゃなく自分の性格をシミュレートして物事を考えるようになっていた。

（為なすことは一つ。破壊）

「破壊？」

（我は何も産み出せない。少なくともこの時期の我はそう思っている。魔剣たる自分の存在意義は、この世の全すべてを破壊し尽くすことだと断じている。しかし我は魔剣。使い手がなければまともに動くこともままならん）

「だからロドトスの肉体を手に入れようとしたのか」

（うむ。あるいは長く使おうとしたのだ。故にオリビアが言う「ロドトス以上の混沌をもたらす」という点には無条件で同意しよう）

「──だって」

　エレノアのセリフをオリビアに伝えた。

　彼女は予想が当たって嬉うれしそうな、しかし状況を知って困ったような、複雑な顔をした。

「その混沌は、きっとドラゴンをも巻き込むのよね」

（頑丈なオモチャは好きだ）

「そうか」

「人の子……なんでちょっと嬉しそうなの？」

「ん？　そう見えるか？」

（よからぬことを考えているんじゃないだろうな）

「違う。ああいや、そうか？」

　頭の中であのエレノアの姿を思い出す。

　あっちは禍々まがまがしく、まさに魔王という感じの風貌ふうぼうだった。

　くじ引き所でよく見る、愛娘まなむすめに骨抜きにされたポンコツな方とは全然違う。

（なんか今すごく失礼なことを考えなかったか）

「いや、そんなことはない」

（噓うそつけ、その顔は──）

「こうやって考えてると、おれは意外にお前のこと好きだったんだなって気づいただけだ」

（んな──）

　絶句するエレノア。

　前に星空の下で彼女に聞いたことを思い出す。

　彼女は、魔剣の姿のままおれと一緒にいたい、おれに使われたい、と言った。

　ならば、おれがこの時代に来たのは。

「ここでこっちのお前を抱くためなのかもしれないな」

（待て貴様、我を犯す気か！）

「人聞きの悪いことを言うな」

（この時代の我は貴様の敵だ。あれを見ただろ。我の負の感情がピークになっている時代だ。そんな我を抱くには、犯すくらいしか方法がないだろうが）

「まあその辺はなんとかするさ。あー、ようやくこの時代に来た理由がわかってすっきりした」

（我は手伝わんぞ！　我のことを無理矢理犯す手伝いなど……今の我がされるならともかく）

　ブツブツ何か呟つぶやくエレノア。

　心の声だが、残念ながら丸聞こえだ。

「どうしてもか？」

（どうしてもだ）

「それは困ったな。ひかりを使うわけにもいかないし」

（当然だ！　母親のレイプに娘を巻き込む父親がどこにいる！）

「だからその表現レイプはやめろ」

　まさかエレノアがここまで反発するなんてな。

　だが、だからといってやめる気はない。

　それがくじ引きでこの時代に来た理由だってわかったからだ。

　素手でエレノアと戦うか……魔剣エレノアを使えば九割方勝てるが、素手だと勝率は五割くらいまで下がるな。

　それでも、まあやるしかない。

　ふと、胸を揉んでいたオリビアがさっきから黙り込んでることに気づいた。

「どうしたオリビア」

「人の子、ひかりは人の子とエレノアの娘なんだよね？」

「ああ。見た目は完全にエレノアだ。それに、魔剣ひかりはおれにしか使えない。間違いなくおれらの娘だ」

「それって……そういうことなんじゃないの？」

「──！」

　バッと体を起こした。

　おれの上で寝ていたイオが起こされて「なに、なに？」って顔で困惑した。

　エレノアが息を呑のんだのが伝わってくる。

　オリビアが気づいたこと。おれたちがなぜか気づかなかったこと。

「決まりだ。手伝え、エレノア」

（くっ、しかし……くっ……）

　エレノアが思いっきり葛藤かっとうした。

　自分が言い出した「自分を犯す手伝い」と、オリビアが言った「愛娘誕生の手伝い」。

　今は葛藤しているが、エレノアは必ず落ちる。

　コンコン。

　ドアがノックされて、ひかりが恐る恐る顔を出した。

「おはようおとーさん、おかーさん」

　世界一可愛い娘の天使のような微笑みを見て。

　これこそ、この世界にやってきた本当の理由だと理解した。

　そして、ここに来て黄金のくじ引き券──半券だったのが一枚になったのだった！
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　魔法コテージのリビング。

　イオ、オリビア、タニアの三人を表で待たせると、おれは片手でひかりの手を引き、反対の手で黄金のくじ引き券を持って、もう一度いつものくじ引き所に向かおうとした。

「……やっぱり行けないか」

（前とまったく同じだな）

「券は手に入った。ただ、使えるのは元の時代に戻ってから、ってことか」

「ざんねん、お姉ちゃんに会いたかったね」

「元の時代に戻ればまたいつでも会えるさ。そのためにもあのエレノアをぶっ倒さないとな」

「うん！　ひかりがんばる！」

「ひかりはあまり頑張らなくてもいいんだぞ」

（貴様……）

「だいじょーぶ。ひかりは魔剣だから。それに」

　ひかりはえへへ、と無邪気に笑う。

「ひかりが斬きっても、おかーさんは多分へーきだよ。だって、ひかりのおかーさんだもん」

（うむ、まさしくその通り。しかし諦あきらめるのもよくない。ひかりよ、この我が我の斬り方を教えよう。それを覚えて、魔剣として更に成長するのだ）

「うん！　ひかり、もっともっとがんばる！」

　まさに天真爛漫てんしんらんまんそのものといった感じのひかり。

　やっぱり可愛かわいい。文句なしで世界で一番可愛い。

　可愛いひかりにエレノアを斬らせるのはどうかと思っていたが、このやりとりを聞いてると、おれが気を回しすぎただけだったのか？

　……ああ、そうだな。

　おれが自分の尺度で子供ひかりに価値観を押しつけすぎてただけだったんだな。

「ひかり」

「なあにおとーさん」

「そうと決まれば全力でいくぞ。あっちのエレノアを真っ二つにするくらいの勢いで」

「うん！」

　ひかりはまた無邪気に笑った。





☆






　ひかりと一緒に表に出る。

　魔法コテージを小さくして異次元倉庫にしまったあと、待っていた三人に声を掛けた。

「待たせたな」

「いえ。やっぱりダメだったんですかカケルさん」

「ああ、やっぱりダメだった。この券は元の時代に戻ってからだな」

「おろろ、それは残念。人の子の言うそれを見たかったのに」

「どっちにしてもオリビアは行けないから見られないぞ」

「うん。むかしおーちゃんを連れていこうとしたけど、だめだったよ」

　ひかりもおれに続いてそう言ったが、オリビアは笑顔のまま首を横に振った。

「人の子は違う空間にくじ引きに行くんでしょ？　だったらその前後で何か空気が変わるはずだから、それが見たかったの」

「なるほど。それなら戻ったら見せてやる──というか、未来のお前はもう知ってるはずだ」

「おーちゃんに待ってもらって、そこに行ったこともあるもんね」

「そっか。期待しとく」

「あの……それで、これからどうするんですか？」

　タニアがおずおず聞いてきた。

「スキロス・カランバと一度会ってみるか。状況は変わったが、多分帝国と戦うのは一緒だ。相手が皇帝ロドトスから魔王エレノアになっただけ。歴史が五大国に向かうのなら、スキロスたちと挙兵するのも変わらないはずだ」

「そっか」

「メルクーリさんがいませんけど、そこは大丈夫なんでしょうか」

　イオが至極真っ当な疑問を呈ていした。

　五大国。

　すなわち、メルクーリ、カランバ、コモトリア、シラクーザ、アイギナ。

　スキロスと会った時、おれがヘレネーからもらった扇子せんすを落としたせいで、あいつはおれがメルクーリの人間だと誤解した。

　おれがメルクーリ勢として戦うのはまったく問題ないが、それだと事が終わったあと、誰だれがメルクーリ王国を治めるのかという問題が出てくる。

「そもそもヘレネーとイリスのあの見た目、人間じゃなかったしな」

「おろろ、どういうことなの？」

　オリビアが小首を傾かしげた。

　そうか、オリビアは知らないのか。

　おれはオリビアに事情を説明した。

　おれが初めてヘレネーと会った時に持ったイメージ。

　金色の髪に尖とがった耳、妖精ようせいのような超俗ちょうぞくした美しさ。

　そのイメージをそのままオリビアに伝えた。

「おろろ、それならあたし知ってるよ。亜人のすごい少数種族だよ」

「そうなのか？」

「うん、これでしょ」

　オリビアが手をかざした。

　すると地面に魔法陣が現れて、土が徐々に盛り上がった。

　その土は次第に人のかたちに変わっていくと、更に色が着いていった。

　そうしてしばらくすると精巧な人形になった。

「あっ、これですね」

「これだな」

「うん！」

　おれとイオ、そしてひかり。

　メルクーリ王家を見たことのある三人が同時に頷うなずいた。

「それで、この世界でこいつらのいる場所はどこだ？」

　オリビアはそっと目を閉じた。

　どうしたのかと思ったら、彼女はそのまま姿を変えた。

　人の姿から、大きなドラゴンへと。

「乗るがいい、人の子よ」

「ああ」

　詳しいことは聞かなかった。

　説明するより実際に運んだ方が早いとオリビアが判断したのがわかったからだ。

　イオとタニア、そしてひかり。

　みんなで頷き合い、次々と竜王オリビアの背中に乗り込むと、彼女はおれたちを乗せて大空に羽ばたき、南へ向かって飛び立った。





☆






　村のあちこちから煙が上がっていた。

　怒号と悲鳴が飛び交い、戦闘の音がそこかしこから聞こえてくる。

　そんな中、質素な小屋の中で一組の男女が隠れていた。

　男は特徴のない、いたって平凡な青年だった。

　強しいて言えば、体に農作業で鍛えたような、無駄のないそれなりの筋肉をつけている。

　一方、女はすれ違った人間が誰もが振り向くほどに美しかった。

　売ればそれだけで一財産になりそうな綺麗きれいな金髪。

　尖った耳に凜然りんぜんとした表情は、一度見たら決して忘れない知性と理性とを湛たたえている。

「レクス、あなただけでも逃げて！」

「キミだけ置いて逃げることなんてできないよ！　任せてくれ。絶対にキミを連れてここから脱出する！」

「そんなの無理よ！　あれは帝国、覇王ロドトスの兵だわ。それがわたしたちを捕まえに来てる。だとしたら、逃げられる可能性があるのはこの村の人間じゃないあなただけよ！」

「だとしても、キミを置いてはいけない！　ここでキミを置いて一人で逃げ出したりしたら、おれはきっと一生後悔する！」

「レクス……」

「おれはここに来てよかった。キミと運命の出会いを果たせたからだ。ならば、この出会いをなんとしても守ってみせる！」

　青年レクスは力強く言い放った。

　そんな彼を見る女の目は、嬉うれしさと愛いとおしさ、それに絶望的な状況に置かれた悲しみが混じっていた。

　バン！

　突如、薄い扉が乱暴に開いた。

　表から重武装をした兵士が五人、ドカドカと中に入ってきた。

「おーいたいた。一人足りねえと思ったら、ここに隠れていやがったのか」

「安心しろ女。上から出てる命令は『お前らを捕まえてこい』ってことだけだ。何もせず送り届けてやるから、抵抗しないでついてこい！」

「そんなこと信じられるか！」

　レクスは小屋の中にあった鋤すきを摑つかんで、ヤリの如ごとく兵士に向かって突き出した。

　兵士はひょいとそれを躱かわし、剣を抜いて軽々と鋤の柄を両断した。

「なんだ、この男は」

「耳が尖ってないからこいつらの仲間じゃないな」

「他所者よそものか」

「うおおおお！」

　レクスは斬られて柄だけになった棒きれを振りかぶると、更に兵士に挑みかかる。

　決意は固いが、今までの人生で戦うことなどなかった男だ。

　難なく兵士に避けられると、裏拳で殴られて吹っ飛ばされた。

　小屋の薄い壁を突き破って、外まで飛ばされる。

「レクス！」

「おっと、お嬢さんは動くな。無事に連れてこいって言われてるが、場合によっちゃ到着まで、関節くらい外れたままでいてもらわなきゃならなくなるぜ？」

　兵士は肩を摑んで女を拘束した。

　女はレクスに駆け寄ろうと必死で、兵士の話を聞いていなかった。

「ちっ、なんか面倒くせえな。とりあえずその男をぶっ殺そうぜ」

　兵士の一人が提案すると、他ほかの兵士は顔を合わせて頷いた。

「そうだな。その方が面倒がなくていい」

「ずっと騒がれても鬱陶うっとうしいしな」

「おれが殺やろう」

　兵士の一人が剣を抜いて外に出ていく。

　そして、殴られて吹っ飛び、血反吐ちへどを吐いていたレクスの前に立った。

「悪く思うな。こんな時にここに来たお前が悪いんだぞ？」

「吉が七で……凶が三……」

「ああ？　何おかしなことを言ってやがんだ？」

「吉が七で凶が三……。三なのか……三なのかっ！」

「気味悪いな。もういい、死ね！」

　兵士がレクスに剣を振り下ろす。

　白刃が空気を切り裂いてレクスの眼前に迫った。

「──！」

　レクスはぎゅっと堅く目を閉じて顔を背そむけた。

　だが、剣はいつまで経たっても振り下ろされることはなかった。

　訝いぶかしみ、レクスが恐る恐る目を開けると、そこには頭を失った兵士と黒い剣を振り抜いた男の姿があった。

　この男のことは、知っている。

　名前は知らないが、その姿と、会った時のエピソードは、よく覚えている。

「十の男……なぜ？」

　呟つぶやいた直後、レクスは理解した。

　自分が持つ七の吉は、十の吉の男に再会できるというものだったのかもしれない、と。
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　大空を飛ぶドラゴンのオリビア。

　おれとイオ、タニアはその背中に乗っていて、ひかりだけ首にぶら下がったり、かと思えばかぎ爪つめの手に乗ったりして、空を満喫していた。

　そうしているひかりとオリビアの姿は、元の時代の「ひかりとおーちゃん」とはまるっきり正反対だが、不思議となじんで見えた。

「オリビア、メルクーリの奴は今、南の方にいるのか？」

　太陽の位置からざっと進行方向を割り出して、オリビアに尋ねる。

　オリビアは竜人の時とは違い、厳いかめしい口調で答えた。

「メルクーリという名は知らぬが、人の子が話す容貌ようぼうとよく似た種族なら知っている」

「あの人形通りなら十中八九じゅっちゅうはっく間違いないと思うが。写真でも見せられたら話が早いのにな」

（貴様はアホか、アレを使えばいいだろう）

「アレ？　あ……そうか。そういえばアレをやればいいのか。すっかり忘れてた。タニア、ちょっとこっちに来てくれ」

「なんですか？」

「ほんの少しの間、ここで動かないでいてくれ」

「は──はい！」

　タニアはまるで「気を付け！」のようなポーズをすると、拳こぶしを握り締め、目を閉じておれを見上げた。

　そんなタニアに、必要ないけどキスをした。

「カケルさん？」

「いいから緊張するな。取って食おうってわけじゃない。ちょっと体を借りるだけだ」

「は、はい！　どうぞお好きに使ってください！」

　タニアはまた直立不動のポーズになる。

　姿勢はまったく一緒だが、今度は頰ほおが赤くなり、何かを期待するような表情になっていた。

（その言い方もよくないな）

　エレノアは呆あきれ半分、楽しさ半分で言った。

　いちいち指摘するのも面倒だから、そのまま話を進めることにした。

　エレノアの柄に軽く手を触れると、オーラを出してタニアを包む。

　迷彩オーラ。

　エレノアの力を使って外見を別のものに変える力だ。

　これを見破れるのはエレノア以上の力を持つ者だけ。

　つまり、竜王の目すらごまかせるということ。

　今回は別にごまかすためじゃないが、おれはタニアの見た目をヘレネーそっくりに変えた。

　長い金髪に尖とがった耳。

　嫋たおやかなスタイルに上品な物腰。

　タニアをヘレネー・テレシア・メルクーリそっくりにした。

　オリビアがまっすぐ飛んだまま、首だけこっちに向けた。

　深い知性を湛たたえたドラゴンの目が、ヘレネーになったタニアの姿を捉とらえた。

「どうだ？」

「間違いない。そっくりだ」

「そうか。ありがとうタニア」

　オーラを引っ込めて、タニアを元の姿に戻す。

　オリビアに確認してお墨付きをもらったから、今から向かう場所は、間違いなくヘレネーやイリスと同じ種族の人間がいる場所だ。

　オリビアの背中に乗ったまま空を飛び続ける。

「カケルさん！」

「どうしたイオ」

「あれを見てください。何かおかしいです！」

　イオが指さした方角、オリビアの進行方向を見た。

　地上にはいつの間にか森が広がっていて、その一角が真まっ赤かに燃え上がっていた。

　そればかりでなく、炎と共に黒煙が立ち込めている。

「どういうことだ？」

「人の子よ、悪いことに、あそこが連中の里のある辺りだ」

「なに!?」

「ねえカケルさん、あれって建物が燃えてる炎じゃないですか？」

「ああ」

（間違いないな）

　おれは頷うなずき、エレノアも頭の中で同意した。

　あの炎の上がり方は知っている。

　戦闘そのもので起きた火事じゃない。

　あれは戦闘が終わったあと、一方的な略奪が行われている時の火の上がり方だ。

「おれはここで降りる。ひかり」

「うん！」

　ひかりが戻ってきて、魔剣の姿になった。

「オリビアは二人を上空まで運んでくれ」

「わかった」

「そこから先、どうするかはイオに任せる。できるな？」


「──っ！　はい！」



　魔法の杖つえを強く握り締めて、大きく頷くイオ。

　そんなイオの髪を撫なでて、おれはオリビアの背中から飛び降りた。

　慣性が働いてるから、しばらくはオリビアと同じ速度で前進しながら落下していく。

　そして、森の中に着地すると同時に、地面を蹴けって前に跳んだ。

　着地点に衝撃で爆発ばくはつが起きた。その爆風も置き去りにして、猛然と突進する。

　空を飛ぶオリビアよりも速く、一直線に問題の場所へと向かっていった。

　やがて、森が開ひらけて人里が見えた。

　自然と共存している種族にありがちな、緑豊かで静かな里だ。

　だがその印象は、猛烈な勢いで過去形になりつつあった。

　そこには二種類の人間がいた。

　一方はヘレネーやイリスとよく似た、金髪で尖った耳のエルフのような見た目の種族たち。

　そしてもう一方は、武器と鎧で武装した兵士のような男たち。

　男たちは里の住民たちを襲っていた。

　住民を襲っては拘束し、財物を漁あさっては建物に火を点つけていく。

　既に略奪は進んでいた。

　中年の男が殺され、その妻や子供たちが身を寄せ合って怯おびえている。

「きゃあああ！　あなた!!!」

「パパ！　いやああああ」

「うるせえガキだな。こいつも殺やっちまうか？」

「やめとけ。殺しすぎるとノルマがきつくなるぞ」

「それもそうだな。しっかし殺さずに攫さらってこいって、いってぇどういうことなんだ？」

「まあ細けぇことはいいじゃねえか。攫う数だけノルマをこなせば金目のものは全部そっくりそのままもらっていいってことだしよ」

「つっても、この里じゃ、金目のもんなんてそんなにありそうにもねえがな」

「なら、やっぱり何人か女をネコババするか？　喰くっちゃいけねえとは言われてねえしよ」

　兵隊どもは言いたい放題だった。

　夫を殺され、それでも妻は健気けなげに残った子供たちを庇かばおうとしていた。

　そんな母親をまるであざ笑うかのように、兵の一人が近づいていく。

「そんじゃ、まずは母親から頂こうか」

「やめて、やめてください！」

「安心しろ、悪いようには──」

　男がその言葉を最後まで言うことはなかった。

　踏み込んだおれが、そいつを縦に真っ二つに斬きり捨てたからだ。

　真っ二つにされた男。

　右半分は、驚き。

　左半分は、怯え。

　左右でそれぞれ微妙に違う奇妙な表情をして、パカッと割れるように崩れ落ちた。

「な……なんだ!?」

「何者だお前は！」

　連中の誰何すいかを無視して、手当たり次第斬り捨てていく。

　ぱっと見、盗賊の類たぐいじゃない。装備品からしてもどこかの正規兵だ。

　しかし、全員が雑兵ぞうひょうの身なりだった。

　とにかく全員斬ってやった。

「あ、ああ……」

「大丈夫か？」

「……」

　兵を全部斬ったあと、子供を庇う母親に聞いてみた。

　母親はいきなりのことに、呆ほうけていてまともに返事さえできない。

　ケガはしていないようだったから、とりあえずそのままにして里の奥へ進んだ。

　略奪はそこら中で行われていて、死人も相当出ていた。

　死人の大半は何かしら武器を持った男で、女たちは怯えたり隠れたりしていたが、まだ殺されてはいないようだった。

　そんな中、略奪に勤いそしむ連中を次々と斬っていった。

　何か言ってくる奴やつもいたが、問答無用で無視して斬った。

　頭上に大きな影。

　オリビアが頭の上を通り過ぎていった。

　しばらくすると、里の反対側から魔力が立ち込め、そこに雷と氷の魔法が次々と放たれた。

「あっちはイオたちに任せればいいか」

（むう……こいつらは……もしや）

「知ってるのか、エレノア」

（武具の様式に見覚えがある。これは帝国の正規兵だな）

「帝国の正規兵？　なんで帝国の正規兵が里なんか襲ってるんだ」

（責任者を捕らえて吐かせればわかる……が、まあなんとなく察しはつく）

「……命令したのはお前か」

（……）

　エレノアが溜め息混じりにそれを認めた。

　多分この時代の、人間になったエレノアの命令ってことか。

　ロドトスが死んだ今、帝国は実質エレノアのものみたいなもんだからな。

「あとで詳しい話を聞かせてもらうぞ」

（うむ）

「はあああ！」

　真横から気合いと共に空気を引き裂く音が聞こえてきた。

　長剣が振り下ろされる音だ。

　振り返ることもなくエレノアで受け止め、そのまま薙ないだ。

　手応えあり。長剣──そして鎧もろとも体を両断した感触だ。

（やってしまったな）

「ん？　ああ」

　その言葉に振り向くと、エレノアの言った意味がわかった。

　たった今襲いかかってきて腰から真っ二つにした男は、雑兵よりもちゃんとした格好をした、指揮官クラスの男だった。

　そいつは胴体が二つに泣き別れ、それぞれが地面に転がっていた。

（これでは話は聞けんな）

「お前が喋しゃべればいい。見当はついてるんだろ？」

（まあな）

「ならいい」

　おれは更にギアを上げて片っ端から兵を斬っていった。

　略奪者に情けを掛ける必要なんてない。

　それどころか、ちょっとでも手を緩ゆるめたら、犠牲者が更に増えるだけ。

　だから、ただひたすらに斬っていった。

　その時、里の外れで一組の男女がまさに襲われようとしているのが見えた。

　兵たちが家の中から男女を引きずり出して、男の方を殺そうとしている。

　地を蹴って更に加速すると、手を下そうとする兵を袈裟懸けさがけで両断。

　間に合った。

　女はもちろん、男だって嬲なぶられたりするのは見たくない。

　さすがに寝覚めが悪いからな。

　さて、残りの連中を──

「十の男……どうして？」

「うん？」

　手が止まった。

　それは明らかにおれに向けられたセリフだった。

　振り向く。

　襲われて尻餅しりもちをついていた男が、呆然ぼうぜんとおれのことを見上げていた。

　不思議なことに、そいつは普通の人間だった。

　耳が尖っていない、この里の人間とは思えない男だった。

（ああ、こやつか）

「こいつを知ってるのか、エレノア」

（……はあ）

　なぜかエレノアはものすごく深い溜ため息いきを吐ついた。

　どういうことだ？

（おとーさん。あの人だよ、タニアお姉ちゃんの前に占ってもらってた人）

「タニアの前？」

（老婆の占い師いわく、吉が七で凶が三の男だ）

「……そんなのいたか？」

　エレノアとひかりに言われてようやくあの占い老婆のことを思い出したものの、目の前の男のことは、結局、いくら言われても思い出せないままだった。
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（タニアの前に占われていた者がいただろうが）

「そう言われると確かにいたような……そうか、こいつがその時の奴やつか」

　男のことはまったく記憶にないが、そのエピソードだけは朧気おぼろげながら覚えていた。

　どっかに行けって言われていて、その先の出会いの吉凶の割合が七対三とかだったっけ。

　その直後、同じように占われたタニアが吉凶一対九で腹を立てたことはよく覚えていたが。

（ひかりも覚えてるよ。この人、あの時すごく嬉うれしそうな顔してた）

「そうか」

　やっぱり顔は思い出せないが、ひかりがそう言うならそうなんだろう。

（我とひかりの扱いの差はなんだ）

「悔しかったらこの時代で起きたことを思い出してみろ」

（くっ……）

　ぐうの音も出ない感じのエレノア。

　こいつがこの時代のことを思い出してさえいれば色々楽だったんだから、記憶のことで多少イジられることぐらい受け入れろ。

　とりあえずそれは置いておいて、７７７倍の五感で周りを探る。

　だいぶ兵は減っていて、あと数十人ぐらいになっていた。

　だが、そいつらは村の方々ほうぼうに散り散りになっているようで。

　ちょっと面倒くさいけどどうするか、と考えてたら、ひかりが人間の姿に戻った。

「おとーさん、ひかりに任せて」

「どうするんだ？」

「みんな、でておいでー」

　ひかりがそう声を掛けると、ひかりの影からドレイクが次々と召喚された。

　百匹のドレイク兵。

　そいつらは召喚されてすぐ、オーラを纏まとうと人の姿に変わった。

　そのオーラはおれのじゃない。ひかりの体から出たオーラだ。

　ひかりが、ドレイク兵を召喚して変身させるところまで一人でやってのけた！

　ドレイク兵百匹の召喚を済ませたあと、ひかりはわくわく顔でおれを見上げた。

　世界で一番可愛かわいい愛娘まなむすめの頭を優しく撫なでる。

「すごいなひかり、いつの間にこんなことができるようになったんだ？」

「えへへ……おかーさんに教わったの。これくらいできるのが魔剣としてのたしなみだって」
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「なるほど、そうか」

「うん。それじゃ、みんなと行ってくるね！」

「ああ。なるべく生け捕りにしてくれよな」

「わかった！」

　ひかりはこくりと頷うなずくと、満面の笑顔を浮かべ、ドレイク兵を引き連れて飛び出していった。

「こんなことを教えてたのか」

（いつか必要になると思ってな）

「どんどん成長していくな、ひかり」

（この早さなら、彼氏とやらを連れてくるのも時間の問題だな。くく）

「かれ……？」

（さて、その時おとーさんは『娘はやらんぞ』とでも言うのかな）

「……いや」

（ほう？）

「『おれの屍しかばねを越えてみろ』、だ」

（くく。やる気はないが、殺る気は満々ってことか？）

　当然だ。

　おれの目が黒いうちはひかりは誰だれにもやらん。

（親馬鹿おやばかここに極きわまれりだ。まあその前に反抗期が来るだろうがな）

「……」

　……。


　…………。




　………………!?!?!?
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　史上最大級に悪寒おかんの走る想像を頭から追い出し、なんとか気を取り直して男と向き合う。

　男の傍そばには女がいた。

　男は普通の人間だが、女は金髪に尖とがった耳をしている。

　それはヘレネーたちと同じエルフっぽい見た目だった。

　その女は、男の背中に隠れていた。男は驚きながらも女を庇かばっていた。

「怪我けがはないか」

「ん？　あ、ああ。お前は……あの時の十の男、だよな」

「十の男？」

（貴様が老婆に占われた時の結果のことだ）

「ああ、そういえば吉が十って言われたっけ。それじゃやっぱり、お前はあの時そこにいた……」

「そうだ。同じアカンサ様に占っていただいた者だ。おれはレクス。レクス・アポス」

「結城ゆうきカケルだ」

　名乗りつつ、女の方を見る。

「お前の名前も聞いていいか？」

「ソーラ・メルクーリ……です……」

　けど、と、最後に消え入りそうなくらい小さな声で加えて言った。

「けど？」

　どういう意味だ？　と思って身を乗り出すと、ますますレクスの背中に隠れてしまうソーラ。

「どうしたんだいソーラ」

「その人の剣……すごく怖い」

「剣？　確かに黒くて物々しいかたちはしてるけど……」

「それに、さっき、もう片方の剣が女の子の姿になってた」

「まさか。さすがにそれは見間違いだろ？」

　怯おびえるソーラとは裏腹に、偶然見ていなかったのか、レクスはきょとんとしていた。

　まあ、そんなことはどうでもいい。

　それよりメルクーリだ。

　彼女は確かに名乗った。メルクーリと。

　外見的にも間違いなくヘレネーたちと繫つながりがありそうなメルクーリ。

　そいつを見つけて、おれはとりあえずホッとした。
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　生け捕りにした兵士たちの尋問にはオリビアが名乗りを上げた。

「人の子はそういうのが苦手でしょう」

　と澄すました顔で言うオリビア。

　前に同じことをエレノアにも言われたことがあるが、オリビアにも見抜かれたってことだ。

　確かに得意じゃないから、名乗り出たオリビアに任せることにして、その間おれはレクスとソーラに村を案内してもらうことにした。

　合流したイオとタニア、ひかりを連れて里の中を歩く。

　そうしてしばらく歩いていると、あることに気づいた。

「この村は女が多いな」

「ホントですね！　男の人は仕事とかで村の外に出てるのかな」

　イオもそう言って不思議そうに周りを見た。

「そ、そうじゃないんです。わたしたちの種族は、女の方が多く生まれてくるんです」

　まだちょっと怯えながら、おずおずと説明するソーラ。

「そうなのか？」

「はい。大体一対二くらいの割合です」

「なるほど。元々そういう種族なんですね」

「ヘレネーたちはそんなこと言ってなかったような気がするけどな……そうだ」

　あることを思い出し、立ち止まってソーラの方を向く。

　ヘレネーの扇子せんすを取り出して、ソーラにだけ見えるように広げた。

　そこに魔法を掛けて、メルクーリの紋章を浮かび上がらせる。

「この魔法を知ってるか？」

「す、スフラギタの魔法、ですよね？」

「そんな名前だったか……？　とにかくこれはお前たちだけが刻み込める紋章で、そのスフラギタってのはそれを確認する魔法ってことで合ってるよな？」

「はい、そうです……けど？」

　それがどうしたんですか、という顔をするソーラ。

「いや、合ってるならそれでいい」

　彼女たちがメルクーリと繫がっていることさえわかればよかった。

　エレノアとかタニアは記憶が曖昧あいまいだからな。

　一人納得していると、ソーラがまた不思議そうな顔をした。

　そんな彼女たちに案内されて、更に村の奥へと進む。

　村のあちこちで徹底的に建物が壊されているのを見掛けたり、今でも黒煙が上がっていたりするのを見たが、直接の人的被害はほとんどなかったみたいだ。

　そうなると、ますます兵士たちの目的が気になった。




　考えごとをしているうちに、ある建物の前に到着していた。

　襲撃で壊されずに済んだその建物は、作りこそ簡素だが、周りの家に比べて明らかに大きく、屋根も、他ほかの建物が素材のままの落ち着いた色合いであるのに対して、人の手で赤く塗られた跡があった。

「ここは？」

「お、長おさの家です。ちょっと待っていてください」

　ソーラはそう言い残すと、一人で建物の中に入っていった。

　仕方ないので言われたとおりそこで待っていると、いつの間にか里の人間が集まってきて、遠巻きにおれたちのことを眺ながめ始めた。

　それを無視して更に待っていると、ようやくソーラが別の女と一緒に外に出てきた。

　ソーラと同じように、金髪に尖った耳といった外見をしている女。

　年齢は三十いってるかどうかってところか。

　ソーラともヘレネーともイリスとも違う、落ち着いた大人の美女という雰囲気だった。

　彼女はまっすぐおれの前へとやってくると、しずしずと頭を下げた。

「シーマ・メルクーリと申します」

「結城カケルだ。カケルでいい」

「此度こたびはわたしたちの里を助けてくださってありがとうございました」

「大したことじゃない。気にするな」

「ソーラから話を聞きました。なんでもお一人で十数人の兵を退けたとか」

「だから、大したことじゃない」

「なんと器の大きなお方」

　本当に大したことなかったからな、別に謙遜けんそんでもなんでもないんだが。

　シーマは言いながらおれを無遠慮にジロジロ見てきた。

　顔に体に手足と、まるで品定めされてるような気分だ。

　そしてそのあと、背後にいるイオとタニアのことも見た。

「そちらの方々は、カケルさんの……？」

「おれの女だ」

　最後まで言い終える前に答えると、シーマはわずかに驚き「そんなあっさりと」と呟つぶやいた。

　蚊の鳴くような声だったが、それだけははっきり聞き取れた。

　そんなの別に隠すことでもないだろ。

　深呼吸一つして落ち着いたシーマは、今度は流し目でおれを見るようになった。

「里を救っていただいたお礼をしたいところなのですが、見ての通り、こんな何もない里で……」

「礼なんか──」

「ですから、差し上げられるのは、こういうものくらいしか──」

　今度はおれが最後まで言い終える前にそう言うと、シーマはおれにしなだれかかってきた。

　しなだれかかって、白魚のような指先をおれの胸板むないたの上で滑らせる。

（くく、好き者だな）

　エレノアが楽しげに笑った。

　さすがにおれにもわかった。シーマはおれを誘っているのだ。

　言葉や物などに興味はないが、そういうことなら話は別だ。

　シーマは美しい。

　エルフのような幻想的な美しさの上に、大人の成熟した魅力もある。

　彼女がお礼をしてくれるのなら大歓迎だ。

「もらおう」

　おれは即答した。

「よろしければ、彼女たちもご一緒に」

　シーマが手をすぅと上げると、遠巻きに見ていた里の連中の中から、何人か女が進み出た。

　全部で九──シーマと合わせて十人だ。

「いかがでしょうか」

「纏めてもらおう」

「では、中で」

　シーマに連れられて、彼女が出てきた家の中に入る。

「あぁ……なんてこと」

「どうしたんですか？」

　背後からソーラとイオの声が聞こえてきた。

「シーマ様と、今入っていった女の人たちは……非常にそ、そういうことがお強いんです」

「エッチが好きってことですか？」

「はい、みんな強いといいますか、凄すさまじく。普通の殿方が十人いても敵かなわないんです」

「そうなんですね」

「ああ……このままじゃ大変なことになります。せっかく里を救ってくださった方なのに」

「それなら大丈夫ですよ！」

「え？」

「十掛ける十で百人分ってことですよね。大丈夫です。メリッサさんでも敵わないんですから」

「えええ？」

　イオとソーラが交わす会話に送られるようにしてシーマの家に入ると、寝室に案内された。

　十人の美女もぞろぞろ続けて入ってきて、最後の一人が舌なめずりをしながらドアを閉めた。

　よく見れば他の九人も似たようなものだ。獲物を見つけたヘビのような顔をしていた。

　なるほどソーラの言うとおりだ。

　もう一度見る。

　うん、十人とも文句なしに美女だ。

　その中でも特に美しいシーマが、体ごと預けるようにおれをベッドの上に押し倒した。

「カケルさん……」

　濡ぬれた瞳ひとみで顔を近づけてくるシーマ。そんな彼女にこっちからキスをした。

　エロい美女が十人か。面白おもしろい。

　初めての経験にワクワクした。

（ほどほどにな）

　エレノアの声を聞き流しながら、おれはキスをしたままシーマと上下入れ替わると、まずは、シーマを組み敷いたのだった。
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　深夜。

　月明かりに照らし出されたベッドの上で、おれは最後の一人を抱き締めていた。

　特徴的な尖とがった耳に、きっちり切りそろえられたお姫様カット。

　名前はシンシア。

　体はシーマに比べてやや控えめだが、その分キスの感度がいい。

　他の九人が全員ベッドでダウンしたあと、おれはシンシアとずっとキスをしていた。

「……こんなに」

「ん？」

　息継ぎのために唇を離したシンシアがか細い声で言った。

「こんなにキスが上手うまい人……初めて。するのより、ずっと気持ちいい」

「それは違う」

「え？」

　きょとんとするシンシア。

　彼女にもう一度キス……舌を絡からめる濃厚なキスをたっぷりしてやったあと、まっすぐ目を見て教えてやった。

「お前の素質だ」

「そし、つ？」

「たまにいるんだ。普通にするよりキスの方が気持ちよくなれる女が」

「でも、そんなはず──むぐっ」

　三度、シンシアの口を塞ふさぐ。

　今度はすぐには舌を滑り込ませなかった。

　ついばむように、唇で唇を挟むように、軽めのキスを長く繰り返した。

　シンシアの唇がさっきよりも熱くなる。

　まるで水飴みずあめを温めてゆっくりと形を変えていくように、ゆったり時間を掛けてキスをした。

　それを延々と繰り返していく。

　シンシアは体を震わせたあと、脱力しておれの腕の中に倒れ込んできたのだった。
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　十人全員意識を失ったあとのベッドの上で、おれは女たちの温ぬくもりと匂においに包まれて目を閉じると、静かに横たわっていた。

（今のは面白おもしろかったな）

　余韻よいんに浸ひたる間も、慮おもんぱかってくれるようなこともなく、すぐにエレノアが頭に声を響かせてくる。

「面白かったって、何がだ？」

（あの娘、シンシアと言ったか。彼女相手には最初から最後までキスしかしていなかったではないか。他ほかの九人は全員最後までしたというのに）

「見てたならわかるだろ？　全員それぞれ一番気持ちよくなるやり方をしてやったまでだ」

（うむ、それはわかっている。が、本番なしのキスだけで気をやるまで導けるとは、いささか驚いたぞ。そのようなやり方は、今まで我の専売特許だと思っていたからな）

「お前の専売特許？」

　目を開ける。

　ベッドの横に置かれたエレノアを見た。

　月光を反射して、黒い刀身が波打っていた。

（我の女の抱き方を教えたことはなかったか？）

「なんだ？　触手しょくしゅでも出すのか？」

（触手など。それこそ貴様のやり方と一緒だろうに）

「おれが出すのは触手じゃなくてオーラだがな。でも、触手を出すんじゃないならどうやるんだ？　というか、お前が女を抱く？」

（厳密には我自身が抱くというよりは、我が我の契約者に伝授するやり方だな。やってみるか？　今の貴様なら、コツを教えただけですぐにできるだろう）

「ふむ。それならまあ聞かせてくれ」

　そう言った直後。

　頭の中に直接イメージが流れ込んできた。

　イメージに登場するのは、人の姿のエレノアと、キスだけで気絶させたシンシアの二人。

　二人ともイメージの中ではちゃんと服を着ていた。

　エレノアは自然体で立ち、シンシアの方は跪ひざまずいて頭を差し出すような姿勢を取っていた。

　そこでエレノアがシンシアの頭のてっぺんに手のひらを乗せた。

　まるで大人が子供の頭を撫なでるのと同じように。

　違うことといえば、エレノアが手から漆黒しっこくのオーラを出していることだけ。おれがいつも出しているオーラと同じものだ。

　エレノアがそのオーラでシンシアを包み込むと、すぐに彼女の体が震え出した。

　少しずつ息が上がって、口から嬌声きょうせいが漏もれ始める。

　完全に本番をしている時の反応だ。

　見てるだけじゃなくて、実際に伝わってきた。

　頭の中に直接、その感触が伝わってきた。

　エレノアとシンシア──やる方とやられる方、両方の快感が、同時に。

　どっちも普通にするより断然気持ちがよかった。

　それどころか、今までとは比べものにならないくらい強い快感だった。

　やがてシンシアは一際ひときわ大きく絶叫したあと、気を失ってへなへなと床に崩れ落ちた。

　エレノアは手を頭に乗せていただけだが、あれほどの快感が伴うなら、そうなって当然だ。

　……というか。

「なんだこりゃ」

（これが我の女の抱き方だが？）

「そもそも抱いてないだろうが」

（無論、繫つながりさえすれば握手でも抱擁ほうようでも構わんぞ？　手を頭に置いたのは、このやり方で我の契約者に宗教として広めさせていたからだ。触れただけで絶頂まで導き、処女受胎をも可能にする神の手だと言ってな）

「あんなので妊娠までさせられるのかよ。お前意外と器用だな」

（快感をダイレクトに魂に刻むから、やりすぎると返ってこられなくなるがな）

「まさに禁断の果実だな」

（ちなみに返ってこられなくなった奴やつらの一部があの死霊の軍勢を構成していたりするぞ）

「今更だが、お前って本当に魔剣なんだなあ」

（くく、嫌いになったか？）

「いいや？」

　エレノアは、多分これまでに今の話よりエグいことをさんざんやってきたんだろう。

　その名前を聞くだけで人々が震え上がるほどの悪名。何たって伝説の魔剣だからな。

　だけどそれも全部過去の話。

　おれと出会う前にやってたことをいちいち気にしても、何の意味もないからな。

「カケルぅ……」

「何を考えてますの？」

　左右から温もりがやってきた。

　十人の女の中の二人。

　ポニーテールのクリスティと、ショートボブのダフネだ。

　クリスティは引き締まったスリムな体をしていて、ダフネは脱いだ直後びっくりするくらい着瘦きやせしていることに気づく隠れ巨乳だ。

　シーマの次にダウンした二人が順番に回復すると、もう一度おれに体を寄せてきた。

「ただ天井てんじょうを見ていただけだ」

「ねえカケル、まだできる？」

「わたくし、また体が火照ほてってきてしまいましたの」

　クリスティとダフネが更に柔らかい体を密着させてきた。

　申告どおり体温が上がっているようで、吐息がやたら艶なまめかしい。

　ダフネの腕を引くと、そのまま彼女を組み敷く。

　ついでに、重力に踊る巨乳を摑つかんで撫で回した。

　回復する速度を超える勢いで、二人をもっと強く抱く。

　そうしているうちに他の美女たちも次々と復活して、まるでおねだりするように体を寄せてきた。

　クリスティとダフネにしたのと同じように、そのあとおれは何度でも彼女たちを抱いた。

　全員、一番感じるやり方を既に見つけてあるから、それぞれ一番合ったやり方で抱いた。

　十人の美女と朝になるまで交わり続け、快感と温もりと女たちの香りに包まれるなか。

　ふと、エレノアは快感以外の楽しさを知らないんじゃないのか、と思ったのだった。
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　朝。

　裸の女たちに囲まれながら、シーマを腕の中に抱いていた。

　シーマは昨夜おれを誘った。

　今のシーマはその時の雰囲気とはまるで別人で、従順な犬のようにおれに体を寄せていた。

「こんなの初めてよ……」

「満足できたか？」

「満足できたなんてものじゃないわ。もう……あなたがいないとダメな体になってしまった」

「そうか。ならいい」

　シーマを更に強く抱き寄せる。

　嫋たおやかな体のあちこちが柔らかい。しかも情事の余熱で火照ほてったままだ。

「あなた一体何者なの？　わたしたちが十人がかりでもまるで歯が立たない男なんて初めて。それに、あの強さ……あの剣」

「何か知ってるのか？」

「ええ。エレノアにそっくり。でもあなたはロドトスじゃない」

「色々あってな。ロドトスの国──帝国を倒すつもりで動いてるんだ」

　この時代のエレノアが人間の姿になったことは、とりあえず伏せておくことにした。

「帝国を倒す……？　それって、スキロス・カランバとも何か関係があるの？」

「何？　そのことも知ってるのか」

「前に協力してくれって訪ねてきたことがあったの。メルクーリの名を貸してくれって」

「メルクーリの？」

「元々数百年前に神聖メルクーリ帝国というものがあって、わたしたちはその生き残りよ」

「なるほど、だから末裔まつえいのお前たちに名前を借りにきたのか」

　数百年前の帝国……まさか？

（我が生まれた国だな）

　エレノアが答えた。

　やっぱりこいつが関わってたか……。

　というか、お前がその国を作ったとか、壊したとか言うんじゃないだろうな。

　その辺りにちょっと興味はあったが、どうでもいいことだから後回しにした。

　シーマに意識を戻して、腕枕まくらをしている手で頰ほおを撫なでながら更に聞いてみる。

「その辺りのことはスキロスから少しだけ話を聞いた。どうして断ったんだ？」

「占いがあったから」

「占い？」

「大予言者アカンサのことは知ってる？」

　頷うなずくおれ。

　大予言者っていう肩書きは初耳だが。

「アカンサが十年前この里に来たの。里の人間はこの先五十年間、何があっても里から出てはいけない。出ると凶が十……とまで言われたわ」

「凶が十、か。確かにそれは村から出たらまずそうだな」

（貴様が言われた「吉が十」の真逆か。それはまずかろうな）

「だからわたしたちはずっと里に籠こもってきたわ。何の娯楽もないこの里に。一族のために、わざわざ凶が十を踏みにいくわけにはいかなかったから」

「なるほどな。だから欲求不満だったのか」

　十人の裸の美女、シーマと今は寝息を立てている九人を見た。

　彼女たちが明らかに欲求不満だったのは、村の外にも出られず抑圧されてきたせいだろうな。

「そもそもこの里が襲撃されたのも禁を破ろうとしたからだわ。この前外から来たレクスという男。外から来るのは禁じられていないから別にいいのよ。でも里の人間を外に連れ出すのはダメ。彼は仲良くなった子を外に連れ出そうとしたの」

「なるほど」

　元々根拠にしているのが占いだけに、村の娘を連れ出そうとしたことと襲撃との因果関係はわからないが、これまで何もなかったことを考えると、あながち間違いではないかもしれない。

「言いつけを破ろうとしたから凶があった。だからこそ、そうならないように、わたしたちはここに引き籠もっているの。少なくともあと四十年は里から出てはいけない」

「ふむ」

　シーマに腕枕をしながら考える。

　スキロスがメルクーリに断られた経緯はわかった。

　ついでにこの里が襲われた理由もなんとなくだがわかった。

「なあシーマ」

「なあに」

　猫撫で声で返された。

　話が一段落したことを気配で感じた彼女は、上目遣うわめづかいでおねだりをしてきた。

「提案があるんだが」

　先払いのキスをしてから、彼女を組み敷くかたちで上から潤んだ瞳ひとみを覗のぞき込んだ。
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　服を着て外に出た。

　夜が明けて、襲われた里はすっかり落ち着きを取り戻していた。

「おはよーおとーさん！」

　朝日の中、ひかりが走ってきておれに抱きついた。

「おはよう。昨日は大丈夫だったか、ひかり」

「うん！　ひかり頑張った。敵の人を全員捕まえたよ」

「そうかそうか、さすがおれの娘だ」

「えへへへー」

（まったく、この親馬鹿おやばかめ）

　なんとでも言え。

　頑張ったひかりの頭を撫でていると、遠くからオリビアが歩いてきた。

「おはよう人の子。ひかりが捕とらえてきた連中は一通り拷問ごうもんしといたよ」

「へえ、どうやって」

「軽く引っかいてやったよ。あたしの爪つめに引っかかれるとそこから徐々に鱗うろこになって、最後はトカゲになっていくんだ。それを何人かにやったからね」

「それはエグいな。一度トカゲになったら、その先もずっとトカゲのままなのか？」

「元に戻すこともできるよ。まだ吐いてないことがあるかもしれないから、しばらくそのままにしとくけど」

「そうか。よくやった」

　ひかりの頭から手を離し、オリビアを抱き寄せてキスをする。

「わー、おーちゃんおめでとう」

　ひかりは横でパチパチ拍手して喜んだ。

　正直ちょっとだけ微妙な気分になった。

　オリビア、おーちゃん。

　おれの女であるが、一方でひかりの親友でもあるオリビア。

　本当はひかりの親友はあのチビドラゴンの方のオリビアなんだが、今のオリビアとひかりもあれに勝るとも劣らないくらい仲が良い。

　娘の親友。

　そんなオリビアを抱いてることに、ちょっとだけ微妙な気分になった。

　キスが終わったあと、シーマが家から出てきたのが見えた。

　彼女はおれを──オリビアをちらっと見て、羨うらやましそうな顔をした。

「おろろ、一晩ですっかり虜とりこになっちゃったね」

「驚くところなのか」

「里の子たちが言うには彼女、百戦錬磨ひゃくせんれんまな人だからさ。あたしそういう経験少ないし、人の子しか知らないし」

「なるほど」

　聡明そうめいなオリビアにもわからないことがあるわけか。

「ねえ、あの子どこに行くの？」

「ちょっとな」

　おれはそう言って、オリビアとひかりを連れてシーマのあとを追った。
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「レクス・アポス、そしてソーラ・メルクーリ」

　ソーラの家。

　襲撃のあと、応急処置でとりあえず直した家の中で、シーマがカップルの二人と向き合っていた。

　里の長おさであるシーマが出向いて、冷然とした表情で二人のフルネームを呼んだ。

　そのことに並々ならぬ意思を感じたレクスとソーラも表情が強こわばった。

　そんな二人の反応を意にも介さず、シーマは続ける。

「シーマ・レイウース・メルクーリの名において宣言する。ソーラ・メルクーリをこの村より除名し、里から追放する」

「つ、追放だって!?」

「どうしてですかシーマ様！」

「理由はわかっているはずよ」

　シーマはソーラ、そしてレクスをじろりと睨にらんだ。

　二人はビクッとした。

　シーマの鋭い眼光に竦すくみあがった。

「今回の襲撃は、お前が彼女を外に連れ出そうとしたから起きた」

「それは、でも──」

「だからお前も追放だレクス・アポス。禁を破って村の民を外に連れ出そうとした者をこれ以上里に置いてはおけない」

「うっ……」

「わかったわねソーラ、今日中に里から出ていきなさい」

「……わかりました」

　ソーラは涙ぐんで立ち上がり、シーマに深々と一礼した。

「勝手なことをしてすみません。今までお世話になりました」

「……」

　シーマは無言でソーラを、また、うなだれているレクスを一瞥いちべつすると、彼女の家を出た。

　そこに残された二人。

　ソーラはレクスの横に座り直した。

「ごめんなさいレクス、こんなことになってしまって」

「ソーラは悪くない。おれがソーラに外を見せたかったから」

「ううん！　わたしもちょっとだけなら大丈夫だって思った。だから……わたしの方こそごめんなさい」

　更にうなだれるレクス。

　同じように気落ちするソーラ。

　場を沈黙が包み込む。二人は落ち込んで何も言えないでいた。

「結局……凶が三の方だったのかな」

「レクス……」

「いいや、吉が七の方だと思うぞ」

「え？」

　顔をぱっと上げるレクスとソーラ。

　シーマが出ていったドアから男が入ってきた。

　里が襲撃された時、間一髪のところで介入し、里全体を救った剣士。

「ユウキ……どういう意味なんだそれは」

「レクス、それにソーラ」

「は、はい」

「ちょっと、王にでもならないか？」

　強い眼差まなざし。

　自信に満ちた口角の笑み。

　カケルの言葉は、部屋に充満していた陰鬱いんうつな空気を纏めて吹き飛ばしたのだった。
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　メルクーリの里から最も近いトロイゼという街には、千五百人の帝国兵が駐屯していた。

　おれはひかりとおれの女たち、そしてレクスとソーラを連れてそこにやってきた。

　といっても街には入らない。

　街全体が見渡せるほどのところでひとまず足を止めた。

「ここなんだな？」

「うん、ひかりが蹴散けちらした人の子らを締め上げたら、ここから来たと白状した」

　オリビアがおれの質問に答えた。

　締め上げた連中がどれだけトカゲになったのか、ちょっとだけ気になった。

「行きがけの駄賃だ。ここを落として最初の拠点にしよう」

「カケルさんから行きます？　それともわたしが最初に百雷陣ひゃくらいじんで外壁を壊しますか？」

　手にした杖つえを振りながらイオが尋ねる。

　シラクーザやコモトリアとの戦いにおいても、イオはこれまで何回か同じ戦術を使っていた。

　突撃する兵の援護えんごや敵兵の戦法を崩すために大魔法を放っていた。

　それが効果的だったので、この同じような場面でイオはそれをまた提案してきた。

「いや、今回は別の手でいこう。タニア、それとこっちのタニアも」

　イオの一歩後ろに控えていたこの時代のタニア、そしてエレノアの中にいる元の時代のタニアを呼び出した。

　そして、イオ。

　この三人に言った。

「魔法で倒せるだけ倒してもらう」

「が、頑張ります」

「任せて」

　同じ顔をしたタニア二人。反応も表情も正反対だ。

　一方でイオは微かすかに首を傾かしげた。

「倒せるだけ倒すってことは、カケルさんと一緒に行動すればいいんですか？」

「いや、オリビア」

「なに？」

「今回はお前が切り札だ」

　言うと、オリビアは虚きょを衝つかれたかのように驚き、そして頰ほおを赤く染め上げたのだった。
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　ドラゴンの姿に戻ったオリビアは、背中にイオと二人のタニアを乗せて飛び立つと、トロイゼに向かった。

　それを見送るおれとひかり。

　そして──。

「あ、あれは何なんだ!?」

　後ろからレクスの震えた声が聞こえてきた。

　振り向くと青ざめた顔のレクスと、その背中にしがみついているソーラの姿が見えた。

　レクスもだいぶ顔に怯おびえが出ていたが、なんとか踏みとどまってソーラを庇かばっていた。

「あれ？」

「い、今あの女の人がドラゴンになった、よな」

「オリビアのことか。ああそうだ、オリビアという名前を聞いたことはないか？」

「オリビア……ドラゴン……。まさか竜王オリビア？」

「さすがに知ってたか」

「おーちゃん有名人だね！」

（あちこちで竜王オリビア討伐とうばつの兵を募つのっていたからな。知っていても不思議はなかろう）

「なるほど」

「なぜ竜王が……あんた、本当に一体何者なんだ……」

「今更そんなことどうでもいいだろ。それより、決心はついたのか？」

「え？」

「王になるか、って話のことだ」

「……本気、なのか？」

　怯えとは違う感情がレクスの表情に現れた。

　その背に隠れているソーラにしても同じだ。

　メルクーリの里にいた頃は、おれの「王にでもならないか」って誘いに気後きおくれしていたが、オリビアの姿を見て完全に反応が変わった。

「お前をからかって、おれに何の得がある」

「それを言ったら、おれを王にしたところで、あんたに得はもっとないだろ」

「元々はお前じゃない。メルクーリに縁ゆかりがある奴に王になってほしいんだ。ただ、そっちソーラを説得するより、どう見てもお前を説得した方が早いだろ。正直な話、お前たちがやらかして、セットで里を追放されてくれてちょうどよかったと思ってる」

「ちょうどよかったって──要するに、王にしたいのはソーラの方なのか？」

「そうだ。だが、ソーラが妃になってメルクーリの名が前に出るなら、王はお前でもいい」

「！　メルクーリを……ひょっとして、カランバさんとシラクーザさんのお仲間ですか？」

　今までレクスの背に隠れていたソーラがようやくおずおず聞いてきた。

「里を訪ねてきたことがあったんだっけ？」

　こくり、と頷うなずくソーラ。

「なら、おれがやろうとしてることもわかるよな？」

　更に頷くソーラ。

　レクスは今一つわかってない様子だが、まあそれはいい。

　ソーラさえわかっていれば、この場では充分だ。

「さて……そろそろか」

　遠方を見上げる。

　三人を乗せたオリビアがトロイゼの上空に侵入しようとしていた。

「タニアに氷の魔力を貸し出し」

『タニア・チチアキスに氷の魔力をを貸し出します。残り五十九分五十九秒』

　くじ引きの能力、おれの７７７倍の能力を一時的に貸し出した。

　相手はこの時代のタニア。メンバーの中で一番魔力が低い彼女。

　それが合図になる。

　トロイゼの上空を旋回していたオリビアの背中から、次々に地上に向かって魔法が撃ち込まれた。

　雷と、大量の氷の魔法。

　人間の手が届かない、魔法も矢も届かない、遥はるか上空から魔法がどんどん撃ち込まれる。

「まずは、空襲」

（あれはひとたまりもないな）

「だろうな。この時代であの高さのオリビアに反撃できるヤツは？」

（五指にも満たない）

　エレノアははっきりと答えた。

　事細かな点についての記憶はないが、この時代の一般常識とかその辺のものはきちんと覚えているはずのエレノアが太鼓判を押す。

　空襲が続く。

　氷の雨が降り、稲妻が降ふり注そそぎ。

　トロイゼの街はこの距離からでもわかるくらい動揺し、あちこちから黒煙を噴き上げた。

「すごいね、おとーさん」

（まったくだ、よくもまあこんなことを考える）

「ひかりたちも、オリビアみたいにできるか？」

　ひかりが操あやつるドレイク兵百体。あれも一応竜族だったはずだ。

「うんとね、もうちょっと大人になったら」

「そうか。それは楽しみだ」

　そのうちひかりの指揮する空軍ができるのかと、おれは言葉通り楽しみになった。

「まっててね、おとーさん！」

「ああ。よし、今はまずその前にあの街を占拠だ。ひかり」

「うん！」

　大きく頷くひかり。

　魔剣の姿になって、更に人間の姿に化けたドレイク兵を百体フルで召喚した。

「な、こ、こいつら一体どこから出てきた!?」

「女の子が剣になった……!?」

　驚くレクスとソーラ。

　今更だけど新鮮な反応だ。

「そこで待ってろ。終わったら迎えに来させる」

　それまでに答えを出しとけ、とだけ言い残して。

　空襲のあとの掃討そうとうのために、おれはドレイク兵たちを率いてトロイゼに向かった。

　鎧袖一触がいしゅういっしょく。

　空襲と地上部隊のコンボの前に、トロイゼはあっさりと落ちたのだった。
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　トロイゼが落ちたあと、悠然と歩いて街に入った。

　あちこちから黒煙が上がっていて、魔法の直撃を受けた建物が氷漬けになっていたりした。

　死傷者もそれなりに出たようで、生き残った兵や住民が怯おびえた目でおれを見ていた。

　それを一通り眺ながめていると、不意にエレノアが言った。

（住民への被害は少ないようだな）

「空襲したイオたちが上手うまく狙ねらったんだろ。それに制圧する地上部隊がドレイク兵だけだったのも大きい。普通の兵だとどれだけ命令しても略奪が起きるからな」

（うむ、ひかりとそのおともだちがそんなことをするはずがないからな）

「魔剣の母としては物足りないか？」

（率直に言えばそうだが、悪いとは思わん）

「へえ？」

（見ろ。あの辺に転がっている兵の死体を。雷でも氷の魔法でもない）

「切り傷……地上部隊ドレイク兵と戦ってやられたんだな」

（敵を容赦なく屠ほふっている。それだけで充分といえば充分だ）

「そうか」

（貴様とて、ひかりをそういう風に育てるつもりはなかろう？）

「不殺ころさずのひかりってか？　確かにないな」

　ひかりは魔剣だ。魔剣には魔剣の生き方がある。

　おれが躊躇ちゅうちょした──母親であるエレノアを斬きらせたくないと考えることさえ余計なお世話だったが、そうでなくても、戦闘で誰だれも斬らせないというのは押しつけが過ぎる。

（くく、これが他ほかの女のことであれば、貴様もここまで忖度そんたくすることはなかっただろうな）

「むぅ……」

　遠回しに親馬鹿おやばかと言われたが、返す言葉がなかった。

「おとーさーん」

　遠くからひかりが小走りでやってきた。

　背後にドレイク兵数十名を従えて、ぱたぱたと走ってくる。

　トロイゼの街なか。

　遠巻きに様子を窺うかがう住民たちは怪訝けげんそうな顔をしていた。

「ただいま、おとーさん」

「おかえり。よくやったな」

　戻ってきたひかりの頭を撫なでてやった。

「えへへ……。おとーさんの言うとおり、降伏した兵士さんたちを一箇所にまとめたよ」

「そうか、そこに連れていってくれ」

「はーい」

　戦後処理に向かうのにはおよそふさわしくない、無邪気な声で応じるひかり。

　周りからの視線が、ますます不思議なものを見る目になった。

　ひかりとドレイク兵に先導され、奥まったところにある広場にやってきた。

　兵はざっと五百人いて、一纏ひとまとめにされている。

　ぱっと見、無傷か軽傷の人間だけがいて、その周りをドレイク兵が監視していた。

　捕まっている兵をぐるっと見回して、一人、指揮官っぽい男を見つけた。

　歳としは三十くらいか？

　顔や体に数え切れないくらい傷跡がある、いかにも歴戦の猛者もさって感じの男だ。

「お前が指揮官か？」

「いかにも。トロイゼ守備隊副隊長のガブラスだ」

「副隊長？」

　もう一度兵士たちを見る。

　ガブラス以上に指揮官っぽい男はいなかった。

「隊長は？　死んだのか？」

「死んではいない」

「じゃあどうした」

「それは──」

「こう言うことだよ」

　ガブラスが返答に窮きゅうしていると、おれの背後からオリビアの声がした。

　振り向くと、彼女は一メートル四方の氷の塊を持っていた。

　巨大なサイコロのような塊で、一人の男が下半身を凍らせていた。

　上半身は外に露出しているが、ぐったりして氷の上に伏せている。

　人の姿のオリビアがそれを片手で持ち、その後ろにイオと二人のタニアがついていた。

　氷を担かついできたオリビアの登場に兵たちがざわめいた。

「お待たせ人の子。凍ってたから運んできた」

「凍ってた？」

「矢避けの穴で下半身ごと凍ってたんだ。多分身を隠してた時に真上から幽霊の子の魔法が直撃したんだと思う」

「ああ」

　矢避けの穴ってのは初めて聞いたが、要するに遠くからの攻撃を避けるための何かだろう。

　そして、それは真上からの攻撃に対応できるものじゃなくて、オリビアたちの空襲を受けてこの有様ありさまってわけだ。

「生きてるのか？」

「うん、ぎりぎり」

「そうか──こいつが隊長なのか？」

　振り向き、ガブラスに聞く。

　歴戦の勇者っぽいガブラスは顔面蒼白そうはくになって、コクコクと頷うなずいた。

「よし、オリビア。そいつを氷から出してやれ。ついでに回復も頼む」

「わかったー」

　オリビアは軽いノリで応じると、口から火を噴いて氷だけ溶かした。

　タニアの魔法で作られた氷はあっという間に溶けて、男は地面に倒れた。

　そのあと手をかざして魔法を使い、隊長のケガを治す。

　みるみるうちに体力と顔色を取り戻した男はゆっくりと立ち上がった。

「……何のつもりだ」

「お前、名前は？」

「ビフレスだ」

「ビフレスか。こっちの要求はただ一つ。お前とお前の部下、丸ごと降伏しておれたちにつけ。それだけだ」

「ふざけるな！　おれはロドトス様からこのトロイゼを預かった──」

　ビフレスは長剣を抜き放ち、怒鳴りながら斬りつけてきた。

　オーラで正体を隠したエレノアですれ違いざまの一閃いっせん。

　ビフレスを横に真っ二つに斬り捨てた。

　ビフレスはまだ口の中で何かもごもご言っていたが、はっきりとした言葉にならず、崩れ落ち絶命する。

　そいつの死体を一瞥いちべつして、ガブラスに向き直った。

「これで、一番の上役は副隊長のお前になったな？」

「あ、ああ……」

「いいか。おれたちの要求はただ一つ」

　一拍置いてちらっとビフレスの死体に視線をやると、もう一度同じセリフを口にする。

「お前とお前の部下、丸ごと降伏しておれたちにつけ。それだけだ」

　言われたガブラスは目を見開いて驚愕きょうがくした。

　だが。

　おれと、今し方斬り捨てられたビフレスの死体を交互に見ると、やがておれの意図を理解し、こくりと頷いたのだった。







[image: ]




　アレイウス。

　トロイゼから街道沿いに南下して半日程度のところにある砦とりで。

　蛮族対策に立てられた砦で、三方を山に囲まれた谷の中にあり、谷そのものが天然の砦になっていた。

　大量の物資を備蓄した天然の要塞、かつ地政学的な要衝ようしょう、指揮官次第で立て籠こもるも積極的な防御も可能な場所だ。

「行ってくるねおとーさん」

「ああ、気をつけて行ってこい」

「うん！」

　砦が豆粒に見えるほどの場所から、ひかりがドラゴンのオリビアに飛び乗って大空に羽ばたいていった。

「ま、魔法使いたちは一緒じゃなくていいのか？　トロイゼに置いてきたみたいだけど」

　連れてきたレクスが戸惑いながら聞いてくる。

「問題ない。それに、どうしても必要な時は──」

　異次元倉庫からワープの羽根を取り出して使う。

　瞬時にトロイゼにいるイオのところにワープした。

「カケルさん？」

「ちょっと来い」

　イオの腰を抱いてまたワープする。

　レクスのところに戻ってきた。

「わっ！　ど、どこに行ってたんだ……って」

「何かがあっても、こんな風に一瞬で連れてこられる」

「え、えええ？」

　驚き、今一つ状況が摑つかめていない感じのレクス。

　それを放置してもう一度ワープすると、イオをトロイゼに連れ帰った。

「留守、よろしく」

「任せてください！」

　ガッツポーズで意気込む可愛かわいいイオにキスをして、再びワープでレクスのところに戻った。

　彼はまだ目を見開いていて、状況をよく理解できてない様子だ。

　くじ引き特賞のワープの羽根は元々この世界に存在しない力だから、すぐには理解できないんだろう。

　レクスのことは置いて、アレイウスの砦を見た。

　三方を山に囲まれた砦の上空まで飛んでいったオリビアの背中から次々と兵士が飛び降りる。

　全すべてが塵ちりくらいの大きさに見えるほどの距離から、７７７倍の視力できっちり捉とらえる。

　飛び降り──降下するドレイク兵の中にひかりの姿があった。

　ドレイク兵と共に降下するひかりは可愛らしさの中にほんのちょっとだけ大人っぽさが混じっていた。

（親馬鹿おやばかめ）

「お前に言われたくない」

　エレノアの刀身にデコピンしてやった。

　おれにこんなことを言っているが、こいつから伝わってくる感情はおれに勝るとも劣らない。

　……いや、違うな。

　おれにはちょっと及およばない、だ。

（そういうところが親馬鹿だというのだ）

「だからお前に言われたくない」

　もう一度デコピンした。

　お前だっておれ以上にひかりのことが可愛いと思ってるくせに。

（しかし、このような手があったとはな）

「砦には空襲が一番効果的だからな。降下部隊も合わせれば更に効果的だ。もっとも、あれはひかりとドレイク兵にしかできないけどな」

（確かにあの高さから降りて無事な人間は……貴様、それとナナくらいのものだな）

「奴隷兵たちでも無理だな」

　小隊長クラスのニキとネオラたちはかなり強いが、それでもあの高さから飛び降りて無事というわけにはいかない。

　やれるのはひかりの召喚した、実質不死のドレイク兵たちだけだ。

（落ちるな、あれは）

　エレノアがやや自慢げに言った。

　砦の向こう、壁の向こうはさすがに遮さえぎられてしまっていて見えないが、軍勢や戦闘の気で空からの奇襲は大成功だとわかる。

（あれほどの砦がなあ）

「あの手の要塞は後世になると空軍の出現で無力化されるんだ。もっともドラゴンの協力なしに人間が自力で飛べるようになるまでだいぶかかるから、しばらく対策もされないだろうが」

　少なくともおれたちがやってきた元の時代でもまだこういう要塞が主力だったし、空軍が実用化される様子もなかった。

　しばらく、というのが数百年単位の話になるのは間違いない。

　アレイウスが落ちるのは時間の問題だと判断してから、改めて、まだあぜんとしていたレクスの方を向いた。

　ここにこいつを連れてきたのは説得するためだ。

「決まったか？」

「え？」

「王になる話だ」

「あ、ああ……最後に一ついいか？」

「まだあるのか。なんだ？」

「そもそもなんでメルクーリに？　力はあるんだ。あんた自身が王になればいいじゃないか」

（くく、当然の質問だな）

　楽しげに笑うエレノア。そう、当然の質問だ。

　だからおれは用意していた答え建前を告げた。

「これを見ろ」

「それは……扇子せんす？　ってその紋章は」

「そうだ。メルクーリの紋章だ」

　ヘレネーからもらった扇子を開くと、魔法を掛けて紋章をレクスに見せた。

　里のあちこちにあった紋様、メルクーリの紋章。

「これに連なるものを補佐して王にせよ、吉が七で凶が三、吉が七で凶が三だ」

「アカンサ様のお言葉!?」

　レクスが驚愕きょうがくし、おれは静かに頷うなずいた。

　エレノアがくつくつと笑う声が脳内に響く。

　占い婆ばば・アカンサの言葉。

　もちろんそんな占い結果はない。全部おれのでっちあげだ。

　だが、レクスもシーマもタニアも。

　この時代の人間はアカンサの言葉を信用しきっている。

　だからそれに乗っかることにした。

「そ、そうなのか……」

「だが、お前も知ってるように、メルクーリは同じアカンサの言葉で里から出られない」

「ああ、五十年は」

「そこでシーマを説得した。掟おきてを破ったお前たちを追放することで、里を守るついでに、おれも外に出たメルクーリを補佐することができるって算段だ」

「それで……吉が七」

　もう一度頷いた。

　難しい顔をしたレクスだったが、最後は絶対こっちが用意した答えに落ちてくるという確信がおれにはあった。

「そ、それはわかった。けど、あんたの仲間の数が少なすぎる。いくらなんでもその人数で帝国を倒すのは──」

「数は問題じゃない」

「な、なぜ？」

「それはな」

　心の中でひかりに呼び掛ける。

　遠くの砦でオリビアが急降下すると、ひかりを背に乗せて再び飛び立った。

　おれはエレノアの柄を握る。

　そして、迷彩オーラで見た目をごまかしていた魔剣を構えた。

　エレノアの高揚が伝わってくる。

　抱かれる前の乙女のような胸の高鳴りが、握る掌こぶしから伝わってくる。

　右手を弓引き──全力で投げた。

　渾身こんしんの一撃。

　エレノアが一直線にすっ飛んでいく。

　その一撃が砦の正面をぶち破った。

　頑丈な扉が一瞬で消し飛び、数秒後に爆音が遅れて届いた。

「な、な……」

　口をポカーンと開け放ったまま、言葉を失うレクス。

　デモンストレーションは効果的だった。

「いいか。数は問題じゃない」

「……」

「なぜなら、おれ一人でも充分だからだ」

　心の中にひかりの歓声とエレノアの悦楽が伝わるなか、レクスの答えを待つ。

　デモンストレーションがあまりに効果的すぎて、レクスが我に返って王になるのを承諾するまでに、意外に時間が掛かったのだった。
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　おれはオリビアの背中に乗って、空を飛んでいた。

　あとはエレノアとひかりだけを乗せて、北に向かって飛んでいた。

（本当にこっちで合ってるのか？）

「と、エレノアは聞いてるが？」

「人の子の匂においは一度会ったら忘れん。生きてさえいればどこであろうと辿たどれる。あの人の子は特に強い匂いを発していた。間違えようがない」

　ドラゴン姿のオリビアは重厚さを感じさせる口調で言った。

　図体ずうたいがでかい分、口調だけじゃなくて声そのものも重々しく響いて聞こえる。

　普通の人間だと、会話するだけでビクビクしてしまう程度の威圧感がある。

　もっともその威圧感は半分ほど台なしになっていた。

　その首にひかりがぶらーんとぶら下がっているからだ。

　オリビア、おーちゃん。

　実質的には別人でも、ひかりはチビドラゴンとまったく変わりない接し方をしている。

　そして、オリビアもそれを受け入れていた。

　微笑ましさが増して、威圧感が駄々下だださがりだ。

　それはそれで別に構わないから、おれは無視すると、更にオリビアに話し掛けた。

「このまま行くとどこへ着くんだ？　オルティアはロドトスのことを気にしてたから、都か？」

　そう、オルティアだ。

　メルクーリを国として成り立たせるには、帝国を倒したあとの内政を仕切る人物が必要だ。

　他ほかの四カ国はどうにかなりそうだが、メルクーリだけ、おれが祀まつり上げたレクスとソーラの二人が治めることになる。

　片や田舎いなか村の男、片や下界と自ら断絶を選んだ里の娘だ。

　政治などできるはずがない。

　そこでオルティアだ。

　大賢者オルティア。

　ロドトスの右腕だった女。

　元の時代でも政治的な手腕をちらっと見せてたし、彼女ならできると思った。

「帝都イーリオンならばあっちだ」

　オリビアはかぎ爪つめの手をすぅと出して斜め前を指した。

「イーリオン？　聞かない名前だな。そうか、都に向かってるわけじゃないのか」

（我があんな状態だからな。のうのうと都にはおらんだろ）

「確かにそれはそうだな」
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　オリビアはそれから一時間くらい飛ぶと、深い森に降りた。

　森の中にひっそりと佇たたずむ秘密の隠かくれ家が、山小屋のような庵いおりの前に降ろされた。

　オリビアが竜人の姿に戻る。ひかりはその首にぶら下がったままだ。

「ここか」

「うん、中にいるよ」

　竜人の姿だと完全に口調が変わってしまうオリビア。

　こっちの方の彼女は、親しみやすい近所の幼なじみ感がある。

　ひかりがぶら下がっているのがお似合いの口調だ。

「おろろ」

「どうした」

「遠くからだと気づかなかったけど、人の子、死にかかってる？」

「何だって!?」

（うむ、中にいる人間の生命力はやけに弱々しいな）

　オリビアとエレノアに立て続けにそう言われて、おれは扉を半なかばぶち破るかのように小屋の中に飛び込んだ。

　饐すえた匂におい。

　停滞した空気。

　そんな薄暗い小屋の中に、うっすらと浮かび上がる人の姿。

　相手は地べたに座っていて、壁の方を向いていた。

　長い髪に、見たことのある服装──オルティアだ。

「オルティア！」

　名前を呼びながら駆けつける。

　顔を上げた彼女の姿にぎょっとした。

　老婆。

　会ったのはほんの数日前なのに、若々しかったオルティアはしわくちゃの老婆になっていた。

「来たのね……来ると思っていたわ」

　口調は若々しいのに、声がしわがれて完全に老婆のそれだ。

「そんなことよりどうしたオルティア、一体何があった！」

「──報むくい、ね」

「報いだと？」

「ああ、また来たわ」

「なに？」

　オルティアが反対側に視線を向けた。

　その視線を追っていくと、黒がかった半透明の何かが壁をすり抜けてくるのが見えた。

「ひかり！」

「うん！」

　ひかりを魔剣にして、母娘を構えてそいつと向き合う。

「亡霊か。一気に祓はらう」

「待って」

「え？」

　しわくちゃの手でおれを摑つかむオルティア。

「どうして止めるんだ」

「あれは……彼は……」

（ロドトス、か）

「なに？」

　オルティアとエレノアが同時に言う。

　驚いてバッと振り向く。

　原形をとどめてない亡霊、こいつがロドトスだってのか？

（間違いない。ヤツだ）

「……くそ、とりあえず一旦いったんここから出るぞ！」

　ロドトスが相手なら油断はできない。おれはオルティアを抱き上げて、瞬時に小屋から飛び出した。
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　小屋からだいぶ距離を取った。

　一段と静まりかえった空気は、森の更に奥深いところに入ったことを実感させた。

　ひかりは魔剣の姿になり、おれとオリビアがオルティアと向き合っていた。

　そこで改めてオルティアに事情を説明してもらう。

　エレノアに精神を侵食されつつあったロドトスを助けるために、オルティアは秘薬を使うと、エレノアを実体化させて、エレノアからロドトスを解放した。

　解放されたロドトスはすぐに力尽きたが、魂はそのまま解放された。

「──はず、だったわ」

「そうはならなかった、ってのか」

「いえ。確かに一度はそうなった。でも彼の魂は完全に天には還かえらなかった。見ての通りになって、今ではわたしを襲うようになった」

「それでこの状況ってわけか。ロドトスが成仏しない理由はなんだ？」

「やっぱり生に執着があるのかしら。わたしの精気を吸って生き返ろうとしているのかもしれないわ」

「そうなのか？」

　エレノアに聞いた。

（故意かどうかはわからぬが、奴やつの魂に我の力が残ったのだろう。我の力を持ったまま死ぬと、ああして生に執着する怨霊おんりょうとなる奴がたまにいるのだ）

「あなた自身、肉体に執着していたものね」

（この時代の頃はな。そんな執着心、今はもうないが）

「それも──彼のおかげで？」

（うむ）

　間に通訳として入ってやって、オルティアとエレノアの橋渡しをしてやった。

「彼を解放してあげたいんだけど、どうすればいいのかしら？」

（簡単だ。こいつに頼めばいい）

「おれ？」

（ヤツを斬きるのだ。ヤツの魂ではなく、魂に取り憑ついている我の力だけを）

「なるほど」

「そんな器用なことできるの？」

「任せろ。次は間違いなく昇天させてやる」

　エレノアが言ったそのこと自体はさほど難しいことじゃない。

　オルティアの頼みだ。あとでサクッとやってやる。

「それよりもお前だ。その姿、だいぶやばいんじゃないのか」

「そうね、寿命を五十年は持ってかれた感じ。もう長くないわね」

「どうにかならないのか」

「さすがにこれ寿命ばっかりは」

　オルティアは苦笑いした。

　大賢者オルティア。

　世の全すべてを知る女。

　全てを知っているからこそ、寿命には抗あらがえないことも知っている。

（……なるほど、そういうことか）

「どういうことだ、エレノア」

（今全て理解した。なぜただの人間であるこやつが貴様と出会えたのかを）

「それで、おれは何をすればいい？」

（物わかりがよすぎるな）

　エレノアはくっくと笑った。

　オルティア。

　ただのオルティア。

　初めて出会った時は人間の精気を吸い取る老婆だったから、人外の長命種だと思ってたけど。

　この時代に出会ったオルティアは、自分のことを「ただの人間」だと言った。

　なぜ彼女が生き続けて、未来でおれと出会ったのかは、ずっと疑問だった。

（覚えているか？　メルクーリの女どもを抱いたあとに、我が貴様に言ったこと）


「シーマたちの？　…………お前の女の抱き方のことか？」



「エレノアの抱き方？　もしかして……これ？」

　オルティアはおれの漏もらした言葉に反応すると、両手を伸ばしておれの手を摑んだ。

　未来のオルティアがいつもやっていること。

　手を摑んで精気を吸い取るあの技、それとまったく同じだった。

「ロドトスが女たちにやっていたあれのことね」

　おれがエレノアから聞いたのを、オルティアは実際に見ていて既に知っているようだった。
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「オルティアがそのやり方を試すにはどうすればいい？　まさかお前を持たせるわけにも──って」

　そうエレノアに聞いた直後、体の中から何かが湧き上がってくるのを感じた。

　エレノアの力。

　戦闘の時に便利使いしているオーラと同質で、ちょっとだけ違う力。

　それがおれの体の中、ヘソの下辺りに溜たまっている。

（それをオルティアに渡すのだ）

「一体どうやって渡すんだ？」

（一番手っ取り早いのは口を介して渡すことだが、ヤツの老いたその見た目ではきつかろう。ここは──）

　エレノアが言い終えるより先に、おれはオルティアの顎あごを摑つかむと、上を向かせてキスをした。

　驚くオルティア。

　しわくちゃのままの顔で瞠目どうもくする。

「おろろ、す、すごい」

（わあぁ……）

　オリビアとひかりの声が聞こえる。とりあえずどっちも無視しておく。

　キスしていると、ヘソの下に溜まっていたエレノアの力が上がってくるのを感じた。

　一旦いったん動きさえすれば、あとは大体わかる。

　その力の流れを意識でキャッチして、口を経由してオルティアに渡す。

　力が向こうに渡りきったのを確認してから、口を離した。

「ど、どうして……」

　うろたえるオルティア。

　いきなりキスされれば当然だろうが、それも無視した。

「どうだ。エレノアの力は渡したはずだが」

「え、ええ……何かもらったのは感じる」

「なら、その使い方もわかるか？」

「う、うん、たぶん」

「なら──」

　元の時代のように、若返らせようと手を伸ばす。

（待て）

「どうした」

（貴様はダメだ）

「なぜだ」

（病み上がりの者にいきなり大量の肉を食わせたらどうなる）

「むっ……」

　エレノアに言われて改めてオルティアを見た。

　今の彼女はどこからどう見ても老人だ。

　見た目だけで言えば百歳くらいだと言われても信じる。

　それだけじゃない。顔色も悪い。

　ただ老人というだけじゃなく、死にかけの老人だ。

　ロドトスの亡霊がよほど精気と寿命を持っていってしまったんだろう。

　そんな彼女におれの精気を──元の時代でも彼女を一発で若返らせるほどの力を渡すのは、確かによくないかもしれない。

「それならオリビア──でもダメだよな」

（当然だ。イオはもちろん、タニアや普通の人間でもまだ強い）

（ひかりのお友達は？）

「ドレイク兵か、どうだ？」

（それもきついだろうな）

　次々と却下するエレノア。

　竜王であるオリビアがダメなのはわかるが、ひかりの中にいる、生まれたばかりのドレイクでもダメなのか。

「それじゃ、どうすればいいんだ」

（あそこに小鳥がいるだろ）

「あれか」

　エレノアの意識が指し示す方角を見た。

　木の上にスズメが何羽か止まっていた。

　なるほど、これか。

　すぐにオーラの腕を伸ばす。

　木の上にいたスズメを捕まえて、オルティアに差し出した。

「試しに、まずはこれでやってみろ」

「ええ、わかったわ」

　オルティアはスズメを受け取ると、胸もとで祈るようなポーズをした。

　スズメは最初彼女の手の中で暴あばれていたが、次第にその力を弱めると、やがてぐったりして動かなくなった。

「どうだ」

「少し……」

　顔を上げるオルティア。

「少しだけ、ましになったわ」

　しわくちゃの老人なところは変わらないが、顔色がほんの少しだけよくなった。

「しばらくはこんなとこからだな。エレノアは病み上がりって喩たとえたが、病み上がりらしく、腹を下さない程度に小動物とかで試してみて、徐々に慣らしていくんだ。そのうち人間からも力を得られるようになる。そうすれば若返りもできるはずだ」

「……」

　元の時代のオルティアとエレノアに聞いたことを、嚙かみ砕くだいてオルティアに説明する。

　当のオルティアといえば、おれの説明を聞かずに、ただじっとおれのことを見つめていた。

「どうした」

「躊躇ためらわなかったのは、なぜ？」

「躊躇う？」

「さっきの」

「？」

（キスのことだろう。まったく、自覚がないほど躊躇ちゅうちょなしだったとはな。あれこれ気を遣った我がバカみたいだ）

　一瞬何を言ってるのかわからなかった。

　どうしてオルティアにキスするのを躊躇う必要があるんだ？

　もう一度オルティアを見る。

　うん、オルティアだ。

　ロドトスに精気を取られてしわくちゃになっているけど、目の雰囲気とか、おれが知ってるオルティアそのままだ。

　そんなオルティアにおれがキスするのって、おかしいか？

「……ああ、この時代のオルティアは、まだおれとそういう関係じゃないからか」

「おろろ。そ、そっちじゃないと思うけどな」

（まったく呆あきれたヤツだ）

　オリビアとエレノア。

　タッグを組んだように、二人が同時に溜め息を吐つく。

　一体なんなんだ？

「人の子ってすごいね。予想以上」

（こやつには見かけの美醜びしゅうがさほど関係ないとは知っていたが、想像以上だった）

　感心ＭＡＸのオリビア。呆れ半分のエレノア。

　そして。

「……」

　心の奥底まで見通そうというようなくらい深い目で、おれをじっと見つめ続けるオルティア。

　なんなんだ？

　おれがキスをしたのがそんなに嫌だったのか？

「でも、今のオルティアがいけるんなら、人生の黄昏たそがれにさしかかったような人の子もいけるってことだよね。ふむふむ……」

（こやつのメガネに適かなう者はそうそういまいが……まあ、選択肢は広がったと言えるな）

　ますます何のことなのかわからんが……二人ともなにやら先のことを考えてるようだから、別にどうでもいいか。
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　オルティアはマントを頭からすっぽり被かぶった。

　顔を徹底的に隠し、露出している素肌はしわしわの手だけ、という姿になった。

「懐かしいな」

「何が？」

「元の時代でお前と出会った時はこの姿だったんだ」

「未来のわたしのことね。なるほど、こうしてわたしは長生きするってことなのね」

　オルティアはエレノアに視線を向けた。

「どう？」と聞いているかのような目だ。

（あとはひたすら男を喰くらうといい。ロドトスに教えたそれは、元々生命力を強めるための技なのだ）

　エレノアの言った言葉をそのままオルティアに伝える。

「なぜ、ロドトスにそれを？」

（貴様ほどの女がそれを聞くか）

「あなたが実はいい人だと──淡あわい期待を持っているからかもしれないわ」

（この時代の我にそれを期待するか）

「それは今だったら期待してもいいということ？」

（いいや？　ひかりがいるのでな、ますます魔剣としての模範を示さねばならんのだよ）

　意味ありげな会話をするオルティアとエレノア。

　まあ、言うほど意味深でもないか。

　エレノアはロドトスがより苦悩して絶望する姿が見たかったから、ほんのわずかな光明こうみょうとしてその技を与えたというだけの話だろう。

　それに、ひかりがいるから今はもっと悪辣あくらつだとエレノアは言うが、どう見てもひかりに甘々な親馬鹿おやばかなんだよな、こいつ。

　確実にこの時代のエレノアより丸い。丸くなった。

　そういう意味じゃ、オルティアの言ってることも間違いではない気もするんだが。

　まあ、それも含めておれにはどうでもいい。

　エレノアとオルティアがおれを介したわかりづらいやりとりを終えると、負の力が接近してくるのを感じた。

　最初はふらふらとあっちに行ったりこっちに行ったりしていたが、ある程度まで近づくと、今度は一直線に向かってきた。

「おれたちを見つけたか」

「ロドトス……」

　憐憫れんびんの声を漏もらすオルティア。

「お願い……彼を解放してあげて」

「任せろ……ヤツの魂だけを斬きればいいんだよな？」

　頷うなずきつつ、エレノアに聞く。

（ああ。我で斬れ。ロドトスに残された最後の我の力を取り上げさえすれば終わりだ）

「わかった」

　エレノアを抜き放ち、構える。

　ロドトスが見えてきた。

　禍々まがまがしく、いかにも亡霊という感じ。

　森の中を向かってくるヤツが放つオーラで、周りの草木が一瞬で朽くちていく。

　かつての英雄は、今では不吉と災厄さいやくをまき散らすだけの存在に変わり果てていた。

「いくぞ」

（うむ）

　エレノアを構えて飛び出す。

　速度を上げて飛んでくるロドトスの右手には、エレノアの幻影があった。

　交錯──一閃いっせん。

　幻影のエレノアごと、ロドトスを両断した。

　ドックン！

　瞬間、力が流れ込んできた。

　エレノアの力。

　ロドトスを両断したその時、ロドトスの中に残っていたエレノアの力を纏まとめて取り込んだ。

　エレノアが少し強くなった。

　そして確信する──今度こそ終わりだ。

　怨霊おんりょうと化していたロドトスが、落ち着いた。

　ようやく、メイドタニアのような、ただの幽霊になった。

　これが本来のロドトスなのか、そこには穏やかさがあった。

「すまないオルティア、最後まで迷惑を掛けた」

　初めて耳にするロドトスの声は、英雄でも魔王でもない穏やかなものだった。

「……望みは叶かなえられた？」

「二度とない、いい人生だった」

「そう、よかった」

「感謝する……」
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　ロドトスは静かな声でそれだけ呟つぶやくと、そのまま消えていった。

「さよならロドトス。あなたは英雄……英雄ロドトスだったわ」

　消えていくロドトスを、オルティアはいつまでも見送っていた。





☆






　こうしてオルティアを迎えたことで、メルクーリもやっと一つの勢力としての体裁が整った。

　トロイゼを本拠にして軍を強化、内政を刷新さっしんして、外交はカランバ、シラクーザ、アイギナ、コモトリアの四国と連携することで、本格的に帝国に反旗を翻ひるがえした。

　帝国は、建国の英雄、皇帝ロドトスを失って、既にガタガタになっていた。

　後継者が不在ということもあり、あっという間に分裂すると、次々と五勢力に各個撃破され、呑のみ込こまれていった。

　その間、おれはオルティアに言われるまま駒こまとなって前線で戦いつつ、その時を待っていた。

　帝国から姿を消した、あの魔王エレノアとの決戦の時を。
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　夜。

　メルクーリ反乱軍の野営陣地。

　まだ「帝国に対しての反乱軍」であるそこには、三千の兵が夜を明かすためのテントがびっしりと並んでいた。

　その中で一際ひときわ目立つのが魔法コテージ。

　くじ引きで引いた、どこにいても一戸建てレベルの暮らしができるチートアイテムだ。

　その寝室で、おれは二人のタニアを侍はべらせていた。

　左はメイド幽霊。エレノアの力を介して実体化させた元の時代のタニア。

　右はまだ素朴な村娘。この時代に生きる、幽霊になる前のタニア。

　まったく同じ姿、しかし性格はだいぶ違う二人を抱いたあと、ベッドの上で寝そべっていた。

「もうすぐ……なんですね」

「ん？　何がだ」

「もうすぐ、カケルさんとのお別れなんですね」

　タニアが切なげに呟つぶやく。

　おれはくじ引きの賞品でこの時代にやってきた。

　素敵な冒険ペアチケットで、イオと共にやってきた。

　それがもうすぐ終わりに近づいていると、さすがにタニアもわかっているようだ。

　そんな風に切なく呟く姿が見たくなくて、軽口かるくちを言って彼女を慰めることにした。

「ところがどっこい、これから時間が掛かるかもしれないぞ。もうちょっとだけ続くんじゃ、とか言って、ほとんど未来永劫みらいえいごう続くかもしれん」

「ううん、わかります。いえ、わかるようになりました」

　おれの腕に抱かれたまま、タニアは裸で身をよじらせると、強くしがみついてくる。

「イオさんから色々勉強して、カケルさんのことをずっと見ていたらわかるようになりました。もうすぐなんだ、って。だって、カケルさんが負けるはずないですから」

『だね、カケル様があんなのに負けるはず──ひゃっ』

「どうしたタニア」

『今、なんかチクッとした』

「……エレノアだな。エレノアのことをあんなのとか言うから」

『ごめんなさーい』

　謝る幽霊タニア。

　まあ、エレノアもちょっとしたじゃれ合いのつもりなんだろう。

　あいつが本気を出したら魔剣の使い魔になってるタニアなんて一瞬で消されるから、チクッとした程度で済むわけがない。

　やっぱり丸くなったな、エレノア。

　おっと、それより今はタニアのことだ。

「そうだな、確かにもうすぐかもな。この時代のあいつを斬きったら、多分それで終わりだ」

「はい……でも、寂さびしくなんかありません」

　おれにしがみついてたタニアが、一転顔を上げて微笑んでくる。

「カケルさんとまた会えるのはわかってますから。ちょっとだけ我慢したら、また出会えて、それからは、今度こそずっと一緒にいられますよね」

「もちろんだ。おれはおれの女を手放さない」

　そう言って、彼女ではなく、幽霊タニアにキスをする。

　誓いと、予言をするかのように。

『あ、エレノア様から伝言』

「え？」

『こいつの女好きはいささか特殊だが、それだけに安心しろ。だって』

「──はい！」

　まったく、エレノアめ。

　勝手に余計なこと言うな。

　だが、それでタニアが嬉うれしそうな顔になってくれたから、文句はない。

「でも、未いまだに信じられないことが一つあります」

「何だ？」

「わたしが、こうなることです」

『ふぇ？』

「だって、性格が違いすぎるじゃないですか！」

「うーん、確かにそうだな。これから先、まだ何かあるのかな」

『あるのかなあ』

　幽霊タニアも首を傾かしげる。

　タニアの冗談だと理解しながらも、それに乗って大げさに考え込むフリをしてくれたようだ。

　そんな風に冗談を交わして、しばらくしたあと。

「あの、カケルさん……」

「ん？」

「もう一回……してもらってもいいですか」

　タニアは右側からおれにしがみついたまま、上目遣うわめづかいでおねだりをしてきた。

　まだ少し臆病おくびょうさを残す、控えめなおねだり。

　おれはさっと体を起こして、タニアを組み敷いた。

「一回でいいのか？」

「えっ？　そ、その……あっ」

　チュッ、と軽いキスをして、濡ぬれた瞳ひとみを見つめる。

「一回で、いいのか？」

「い、いっぱい……カケルさんに、いっぱい、いっぱいしてほしいです！」

「いい子だ」

　誘導したとおり本心を口にしたタニアに、更にキス。

　今度は、口を割って舌を絡からませる濃厚なキス。

『あたしも手伝う』

　幽霊タニアも横にやってくると、タニアの体をまさぐった。

　この晩、幽霊タニアはひたすらタニアの愛撫を続け、二人がかりでタニアを抱き続けた。
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　朝になって、タニアは魔法コテージの外に出た。

　カケルはコテージの中で寝ている。

　彼の腕の中の居心地はものすごくよかった。

　そのまま抱かれ続けて、いっそ溶けてしまいたいくらい心地よかった。

　それでも、タニアは抜け出した。

　別れの時は近い。

　それを知っているタニアは、甘えきってしまわないように、自らカケルの腕を抜け出した。

　東の空が白み始めている。

　それを眺ながめつつ、タニアは諳そらんじるかのように静かに呟いた。

「辛く、苦しい、永劫えいごうのような地獄の苦しみがお主ぬしを待っている」

　占い師アカンサに占われた内容だ。

　それは間違いなく、自分に訪れる未来。

「乗り越えよ。その先に一筋の光明こうみょうがある。吉が一で凶が九。吉が一で凶が九だ」

　未来は向こうからやってきた。

　圧倒的な、苦難を全すべて打ち破るほど圧倒的な力と共にやってきた。

「前半は合ってる。だが、後半は間違ってる」

　呟きは、そこでカケルに占われた言葉に変わった。

「吉が十で凶はゼロ。彼女の運命は決まってる」

　最後の言葉を口にしたあと、彼女はぎゅっ、と胸もとで手を合わせた。

　祈るような、大事なものを抱えるような仕草で。

　カケルの言葉を、予言された未来を胸に抱くように。

「うん、がんばろ」

　顔を上げた彼女は、朝日の中で微笑んでいた。

　本人は気づいていない。

　弱気な村娘は既に、幽霊メイドの持つ陽気さとしたたかさに近づきつつあるということを。

「うん、がんばろう」

「ケッ」

「え？」

　いきなり男の声が聞こえて、タニアは驚いた。

　慌てて振り向くと、そこには一人の兵士が立っていた。

　夜番の兵士は、見下すような眼差まなざしをタニアにぶつけてきた。

「な、なんですか」

「いい気なもんだな。おれらが命がけで戦争してる時に、一人だけ女連れ込んでいい思いをしようだなんてよ」

「……」

「オルティア様の推薦とかいうけど、ああいう澄すましたヤローに限って大したことねえんだよ。どうせ混乱に乗じて甘い汁を吸おうとする火事場泥棒みたいなヤツだぜ」

「……さい」

「あん？」

「取り消してください！」

　拳こぶしをぎゅっと握り締め、兵士を睨にらみつけるタニア。

「おーおー、健気けなげだなあてめえ。あたしの男を侮辱ぶじょくするなー、ってか？」

「……っ、取り消してください、今の言葉を！」

「取り消さなかったらどうするんだ、ああん！」

　兵士は持っていた槍をタニアに突きつけた。

　喉のど元に突きつけた鈍色にびいろの切きっ先さきが、微かすかに彼女の肌に触れた。

　騒ぎを聞きつけて、他ほかの兵士たちが集まってくる。

　しかし、誰だれも介入しようとはせず、遠巻きに事態を見守っていた。

「取り……」

　タニアは構わず素手で切っ先を摑つかんだ。

　そして、兵士を更に強く睨みつけた。

「……消してください！」

「だ、だから何だってんだ──!!」

　兵士は怒鳴ると、槍を引いて突こうとしたが、途中であることに気づいて顔を強こわばらせた。

　槍が、凍っていた。

　タニアが摑んでいるところから凍り始め、切っ先も、柄も、槍そのものが凍ってしまった。

「ふ、ざけるなあああクソがあああ！」

　槍を捨て、両手を上げてタニアに襲いかかる兵士。

　さすがに周りが間に入り、二人を引き離そうとした。

「──っ」

　だが、タニアは一歩も引かなかった。

　それどころか、逆に一歩踏み込んで、兵士に肉薄にくはくしてから氷の魔法を放った。

　一方、上がった兵の腕は振り下ろされなかった。

　両腕が一瞬で凍らされてしまっていた。

「な、なんだ……これは!?」

「取り消してください──今すぐに!!」

　三度、兵士を怒鳴りつけるタニア。

　事ここに至って、兵士はようやく自分がケンカを売った相手が悪かったことに気づき。

「わ、悪かった。取り消す、取り消すから勘弁してくれ」

　慌てて謝り、許しを乞こうたのだった。
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　テントの中に入ると、そこには治療を受けている兵士の姿が見えた。

　両腕は凍傷に罹かかっていて動かせないようだ。

「くそ、あの女め。今度会ったらただじゃおかねえ」

「いや、今度はない」

「はあ？　何言ってんだ──うっ」

　顔を上げた兵士は、まるで鬼でも見たような顔をした。

　治療をしていた男はサッと手を引くと、転がるようにテントの端に逃げた。

（ふむ、あいつの危険察知能力はそこそこだな）

　言うほど感心などしていないエレノアのセリフ。

　もちろん相槌あいづちを打つつもりもない。

　おれはタニアを罵ののしり、襲った兵士を冷ややかな目で見下ろしていた。

「な、何だよ。おれは何もしてねえぞ。むしろこっちが被害者だ。見ろよこの腕──」

「……」

　無言でエレノアを振り抜いた。

　男の首が宙を舞い、一呼吸遅れて、鮮血が間欠泉のごとく噴き出した。

　おれは手当てしていた男に「始末しとけ」とだけ言うと、そのままテントを出た。

（よく我慢したな）

　出るなり、からかうようなエレノアの声が聞こえた。

　タニアと男の諍いさかいを、おれは一部始終聞いていた。

　タニアがおれの腕を離れた瞬間から気づいていた。

　一人で何をするのか、と壁越しに見守っていたら、この有様ありさまだ。

　だが、おれは最後まで介入しなかった。

（結局こうするなら、最初から貴様が出ていって斬ったらよかったろうに）

「だから、何度も言わせるな」

　溜ため息いきを吐つきつつ、エレノアに言う。

「おれの女がいい女になっていくのを止めてどうする」

（くく、難儀なんぎな性格だなあ。やはり貴様の女好きは特殊だ）

　頭の中で楽しげに笑うエレノア。

　どうとでも言え。

　そのおかげで、タニアがいい女になっていくのが見られたんだからな。
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　タライオス平野で、メルクーリ反乱軍と帝国軍が真っ向からぶつかり合う。

　がっぷり四つの戦いになった。

　メルクーリ側千五百人、対する帝国側は、斥候せっこうの報告だと最低でも六千人。

　英雄と大賢者を失ったとはいえ、未いまだに帝国の国力は圧倒している。

　こうして一つの合戦にも四倍の兵力で当たれるほどの人的資源、その余力を残している。

　帝国軍に対して、こっちはいつぞやにやったような、敵軍を包囲する陣形で迎撃した。

　兵力を正面と左右の両翼に分けた。

　左翼は兵千人。その中にイオとタニアを紛まぎれ込こませた。

　右翼は兵五百人。そっちは人の姿に化けた竜王オリビアに先導させた。

　そして、正面。

　ここは、一人。

　エレノアとひかり、魔剣の母娘を持ったおれ一人で迎撃した。

　血風が舞う。

　途切れない悲鳴。

　広がっていく恐怖。

　一人で無双して、戦線を維持した。

（くく、楽らくそうな顔をしおってからに）

（楽なの？）

　どこか楽しげなエレノアに、ひかりは不思議そうに聞き返した。

（うむ。だいぶ楽をしておる。平野での合戦だから、抜かれる心配がないのだ。これが城や砦とりでが近くにある迎撃戦なら、こやつがいくら強かろうと抜いていくヤツはいるだろうさ）

（そっか、ここだとおとーさんを倒すしかないもんね）

　血風と悲鳴の中、母の説明を受けたひかりが現状を理解する。

　そう。

　正面の敵兵はおれに向かってくるしかない。

　エレノアの言うとおり、メルクーリ側の拠点がこの近くにあれば敵軍の目的におれの突破が加わるが、今の状況だと敵軍は正面に立つおれを倒す以外にすることがない。

　抜かれる心配、追い掛けることを考えなくて済む分、確かに楽ではある。

　正面の敵兵三人を一刀で纏まとめて袈裟懸けさがけに斬きり捨て、返す刀で包囲してきた敵兵五人を腰から両断する。

　号令と共に矢と炎の玉が空から雨の如ごとく降り注そそいでくるが。

「──はあっ！」

　エレノアをぐっと握って、気合いで弾はじき飛ばした。

　一斉いっせい射撃の号令と共に一瞬後退した兵士たちの間で恐怖が広がり、誰だれも前に来なくなった。

　一休みして、周りに転がっている兵の死体を見下ろす。

　ぽつりぽつりと──三十人に一人の割合で、死体の上にくじ引き券が見えた。

　迷彩で見えなくしたオーラの腕を伸ばすと、券を摑つかんで回収する。

　ただのくじ引き券だった。

　そして、元の時代と同じくじ引き券だった。

（また出るようになったね、くじ引き券）

「オルティアがメルクーリ側についてからだな。戦場でまた出るようになったのは」

（我々の旅が終わりを迎えようとしているからかもしれんな）

　エレノアの意見に、おれはなんとなく同意した。

　確証はない。

　それでもそう思う。おれもそう思った。

　黄金のくじ引き券が、タニア、オリビア、オルティアと、この時代に生きるおれが知っている女たちと遭遇したあとに現れたのと同じように。

　再びくじ引き券が出るようになったのも、多分敵が最後の一人になったことの表れだろう。

　最後の敵、エレノア。

　あいつを斬って魔剣の姿に戻せば、この冒険は終わりを迎えるはずだ。

　くじ引き券の再出現が、おれにそんな確信を持たせた。

　号令と共に、今度は敵軍が一斉に前進して攻撃を仕掛けてきた。

　とにかくそれを斬る。ひたすら斬りまくった。

（ねえおとーさん、おーちゃんとおねえちゃんたち大丈夫かな）

「そうだな。ちょっと見てくるか」

　エレノアを握り締め、オーラを溜ためて地面に叩たたきつける。

　オーラが爆発ばくはつを起こし、襲ってきた敵兵が砂煙の中で混乱した。

　おれはさっと異次元倉庫を開くと、ワープの羽根を取り出した。

　まずは左翼、イオとタニアのところに飛んだ。

「乱戦になっている時は、とにかくたくさん魔法を撃ち込むことだけを考えて。狙ねらいをつけるより少しでも多く魔法を撃ち込むことを考えるの」

「は、はい！」

　兵士を前線に出し、魔法使いの二人は後方から援護えんご射撃した。

　何回か戦場に連れ出したこともあって、イオはすっかり戦場に慣れきっていて、その経験をタニアに伝えていた。

「ここは大丈夫だな」

（うむ）

（次はおーちゃんだね）

　頷うなずき、ワープの羽根を使って今度は右翼に飛んだ。

　右翼ではオリビアが奮戦していた。

　五百人の兵士を従えて敵兵と戦っている。

　兵力では負けているが、竜王オリビアの奮闘が周りに伝染して士気が上がり、ほぼ互角の戦いをしていた。

「ここも大丈夫だな」

（おーちゃん強いね）

（竜王だからな。人間どもでは相手にならんよ）

　両翼の戦いを確認したあと、ワープの羽根で元の場所に戻った。

　砂煙がまだ舞っていた。

「や、奴やつはどこだ！」

「ここは危険だ！　一旦いったん引いて砂煙が晴れるのを待つぞ」

　敵兵は混乱して慌てふためいていた。

　一部が隊長クラスの命令に従って一時撤退したが、大半は砂煙の中で右往左往うおうさおうしていた。

（ここらでケリをつけよう）

「ああ」

　魔剣の母娘を握り直すと、砂煙の中、７７７倍の聴力で音を頼りに敵兵を斬っていった。

　力で勝っているだけではなく、地形もおれに味方した。

　何も見えない状況で、向こうは同士どうし討ちのリスクを恐れて及および腰ごしになっている。

　おれは単騎だから、とにかく自分以外をひたすら斬っていけばいい。

　もちろん万が一の同士討ちを避けるように、呼吸で男と判断できる相手だけを斬っていった。

（器用なことを）

（おとーさんすごいね。そんなことまでできるんだ！）

　母娘の声を聞きながら、とにかく敵を斬っていった。

　斬って斬って、斬りまくった。砂煙が晴れても斬り続けた。

　やがて、帝国軍が潰走かいそうを始めた。

　途中まで「相手は一人だ！」と数で押し切る気運があったのだが、ある時を境に部隊単位で逃げ出し始めて、そのあとはダムに穴が空いたかのように一気に決壊し、総崩れになった。

　おれは敢あえてそれを追わず、斃たおれた敵兵が出したくじ引き券をオーラの腕で回収していった。

　その数を数えると、九十八枚──約百枚になった。

（我とひかりでざっと三千人屠ほふった、ということか）

（ひかり、千七百五十二人斬ったよ）

（何？　我より多いかもしれないではないか。おい貴様、またひかりをえこひいきか）

　エレノアはひかりに甘いが、魔剣としてのプライドか、斬った数だけは張り合う傾向がある。

　……ま、それが面白おもしろくてわざと差をつけたんだけどな。

（今から追撃だ。ひかりはオリビアのところに行って遊んでくるといいぞ）

　おいおい、そこまでかよ。

　魔剣だというのに、最近はこんな風に妙に人間くさいところを見せるエレノア。

　大半はひかり絡みだが、それでも人間クサい。

　そんなとこは、割と好──

　瞬間、手に強い衝撃を感じた。

　拾ったくじ引き券が纏めて吹っ飛び、辺りに紙吹雪かみふぶきを舞わせた。

　知覚できなかった一撃。

　完全に虚きょを衝つかれた一撃。

　それを放ったのは、離れた場所に佇たたずむ、まったく人間味のない。

「エレノア……」

　魔王のような姿をした、エレノアだった。
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「見つけたぞ、魔剣の男」

「エレノア」

　おれの前に立つエレノアは生き生きしていた。

　人の姿のエレノアはくじ引き所で何度も見ているが、このエレノアはその時とはほぼ別人と言っていいくらい表情が違う。

　エレノアは基本シニカルな表情で、たまに皮肉っぽく笑ったり、ひかりと接している時は、明らかにまなじりが下がったりする。

　それに比べてこのエレノア、長い髪と黒いマントを靡なびかせるこのエレノアは、生き生きしていた。

　口角は凶悪に片方が持ち上げられ、目つきも鋭く、妖あやしい光を放っている。

　その表情は、ひと目見れば極悪人ごくあくにんさえ裸足はだしで逃げ出すほどの凶悪さに満ちていたが、一方で生き生きしているようにも見えた。

「まさかそっちから襲ってくるとはな」

「ようやく体がなじんできたのでな。今日こそその二振り、渡してもらうぞ」

「悪いが渡さん。無論、どっちもだ」

「なら力尽くでわれのものにするまでよ！」

　カッ、と目を見開いたエレノア。

　右手を横一閃いっせんに振り抜くと、背後に死霊の軍勢が現れた。

「ひかり！」

（うん！）

　あどけない、しかし芯しんの通ったひかりの声。

　直後、おれの後ろにもドレイク兵たちが現れた。

　オーラでカモフラージュしていない、ひかりの亜竜が百匹。

「ほう、それがその魔剣の力か。やはりわれと似ている。ますます気に入ったぞ」

（だって、おかーさんのむすめだもん）

　褒ほめられて嬉うれしそうに答えるひかり──当然向こうのエレノアには聞こえていない。

　死霊の軍勢が襲ってきた。

　それに触発されたように、ドレイク兵も前に進んで迎え撃った。

　瞬間、エレノアの姿が消えた。

　蜃気楼しんきろうの如ごとく姿がぶれたあと、いきなり目の前に現れた。

　予想していた攻撃を、剣を振って弾はじき返かえす。

　返す刀で真上から振り下ろす。

　ガキーン！

　金属音が弾き、やまびこになって周りに響き渡った。

　衝撃波が生まれ、間近で戦っていた死霊とドレイクを吹き飛ばす。

「やるな。しかしこれならどうだ」

「むっ！」

　エレノアはすっ、と屈かがんだあと、横蹴げりを放ってきた。

　咄嗟とっさにガードしたが、小柄の肉体からは到底想像できないパワーがおれの体を吹っ飛ばす。

　二十メートルほど吹き飛ばされつつ、空中で半回転して体勢を立て直した。

（来るぞ！）

　脳内をエレノアの警告が駆け抜ける。

　とっさに魔剣を三百六十度全周囲に舞わせた。

　ついでにオーラも纏まとってガードする。

　すると、今度は空から稲妻が降ってきた。

　ただの稲妻ではなく、この世のありとあらゆる不吉さを孕はらんだ漆黒しっこくの稲妻だ。

　稲妻の衝撃は全身を余すことなく侵食して、突き抜けていった。

　体の芯を貫通する重い重い一撃。

「ぐふっ!!」

（おとーさん！　口から血が！）

「大丈夫だ」

（まだやれるな？）

「もちろんだ」

　こんな稲妻一発で終わるおれじゃない。

　今度はこっちの番だ。

　魔剣を握り直し、もう一度オーラを纏って突進する。

　まずは無造作にひかりを振り下ろした。

「なんだそれは──むっ」

　一瞬あざ笑ってから、何かを思い出したように咄嗟に避けたエレノアだが、もう遅かった。

　ひかりの一撃がエレノアの眼前に迫る。

　避けきれないエレノアは腕でガードした。

　漆黒のオーラがエレノアに付着する。

　おれはギアを一段上げた。

　魔剣の二刀を舞うように乱舞した。

　ガガガガガガ──

　魔剣がエレノアを斬きりつける度、オーラが爆発ばくはつして追加ダメージを与える。

「こざかしい技を！　ふん！」

　エレノアは大ぶりの攻撃でおれを押しのけてから、気合一閃、漆黒のオーラを弾き飛ばした。

　この技を編み出してから、初めて弾かれた。

（元々我と同質、それに純粋に我以上の力を持っているからな）

「なるほど。これは効かない、か」

　双方、再度突進して打ち合った。

　衝撃波が爆発する。

　周りの地形を全すべて変えてしまうほどの衝撃。

　全力を出して打ち合う。

　初めてだ、こんなパワーは。

　レッドドラゴン状態のオリビアさえ軽く凌駕りょうがする、魔王エレノアの力。

　そのエレノアの底は、未いまだ見えない。

　打ち合う度に少しずつ底が深くなっていって、ここが限界か、と思えば次の打ち合いで更にそれを上回る一撃を繰り出してくる。

　それが──

「何がおかしい」

　エレノアはいきなり攻撃の手を止めると、おれから距離を取った。

「……おかしい？」

「ニヤニヤしおって、われをバカにしているのか」

「ニヤニヤ……してたか？」

　ついひかりを地面に突き立て、左手で自分の顔を触ってみた。

（うん、おとーさんすっごく楽しそうだった！）

（バトルマニアの能力も７７７倍になるのかと思ったぞ）

　無邪気に喜ぶひかり、呆あきれ返るエレノア。

　そうか。おれ、ニヤニヤしてたのか。

　まあ、当然だ。

「お前が生き生きしてたからな」

「なんだと？」

「お前が生き生きしてたからだよ。今のお前のこと、好きだぞ」

「なっ──」

（わー、おとーさんとおかーさんラブラブだ）

（……我にも言ったことないのに）

　ひかりとエレノアは、脳内であのくじ引き所にいる「変な家族団らん」の空気を出していた。

　一方、魔王エレノアは怒りに肩を震わせた。

「ふざけ……おって！」

　次の瞬間、一直線に突進してきた。

　背中がぞくっとした。

　かつてないほどの力を感じた。

　だから、エレノアをぎゅっと握り締めた。

　全力──百パーセント中の百パーセントを込めて、エレノアを振り下ろして迎え撃つ。

　───

　声までも消失した打ち合い。

　空間が陽炎かげろうの如く歪ゆがみ、おれとエレノアは互いに弾き飛ばされた。

　空中で一回転して体勢を立て直して着地。

　エレノアも同じく空で一回転すると「ふん！」と気合いで空中に静止した。

　右手が痺しびれる。

　エレノアを握る手がビリビリ痺れた。

　エレノアの怒りが爆発した一撃は、おれが異世界に来てから受けた中で最強の一撃だ。

　まるで空間が歪むほどのパワーだった。

「やっぱり、お前、いいな」

「なっ……めるな！」

　更に目を剝むいて、激怒しながら飛び込んでくる。

　ひかりで迎え撃つ──が、エレノアは直前で揺ゆらぎ、変則的な軌道でおれの懐ふところに潜り込んだ。

　そして、下からおれの首を摑つかむ。

「取った」

　オーラがおれを包む。

　エレノアの出したオーラがだ。

　そのオーラはおれの中に入ってこようとする、が。

「なっ──ばかな！　われに支配できぬだと!?」

「まあそういうことだ。おれにお前の支配は通じない」

「ふざけるな！　われに支配できぬ人間など、この世にいるはずがない!!」

「ここにいるんだ。そら」

　おれもオーラの腕を出して、エレノアを摑んだ。

「何をする!?」

「今度はおれの番だ」

　オーラを出して、エレノアを包む。

　クシフォスの件、メルクーリ王の時に生みだしたあの技を使う。

　オーラがエレノアを完全に包んだあと。

　そこにいたのは──

「こ、これは……きちゃま、いったいなにをした！」

「次はおれの番だって言ったろ。お前がやったのと同じことをしたまでだ」

（ええい、その技を使うな！）

（わあ、おかーさんかわいい）

　抗議するおれの中のエレノア。そして楽しげなひかり。

　前にもエレノアを子供にしたことがあって、ひかりはその時のことを思い出したんだろう。

「にゃめるな！」

　遮二無二しゃにむに腕を振り下ろしてくるエレノア。

　ひかりで打ち合う。

　小さくなっても、パワーはまったく変わらなかった。

「ぬん！」

　そして、おれの侵食も続かなかった。

　全盛期のパワーを持った魔王エレノアは、おれの侵食を気合いで弾き飛ばした。

　強い。

　やっぱり強いぞ、このエレノア！

　おれが知ってる限り最強の相手だ。

　そのエレノアと打ち合った。

　周りの環境が変わるほどのパワーで打ち合った。

　エレノアは強かった。

　だが、おれの方が──魔剣の母娘を持ってるおれの方が、わずかに上回った。

　打ち合いを続けるうちに、徐々にエレノアを押していく。

　やがてエレノア剣とエレノア腕が打ち合った時、力がはっきり弱ったのを感じ取って、掬すくうように彼女の腕をかち上げた。

　そして──ひかり。

　前は躊躇ためらったひかりを──今度こそ迷いなく振り下ろした。

　ザクッ！

　腕を上げてガードするエレノア。

　その腕ごと、体を斬った。

　空を舞うエレノアの右腕。

　血しぶきのように上がる漆黒の闇やみ。

「くっ……うぅ……」

　あとずさり、よろめくエレノア。

「……うおおぉぉ！」

　怒号と共に、エレノアは無理矢理腕を再生すると、斬られたところに繫つないだ。

　体は一瞬で元通り。しかし服は裂け、額には脂汗を浮かべている。

　この瞬間、おれは完全にエレノアを上回った。勝負ありだ。

　そして、それをエレノアも察した。

「……殺せ」

　エレノアはドサっと地面に座り込み、達観した顔で天を仰あおいだ。

　一方、おれはエレノアとひかりを納めた。

「なに!?　なぜ殺さない」

「お前を殺すなんていつ言った？」

「われは貴様を殺そうとしたのだぞ」

「おれはお前を殺さない。絶対に」

「どこまで虚仮こけにするか、貴様！」

「……」

　おれは無言で首を振って、促す。

　次の瞬間、ひかりが魔剣から人の姿になった。

　エレノアが絶句した。

　目の前の光景が信じられないという顔をした。

「魔剣が……人間になった、だと？」

「ああ、おれの娘だ」

「ひかりです！　えっと、はじめまして、かな。おかーさん」

「……娘、魔剣、人間……待て、今なんと言った」

「？　ひかりです」

「そうじゃない。そのあとだ」

「はじめまして？」

「そのあと、もっとあとだ」

「おかーさん？」

「なぜ、われのことをそう呼ぶ」

「ひかりのおかーさんだから」

「ええい、それではわからん」

　エレノアはおれを睨にらんだ。

　貴様が説明しろ、って顔だ。

（ちゃんと説明してやれ）

「そうだな。その前に」

　おれはエレノアに近づき、手を差し伸べた。

「何の真似まねだ」

　おれはひかりをちらっと見た。

「おれがお前のことを殺さない理由がわかっただろ？　ゆっくり話そう。話せば長くなる」

「……」

　エレノアはおれとひかり、そしておれの腰にあるもう一本のエレノアを順番に見た。

　表情にはまだ訝いぶかしみが残っていたが、怒りや憎しみ、戦う意思などはすっかり消えていた。

「……自分で立てる」

　それでも意地を張ったエレノアは、おれが差し出した手を払った。

　まったくこいつは……。

　いや、これでこそエレノアだな。

　と、おれが納得していると。

　ビシッ。

　おれとエレノアの間に、何かがひび割れたような音が聞こえた。

　刹那せつな、何もなかったところに裂け目ができて、そこから黒いものが見えた。

　闇──。

　そんな言葉が頭に浮かんで、背中がゾクッとした。

「逃げろ！」

　おれはそう叫んで、せめて二人だけでも逃がそうとしたが……時、既に遅し。

　ひび割れ──空間にできた裂け目は急激に大きくなると、おれたちを纏めて呑のみ込こんでしまったのだった。
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　何もない空間。

　空も大地もない、光も音も何もかも。

　全すべてがなく、ただ「空間」だけがある。

　そんなところに、おれとひかり、二人のエレノアが吸い込まれた。

「おとーさん……」

　ひかりがぎゅっとしがみついてきた。

　この何もなく、上下左右の感覚さえもない空間が怖いんだろう。

　おれはひかりの頭を優しく撫なでた。

「安心しろ、おれがついてる」

「──うん！」

「剣に戻るか？　そっちの方が気持ち的に楽かもしれないぞ」

　ひかりが怯おびえているのは、半分以上人としての感覚によるものだと思った。

　ここは暑くもなく寒くもない。

　それどころか温度さえわからない。

　光がなく闇やみもなく、見えているのかもわからない。

　音もなく静寂もなく、耳が働いてるかどうかも怪しい。

　そんな空間で、人間の姿でいるのはかなりのストレスのはず。

　だから聞いた。

　ひかりはおれを見上げたあと、魔王……人の姿のエレノアをちらっと見た。

「もうちょっとがんばる……」

「そうか。ダメだったらすぐに魔剣に戻るんだぞ」

「うん」

　ひかりからすれば、エレノア、人の姿のエレノアと触れ合える場所は限られている。

　今のところ、あのくじ引き所を除けばここだけだ。

　魔王の方のエレノアとはいえ、もう少し一緒にいたい気持ちもよくわかる。

　そんなひかりの頭を優しく撫でてやった。

「さて、ちょっと休むか」

「休むだと？　呑気のんきなものだな。ここがどんな場所かわかっているのか？」

「知らん」

「だったら教えてやる、ここは──」

「どこだろうと問題ない」

　口角をにやりと器用に片方持ち上げ、語ろうとするエレノアを制した。

　得意げな表情になりかけていたエレノアは、急に止められて眉間に一瞬で深いしわを刻んだ。

　名刺ぐらい挟めそうなしわだ。

「どうせ、一度入ったら出られない空間とか、そういうもんだろ」

「さすがに察しがいいな？」

「まあな、そういう空気だ」

「だったらもう少し慌てたらどうだ？」

「必要ない。どうせそのうち出られる」

「なぜそう言い切れる」

「理由はいくらでもあるんだが……」

　撫でていた愛娘まなむすめの体は、まだ小さく震えていた。

「強しいて言うなら、ひかりをずっとこんなところに置いておくわけにはいかない、とかか」

「……ばかばかしい」

　エレノアは鼻で笑うと、その場にどかっと座り込んだ。

　地面などないが、まるで地面に座っているようなポーズになる。

　そのポーズのまま、エレノアがおれを見上げる。

「時間はあるのだ。説明してもらおうか」

「説明？」

「そうだ。その娘がわれを母と呼ぶ理由を」

「ああ、そういえばそんな話だったな。一体どこから話せばいいのか……。まず、そうだな、おれたちは未来から来た」

「未来から──時空震か？」

「オルティアも同じことを言ってたな。多分そうだ」

　似たようなので、次元震、っていうのもあるんじゃないかと思ってる。

　エレノアの記憶が今一つはっきりしないのは、過去は過去でもパラレルワールドの過去だからなのかもしれない。そんな推測が以前頭に浮かんだが、ここでは言わないことにする。

「で、こいつはエレノア」

（こいつ呼ばわりか）

　エレノアが軽く抗議してきた。

「本物のエレノアだ」

「ふっ……」

　エレノアは鼻で笑った。

「どうした」

「馬脚ばきゃくを現したな。われが人間に扱いきれるわけがない。そいつの魔剣としての力は認めるが、われであるはずがない」

「そういえばそんな設定もあったな」

（設定とか言うな！）

　再び抗議してくるエレノア。

「おれだけ乗っ取りが効かないんだよ」

「そんな人間がいたりするものか」

「だったらどうすれば信じられる」

「……そうだな」

　エレノアは少し考えると、にやり、と口角を歪ゆがめながら立ち上がった。

　そのままゆっくりとおれに近づくと、手を伸ばしてくる。

「なんだ？」

「われの手を取ってみよ。われに乗っ取られなければ信じてやろう」

「その程度のことでいいのか？」

「無論だ。だが言っておくぞ、この手を取ったら最後、本気のわれは一瞬で手にした人間の人格を魂ごと消し去る──」

　言い終える前に、おれはエレノアの手を取った。

　小さく、柔らかい手。

　体温が高いのか、意外と熱い。

「なっ！　なぜ取れる！　なぜ躊躇ちゅうちょなくわれの手を取れる!?」

「こんなの、普段からやってることだしな」

　おれはエレノアの柄を握った。

　エレノアの手を握るのも、魔剣エレノアの柄を握るのも。

　おれからすれば同じ行為ことだ。

（よし、そのままそいつもぶん投げてやれ。全力でだ）

「だから、お前は茶々入れるなって」

　エレノア魔剣の刀身にデコピンした。

　そのままエレノアの手を握り続ける。

　彼女が困惑しているのが手に取るようにわかる。

「なぜだ……なぜ乗っ取れない。われは本気で……」

「そろそろ信じられるようになったか？　こいつもエレノア、未来から来たお前だってこと」

「……ここまで来たら、もう信じないわけにはいかないな」

　エレノアはようやくそこで諦あきらめたように手を離した。

　自嘲じちょう気味の笑みを顔に張りつかせて、一歩下がって肩を竦すくめる。

「われの支配に抵抗する、いや抵抗するだけじゃなく、逆にわれを従えようとする人間。そのような人間がこの先、生まれるというのか」

　厳密に言うと、この世界で生まれたんじゃなくて、現実世界から転移してきたんだが……それを言うと話がややこしくなるからやめておこう。

「それで、この娘がわれの娘。貴様とわれの娘ということなのだな？」

「うん！　ひかりはおとーさんとおかーさんの娘だよ」

「なんだ？　こっちにも何か証拠が必要か？」

「いいや」

　エレノアは首を振った。

　口角に微かすかな笑み。

　今までとは違う笑みが浮かんでいた。

「貴様との子かはともかく、われの娘であるのは間違いない。たとえ誰だれが見てもな」

「おかーさん！」

　離れて微笑むだけのエレノアに、ひかりがタックル気味で抱きついた。

　困惑した様子がエレノアから伝わってくる。

　ひかりの行動はあのくじ引き所にいる時とまったく一緒だ。

　大好きなおかーさんに、大好きだから抱きつく。

　幼い子供にとって最大級の親愛表現だ。

　普段のエレノアなら、それを受け入れていた。

　受け入れて、抱き締め返すか撫でるかしていた。

　だがこのエレノアは違う。

　母親の自覚がないエレノアはただただ困惑して、固まっていた。

「未来のわれは……人並みの幸せを手に入れたのだな」

　エレノアの呟つぶやきには、複雑な感情が籠こもっていた。

　それは積もりに積もった何かを感じさせた。

「エレ──」

（しばらくそっとしておいてやれ）

　声を掛けようとしたおれを、魔剣のエレノアが止めた。

（我のことは、我が一番よく知っている。この時代の我に『人並みの幸せ』を得られた未来を突きつけるのは、ちょっとショックが大きすぎる）

　……そうか。

「ひかり、ちょっとあっちに行こうか」

「……うん」

　ひかりも何かを察したのか、何も言わずおれについてきた。

　エレノアから少し距離を取って、黙って彼女のことを見守った。

「ショックなのか？」

（いつまでだったか忘れたが、我は人としての肉体を欲した時期がある）

「それは人並みの幸せが欲しかったからか？」

　エレノアの言葉そのままに聞いてみた。

（そんなに単純なものではない）

「だが、あながち間違いでもない、と」

　エレノアの口調からそう感じた。

　更に、エレノアの沈黙から、その答えが肯定こうていだとわかった。

　そのまましばらく待っていると、エレノアがようやく顔を上げて、おれたちのところに来た。

「待たせたな」

「もう大丈夫なのか？」

「ああ。それより、ここから出る方法を考えよう」

「随分前向きだな。さっきとはえらく違わないか」

　エレノアはおれを無視してひかりを見た。

　手を伸ばして娘の頭を撫でた。

「ひかりをこんなところにずっと置いておくわけにはいかないからな」

「そりゃそうだ」

「問題はどうやって出るかだが……」

　考えるエレノア。

　眉間に刻まれたしわが事態の深刻さを物語っている。

（それなら問題ない）

「何か方法があるのか？」

（うむ、出てこい小娘）

　エレノアはそう言うと、タニアを召喚した。

　エレノアの中にいるメイド幽霊だ。

『わ、わたしですか？』

（うむ、貴様がキーになる。今から我が言うことをやってみろ）

『はい』

「何をしようとしてる」

　エレノアが訝いぶかしんで聞いてきた。

「おれにもわからん。こっちのお前が何か企たくらんでるみたいだ」

「ふむ……」

『わかりました。やってみます』

　しばらくして、説明を聞き終えたタニアは一歩前に進み出ると、修道女のように手を合わせて祈るようなポーズをした。

　タニアの体が淡く光り始めた──かと思いきや、その前の空間に何かができた。

　何か。

　何かはわからない、ただの「何か」。

　それでも、何もなかったこの空間に初めて現れた「何か」だ。

「どういうことだ？」

（向こうにいるもう一人の小娘の力を借りた。二人はどうやら繫つながっているようなのでな）

「タニアか……なるほど」

　タニアと幽霊タニア。

　まったく同じ魂を持つその特異性を利用したわけか。

「だが、これだけじゃどうしようもないぞ」

（ここからが貴様の出番だ。ひかり、魔剣に戻れ）

「うん！」

　母に言われて、ひかりが魔剣に戻った。

（我らを使って空間をぶち抜け。何もないはずの空間に異質なものが生まれたのだ。あとは、貴様ならできる）

（ひかりがんばる）

「わかった」

　まずは、魔剣のエレノア。

　彼女を持ち上げて、全力で投げた。

　城や砦とりでをぶち破る時のように、全力で空間の異質な部分に向かって投げつけた。

　空間に激震が走る。

　この場全体が揺れ、空間がひび割れた。

　どうやらエレノアは異質な部分を突いて外に出られたようだ。

　ひびは腕一本通れるくらいの穴として目の前に存在していた。

（おとーさん、手加減しないでね）

「ひかりはいい子だな」

（えへへ）

　今度はひかり。初めてのこと。

　エレノアにするのと同じことを、初めてひかりにもした。

　柄を握って、全力で投げつける。

　ひかりも外に飛び出ていき、エレノア、ひかりと通過していった穴は人間がぎりぎり通れるくらいの大きさになっていた。

『す、すごい……本当に空間を破っちゃった』

「感心してる場合か。次はお前が行け、タニア」

『はい！』

　タニアが出ていったあと、おれも穴を通って外に出ると、振り向いて手を伸ばす。

「行くぞエレノア」

「……」

「エレノア？」

　だが、エレノアは動かなかった。

　それどころか、穴の向こうで一歩あとずさった。

「どうしたエレノア。早く出ないと穴が閉じるぞ」

「われはいい」

「何言ってるんだ！　お前がここから出るって言い出したんだろうが」

「確かにそうだ。だが、われは自分が出るとは一言も言っていないぞ」

「何？　……あっ」

　思い出す。

　最初におれが言い、また、エレノアが言った言葉を。

　──ひかりをこんなところにずっと置いておくわけにはいかないのでな。

「お前、始めからこうするつもりだったのか」

「そうだ。われはここに残る。われのような者はそちら側にいてはいけない」

「そんなことないだろ。今更そんなこと言うな」

「いや、違うな。疲れたのだ。望みに向かって肉体を手に入れたが満ち足りることはできず、それどころか、どうやら肉体などなくとも未来でわれの望みは叶かなうようだからな。要するに、今までわれのやってきたことは全て無駄──」

「お前がいなかったらひかりはどうなる。過去のお前が消えればひかりだって！」

「われは……その娘と繫がっていないのではないか？」


「──っ！」



「図星か」

　乾いた声で笑うエレノア。

　初めて見るような笑みだ。

　エレノアは繫がっていないと言うが、厳密には違う。

　実際のところは「繫がっているかどうかわからない」だ。

　エレノアは動かない。

　徐々に二つの空間を結ぶ穴が小さくなっていく。

「さあ行け、ひかりを……あの娘をしあわせに──」

　穴が完全に閉じる直前。

　ギリギリになって、エレノアは最後の言葉をおれに向けてきた。

　刹那せつな。

　おれは、穴に戻った。

　閉じかけた穴を無理矢理もう一度潜くぐって、元の世界から再び異次元に戻ってきた。

　そして、今度こそ、穴は完全に閉じられた。

　呆然ぼうぜんとそれを見て立ち尽くすエレノア。

「なっ──」

　エレノアは数拍置いて、信じられないという顔で絶叫した。
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「何をしている……貴様、なぜ戻った！」

　エレノアがおれを怒鳴りつけた。

「お前を連れ出すためだ。当たり前だろ」

「馬鹿ばかな！　われはあの娘と繫つながっていないのだ。無論、未来のわれともな。だから喩たとえここでわれが消えても、あちらの──」

　まるで悟りきったかのように零こぼすエレノア。

　おれは手をすっと伸ばして、彼女にデコピンした。

「いたっ！　何をするのだ！」

「やっぱり剣の時ほどいい音はしないな」

「何？　剣の時とは……貴様、よもやわれにいつもこんなことをしているのではあるまいな」

「ああ、してるぞ。大体こんな感じで」

　今度は自分の太ももにデコピン。

　普段のエレノアがいる辺りに空振りでデコピンしてみた。
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　それを見たエレノアが言葉を失う。

　あぜん、呆然ぼうぜん。

　信じられないものを見るような目でおれを見た。

「どういう関係なのだ……貴様たちは」

「一言で言うのは難しいな。でも、おれは前にエレノアに聞いた。『この世界は広い。だから、お前が人間に戻れる方法を探そうか』ってな」

「……」

「その問いにあいつがなんて答えたかわかるか？　あいつは『必要ない』って言ったんだ」

「何？」

　驚くエレノア。

　そうだろうな。

　肉体に執着してるこっちのエレノアからしたら、そういう反応になるのは当たり前だ。

「あいつはこうも言った。『長い……永い生涯の中、我をあれほどの力で振るう人間は初めてだ。これまでのどの英雄よりも、どの覇王よりも強い力だ』って」

「……」

「確かこうも言ってたな。『貴様に全力で振るわれるのは官能的だ、快感ですらある』ってな。だから、剣のままでいい、人間になる姿を探さなくてもいい」

「……それが何だというのだ」

　エレノアはむすっとした。

「あいつとは違うって顔をしてるな」

「その通りだ」

「おれもそう思う」

「え？」

　きょとんとするエレノア。

「あいつとお前は違う。あいつは『いい女』だ。いい女になった。それに比べると今のお前はダメダメだ。昔のセレーネ以下だ」

「誰だれだセレーネというのは。というか、われは貴様にそこまで言われるほどダメではない」

　当然セレーネのことなんて知らないエレノアだが、話の流れで自分がかなり下に見られていることがわかったようだ。

「いやダメダメだ。何ださっきのは。ちょっと挫折ざせつしただけでいじけるとか、子供かお前は」

「こ、子供だと！　取り消せ貴様」

「取り消さない。今のお前はダメダメ、ダメ魔剣だな」


「うぅぅ……」



　地団駄じだんだを踏んで悔しがるエレノア。

　手を出しておれを殴ってもきたが、さっきの戦闘からまだ回復しきってないのか、弱々しい、見た目通りの少女のパンチでしかなかった。

　しまいには目に涙さえ溢あふれさせた。

　涙目になって、おれを睨にらみつけた。

「大嫌いだ、貴様なんか……」

「おれは好きだけどな」

「噓うそをつくな！」

「噓じゃない。今はダメ魔剣だが、それでもあいつと根っこは一緒なんだ。そのうちいい女になる。ダメ魔剣でもいい女になる予定があるお前のことを、見殺しになどできん」

「そんな理由で戻ってきたのか？　貴様ほどの力の持ち主なら穴を潜くぐった瞬間気づいたろうが、あの穴──次元の壁はそんなに生やさしいものではない。さっきもあと一秒遅かったら貴様は魂ごと次元の壁にすりつぶされていたのだぞ」

「ああ、やっぱりそうなるのか」

「やっぱりそうなるのかって……はあ」

　ずっと目を剝むいていたエレノアが溜ため息いきを吐ついた。

　心底呆あきれ果てた、という感じの溜め息だった。

「もういい。これ以上貴様と何を話しても無駄なようだ」

　肩を落とし、ドサッ、と何もない空間に座り込んだ。

　おれも座った。

　何もないところで、エレノアと向き合って座る。

　しばらく黙って見つめ合ったあと、おずおずとエレノアが聞いてきた。

「……あっちのわれはいい女だと言ったな」

「ああ」

「どういい女なのだ。もっと具体的に教えてくれ」

「うん？　そうだな……」

　おれは少し考えて、エレノアに全すべて話した。

　魔剣エレノアと出会ってからのことを、全部。

　マリからエレノアを取り上げて、唯一乗っ取られないおれがエレノアを管理することにして。

　ムラムラしたから力任せにエレノアを振ったらひかりが生まれて、レッドドラゴンを倒して、五大国のいざこざに巻き込まれて。

　彼女との想おもい出でを全部話した。

「ああ、お前を幼くしたこともあったな」

「幼く？」

「くじ引き所ってところでだけ、人間の姿になれるって言ったろ？　あそこに行くとあっちのエレノアも剣じゃなくて今のお前とそっくりの姿になれるんだが、ある戦いで思いっきりお前を使ったあとにくじ引き所に行ったら幼くなったんだ」

「幼い、だと？　さっきわれにしたようにか？」

　目を見開かせるエレノア。

「ああ。口調も変わってたぞ。『我われはエレノアなのでしゅ』ってな」

「でしゅ!?　そういえばさっきわれもそうなった！　貴様、われに何をした」

「さっきはオーラで疑似ぎじ的にそうしただけだ。あっちのエレノアの時は、限界を超えて振るったらそうなった。理屈はわからん」

「我の限界を超えた……だと？」

　絶句するエレノア。

　そういやあっちのエレノアも言ってたっけ。自分を全力で振るったのはおれが初めてだって。

　エレノアからしたら、それくらい衝撃的なことなのかもな。

「それを……やってみるか」

「うん？」

「われを全力で振るえるのだろう？」

　エレノアが立ち上がった。

　口角を歪ゆがめて、右手を真横に突き出す。

　そこにエレノア──魔剣エレノアが現れた。

　戦っている時にも何回か見たことがあった。

　人の姿のエレノアも、一時的に魔剣エレノアを出すことができるようだ。

「これは？」

「剣としてのわれだ。これまでもこの姿に戻ろうと思ったが、面倒くさいことにこの肉体が消滅するまで完全に剣の姿には戻れないらしい」

「そうなのか」

「われを使え」

「ん？　どういうことだ」

「向こうと繫がりがなくても、われを全力で振るえば、次元の裂け目の一つくらいはできよう」

「そんなこと、あいつエレノアはまったく言ってなかったぞ」

「平和ボケして力の抜けた未来のわれには無理だろうな」

　エレノアは更に口角を歪める。優越感の混ざった笑みだ。

「われは今、生涯のピークを迎えている。今のわれを全力で振るうことができれば、次元を切り裂くことなど容易たやすいだろう」

「そうか」

　頷うなずき、魔剣エレノアを手に取る。

　確かに強い。

　柄に手を掛けただけでも、パワーが段違いなのがわかる。

「やってみろ」

「ああ」

　柄を握る手に力が入る。

　まっすぐ前を見た。

　何もない異次元の空間の一点のみをじっと見つめる。

　力を右腕に集中し、魔剣を振り下ろした。

　全力を込めた一撃。

　魔剣の切きっ先さきが通ったあと、確かにそこに次元の裂け目ができた。

「できたぞ」

「……」

「どうしたエレノア？」

　傍かたわらでぼんやりして反応のないエレノアの目を見て尋ねる。

　ぼうっとしていたエレノアが、急に我に返って慌て出した。

「な、なんでもない！」

「全力で振るわれて気持ちよかったか？」


「──っ！　そんなわけあるか！　大体、この程度の快感など……快感など……」



　言葉が尻しりすぼみになって、赤ら顔でもじもじするエレノア。

　よっぽどよかったんだろうな。

　このままエレノアを押し倒してしまいたかったが、それはあとだ。

　裂け目に目を向ける。

　裂け目の向こう側を見る。

「……遠いな」

「繫がりがなければこんなものだ」

　幾分か冷静さを取り戻したエレノアが言った。

　次元の裂け目はまるで窓のようで、揺らめく向こう側にも元の世界に繫がる窓みたいな裂け目があった。

　タニアの繫がりを利用した時には、窓と窓はほとんどぴったりくっついていた。

　それが、今はけっこう離れていた。

　道路を挟んで向かい合う建物ぐらいの距離だけ離れていた。

　それだけならいいんだが。

「重いな」

　裂け目から手を伸ばす。

　裂け目と裂け目の間にある、こことも違うまた別の空間。

　そこに手を入れると、まるで何かが纏まとわりついてくるような感覚がする。

　水か、それとも油か。

　液体が充満している中で手を動かしているような感じだ。

　更に言えば、ヒリヒリもした。溶岩とでも喩えれば近いかもしれない。

「これは……無理だ。いくら距離が近くとも、われでは飛び越えられん」

「よし、行くぞ！」

「待て！　今のわれの話を聞いていたか。われでも無理だと言ったのだぞ──ええい話を聞け、子供のように背負うな！」

　喚わめくエレノアを無視して、彼女をガッチリおんぶした。

「ほ、本当に行くつもりなのか？」

「ああ」

「せ、せめてもう少し待ってくれ。まだ心の準備が」

「悪いがそれはなしだ」

「なぜだ。この程度の裂け目なら、われと貴様がもう一度斬きり開けば──」

「無理だ」

「どうして！」

「おれの右腕が無理だ」

「え？」

　エレノアがおれの右腕を見た。

　さっきからだらんと下がっている右腕。

「そ、その腕は──」

「お前すごいな。さすが全盛期のお前だ。一振りしただけで右腕がいかれちまった。こんなの、いくらおれでも初めてだぞ」

「そ、そんなことより、腕はだいじょ──」

「ってことで次は無理だ。今戻るしかない」

「……わかった」

　頷くエレノア。ようやく観念してくれたようだ。

　次元の裂け目に足を掛けると、一気に飛び込む。

　地面を蹴けって、裂け目も蹴って飛び出す。

　距離的には充分飛び越えられるはずだが、空間を満たす何かがおれたちを邪魔した。

　纏わりつく溶岩のようなもの。

　飛び出した勢いがみるみるうちに弱まって、半分くらいのところで止まってしまった。

「くっ」

　止まっただけじゃない。

　体をじりじり焼かれて、更に押しつぶさんばかりの力で圧迫してくる。

　このままじゃまずい、早く向こうに行かないと。

　と、その瞬間。

　背中に柔らかい手の感触がした。

　小さい手が二つ。

　エレノアの手だ。

　このタイミングだけに、何をしようとしているのか、振り返らなくてもわかる。

「いいから捕まってろ、エレノア！」

「しかしこれでは貴様が！　我がここから全力で貴様だけ押し出せば──」

「いいから捕まってろ！　二度は言わん!!」

　もう一度怒鳴る。

　動かせる左手を後ろに回してギチギチにエレノアを摑つかむ。

「おれから離れたら叩き折るからな！」

　おれにそう言われて、ここにきて初めてビクッとするエレノア。

　そして──それは一瞬のこと。

　背後のエレノアの気配が、感情がめまぐるしく移り変わっていくのを感じた。

　やがて、彼女はおれの背中から手を離すと、体ごとくっついて、腕を回して抱きついてきた。

「……うん」

　至近距離でもほとんど聞き取れない程度の囁ささやきだが、おれの耳にははっきりと届いた。

「う……おおおおおお！」

　それを聞いて、おれは溶岩のような異次元の中を泳いだ。

　必死に搔かき分わけ、足で蹴って。

　少しでも、少しでも前に進もうともがいた。

　エレノアの腕の力がますます強くなる。

　ほとんどおれにしがみついているような状態だ。

　次元の裂け目が徐々に小さくなっていく。

　タイムリミットが迫る。

「と、どけええ!!!」

　必死に搔き分け、手を伸ばす。指先がどうにか次元の裂け目に引っ掛かった。

　一気に自分とエレノアを引き上げた。

　通ったあと、裂け目は急速に小さくなって、最初からなかったかのように消えてしまった。

　まさに間一髪だった。

　こうして、次元の裂け目から、どうにかエレノアと共に生還できたのだった。
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　次元の裂け目から飛び出すと、そこは雲の上だった。

　最初は放物線を描いて飛び出したのが、そこから徐々に速度をつけて落下する。

「われを離せ、今なら──」

　まだそんなことをいうエレノアにデコピンした。

　ちゃんとした肉体があるから、魔剣の姿の時とは違った感触で面白おもしろい。

　エレノアは赤くなったおでこをさすりながら、涙目でじっとおれを見つめ返す。

「いいからおれから離れるな。お前の力、もうほとんど残ってないんだろ」

「うっ……」

「これ以上無理するな。そのままにしてろ」

「……」

　エレノアは黙り込んだ。

　納得したのか、それとも諦あきらめたのか。

　まあどっちでもいい。今は無事に着地するのが先決だ。

　地面がグングン近づいてくる。速度もグングン上がる。

　オリビアの背中から飛び降りた時より十倍は高そうなところからの落下は、信じられないくらいの速度が伴っていた。

　次元の裂け目から抜け出した時のダメージが残ってるから、普通に降りるのは危険だ。

　少し考えて、持っていたエレノア──エレノアが出した一時的な魔剣を逆手に持ち替えた。

　ほとんど鉄の塊であるそれを構えつつ、地面に到達する直前に思いっきり投げつけた。

　地面めがけて、剣をやり投げの要領で投げつけた。

　全力で投げつけられた剣は地面で大爆発ばくはつを巻き起こした。

　爆風が拡散し、おれたちの落下速度の大半をかき消した。

　爆風の中にストン、と着地する。

　そのままエレノアを抱いてごろん、と倒れた。

　疲れた──いつになく。

　次元の裂け目を二度も脱出するのに、未いまだかつてないくらい疲れた。

　エレノアを抱いたまま、空を見上げる。

　青空に白い雲がゆっくりと流れていくなか、エレノアは身じろぎ一つせず、おれの腕の中でじっと大人しくしていた。

　穏やかな時間が過ぎ、少しだけ体力が回復する。

　しばらくして、エレノアがそっと一言。

「守られたのは生まれて初めてのことだ……」

「そうなのか？」

「われが誰だれかに守られるような女に見えるか？」

「見えないな。ついでに言うと、お前、誰かを守ったこともないだろ」

「正解だ。うむ、守るのも守られるのも、今までのわれには無縁のことだった」

　エレノアはそこで一旦いったん言葉を切った。

　その気配から言葉を選んでいるように感じたから、おれは続く言葉を待った。

「……悪くない」

「そうか」

「貴様に守られて胸が弾はずんだよ。心が締めつけられるようで、全身が何かに押しつぶされそうで……ああ」

　エレノアは自嘲じちょう気味に笑った。

「これが女のときめきというものなのだろうな」

　自分一人でその結論に辿たどり着いたエレノア。

　知識では知っていたはず。

　だから、初めての経験でもすぐそこに辿り着いたんだろう。

「繰り返すが、悪くない。今更だが、本当に人間になった気分だ」

「そうか」

「……だが、われは守られたくはない」

　そこで、急に語気が一変した。

　それまで感慨深そうに語っていたのが、いきなり何かを主張するような強い語気に変わった。

　そしてその勢いのまま腕の中から抜け出すと、おれの上に馬乗りになった。

　視界のほとんどを占めていた青い空と白い雲が、急に秀麗しゅうれいな少女の顔に入れ替わった。

　エレノアの端正な顔が、強烈な意思の籠こもった瞳ひとみが、おれを見下ろしてくる。

「守られることなどまっぴらごめんだ」

「……だと思った」

「何？」

　おれの返答に訝いぶかしむエレノア。

　おれは隣に突き刺さっていた魔剣を取った。

　地面に寝そべった──エレノアにマウントを取られた姿勢のまま、それを投げる。

　真上に──空に向けて投げつけた。

　打ち上げ花火のように、うなりを上げて飛んでいく魔剣。

　やがてそれは崩壊を起こし、空中で朽くちてなくなった。

　エレノアが出した分身は、おれの全力に耐えきれず崩壊した。

　通常の剣でもそうだ。

　おれの全力を受け止めきれる武器は、この世界でただの二振りだけ。

　その片方が、今おれの目の前にいるエレノアだ。

「あっちのお前もいつも言ってる。我を全力で使えってな。お前から『守り』っていう概念を感じたことは一度もない。ひかりのこともそうだ。お前は愛娘まなむすめを守るどころか、魔剣とはこうあるべしってあれこれ教え込んでる」

「当然だ。それこそがわれなのだからな」

　エレノアの強気はそこまでだった。

　言葉が途切れた瞬間、彼女の瞳に迷いと、微かすかな怯おびえが生まれた。

「男は……か弱い女が好きなのだろう？」

「お前にか弱いのは似合わない」


「えっ……？」



「守る必要はない。守られる必要もない。恐怖と殺戮さつりくの象徴。地上最凶の魔剣エレノア。そういうお前が一番美しい」

「本気で言っているのか？」

「噓うそに見えるか？」

　エレノアはじっとおれの目を覗のぞき込んだ。

　目と目で見つめ合って、しばし。

　エレノアはゆっくりと首を振った。

「もう少し早く……貴様と出会いたかったよ」

「だから来たんじゃないか。数百年後から、お前に会いに」

「そうか……数百年待てば貴様とまた巡り会えるわけか。ふふ、そうだな。そのために来たのか貴様は。もし貴様が来なければ、われは自分ごとこの地上全すべてを消し去っていたところだ」

「実際、そうなってたかもな」

　肉体を手に入れた直後のエレノアは禍々まがまがしかった。

　世の全てを憎み、破滅を押しつけずにはいられないことが強く伝わってきた。

　おれが止めなかったら、多分世界そのものを壊すまで暴あばれ回ってたんだろうな。

　それに比べて、今のエレノアは毒気が抜けたようにしおらしい。

「なあ、き、貴様は……」

「うん？」

　いきなり口籠ごもってどうした。

　エレノアはおれの腹の上で跨またがったまま、頰ほおを赤らめて何か言いにくそうにしている。

「こ、この肉体なりをどう思う。童女すぎて面白みに欠けるのならどうにかして──ひゃっ！」

　だんだん声が小さくなっていくエレノアの手首を摑つかんで、体の上下を入れ替えた。

　馬乗りにされていたのを、逆にエレノアを下に組み敷いた。

　そして──キスをする。

　組み敷いて、唇を塞ふさぐ。

　エレノアが驚いて目を見開いた……のも一瞬だけ。

　すぐに目を閉じると、おれのキスを受け入れた。

　腕を背中に回してくる、

　もっとして、と言わんばかりにおれを引き寄せる。

　彼女の唇を塞いだまま、空いた方の手で彼女の服を脱がせていく。

　エレノアは特に抵抗することなく、むしろ、進んで体を動かしたりして、服を脱がせやすいようにした。

　自己申告どおり起伏きふくの乏とぼしい肉体だが、すらりとしていて力強く、美しかった。

　キスを解く。

　少し距離を取ってエレノアを見つめた。

　目を開けたエレノアはおれをじっと見つめたあと、首に手を回してもう一度キスをせがんだ。

　そうして、おれはエレノアを抱いて女にした。
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　青空の下、体を寄せ合うおれとエレノア。

　エレノアの体は小さかった。

　戦っていた時からは想像できないくらい小さくて、ちょっと力を込めて抱き締めたら折れてしまいそうなくらいか細かった。

　裸のままおれの上で寝そべると、ぐいぐいと体を押しつけてくる。

　そしてたまに思い出したかのように胸板むないたをペチペチと叩たたいてきた。

「よくも」

「うん？」

「よくも女にしてくれたな」

「あまりにもいい女だったんでな」

「礼も詫わびもなしか」

「礼はともかく、詫びって必要か？」

「ああ、もちろん必要だとも」

　エレノアは体をくっつけたまま、顔だけ上げておれを見上げてきた。

「わずかな甘露かんろを支えにこのあと四百年の空閨くうけいを強しいられる女に、詫びの一つくらいあってもバチは当たるまい？」

「そうか。お前からすると、このあと四百年も待つことになるのか」

　この時代に来てすぐ、イオはロドトスを見て四百年前の人間だと言った。

　今までも何度もそれを認識する機会はあって、そのことを多少なりとも理解していたつもりだったが、ゴールが近づくとまたその重みが変わってくる。

　素敵な冒険ペアチケット。

　くじ引きで引き当てた時間旅行の権利だが、旅行にも冒険にも終わりはやってくる。

　おれたちは帰ればそれまでだが、タニアやエレノアはこの時代に残り続けなきゃならない。

「……」

「どうした、急に難しい顔をして。何を考えている」

「お前をどうにかしておれの時代に連れて──いて」

　エレノアに胸板を嚙かまれた。

　声を出すほど痛くはない。ちょっとチクッとしただけだ。

　それよりも、いきなり嚙みついてきたエレノアに驚いた。

「何するんだ」

「慮外者りょがいものにお仕置きしたまでだ。そんなこと考えずともよい」

「だが──」

「われを連れていくことで未来におかしな影響を与えてしまったらどうする。そのせいでもしもひかりが生まれなくなってしまったら、貴様は責任が取れるのか？」

「むっ……」

　痛いところを突かれた。

　タイムパラドックスというものがある。

　時間旅行において、過去にしたことが未来に影響となって現れることだ。

　正直、何をしたらどう変わるかわからないから、今までまったく考えてこなかったが、こっちのエレノアを連れて帰ると、あの時のエレノアがいなくなって、ひかりも生まれてこなくなってしまう可能性はかなり高い。

　さすがに……それは……。

「われはこのままここに残る。なに、四百年など大した時間ではない。五、六人くらいの人生をいじっていればあっという間だ」

「……おう。まあ、ほどほどにな」

「善処しよう」

　エレノアとのピロートークは、お世辞にも色気のあるものじゃなかった。

　でも、すごくエレノアらしくて、その話に付き合うのは決して嫌じゃなかった。

「とりあえず、まずあの女からいじってみるとするか」

「あの女？」

「貴様が最初に次元の壁を切り裂いたきっかけになった女だ。名前は確か──」

「タニアか？」

「そいつだ。さしあたってはそのタニアとやらに契約を持ち掛けるとしよう。契約したら魂は成仏できず、われと共に四百年間地上に縛られてしまうが、それもまあ仕方なかろう」

「……」

　いや、それはまずいだろ……という言葉が出かかって、どうにか呑のみ込こんだ。

　回りくどい言い方をしているが、エレノアはタニアを守ってやると言っているのだ。

　なるほど、だからタニアは幽霊になったのか。

「ありがとう」

「礼は不要だ。言っただろう、ただの暇つぶしだと」

「そうか」

「それにタニアが拒むかもしれんからな？　われとて全能ではない。魔剣なりのやり方しかできんのでな。タニアには残りの人生を苦しんでもらうことになる」

　……ああ、そういうことか。

　占い師アカンサの言葉を思い出した。

　タニアの運命には『辛く、苦しい、永劫えいごうのような地獄の苦しみ』が待っている。

　それを乗り越えた先は『吉が一で凶が九』とも言われた。

　もちろん、凶が九のところはおれが否定した。

　将来おれと出会う以上、それに、おれの女になる以上、吉が十に決まってる。

　地獄の苦しみは、幽霊になってからの数百年のことだと思っていたが、本当はエレノアとのことを指してたのかもしれないな。

「なんだ？　手心を加えてやれ、とは言わないのか」

　エレノアはおれにくっついたまま、不思議そうに見つめてくる。

「冷たいな。一度は情を交わした女ではないのか？」

「そんなことはない。だが、このあといくらでも帳尻ちょうじりが合うように──いや、違うな。お前との辛かった時間がまったく気にならないくらい、あとで幸せにしてやればいいだけの話だ」

「できるのか？」

「当然だ」

　おれは即答した。

　タニアもおれの女だから、何があっても絶対幸せにするさ。

　エレノアとくっついたまま話をしていると、青空に影がよぎった。

　影は空中で旋回したあと、ゆっくりと地上に降りてくる。

　ドラゴン姿のオリビアだ。

「来たか。われもいるな」

「わかるのか」

「ああ、はっきりと。それにひかりのことも」

　ひょっとして……繫つながった、のか？

　オリビアにひかりが乗っていると知って、おれとエレノアは起き上がると、服を着た。

　元通りの姿に戻ったのとほぼ同時に、オリビアが着陸する。

　彼女の背中からイオ、タニア、そしてひかりが降りてきた。

　全員降りると、オリビアも人の姿になった。

　ひかりが魔剣エレノアを抱きかかえてこっちに走ってくる。

「おとーさん！」

「ごめんなひかり、投げつけたりして。大丈夫だったか？」

「おとーさんの方こそ大丈夫？」

「悪かったな、心配を掛けて」

「……一瞬で二度も詫びたぞこの男」

　おれの横でエレノアが呆あきれ顔で呟つぶやく。

「何だそれ。どういう意味だ？」

「何でもない。ただ呆れただけだ」

「……？」

　今の会話のどこに呆れる要素があったんだ？

　不思議に思いながら、ひかりからエレノアを受け取った。

（ゆうべはお楽しみだったな）

「なんだ、わかるのか。やっぱり自分のことだからか？」

（いいや。ただそこに女の顔をしたのがいると思っただけだ。貴様に手籠ごめにされた女は、皆、決まってそういう顔をする）

「どういう顔だ？」

「おかーさん、いま、幸せ？」

　ひかりが人の姿のエレノア、この時代のエレノアに聞く。

「うむ、それなりにな」

「おとーさんと一緒にいたから？」

「そう認めるのもやぶさかではないな」

「そっかー。えへへー」

　魔剣のエレノアがすかさず（ああいう顔のことだ）と言った。

「いきなり笑い出して、どうした？」

「えっとね、おとーさんとおかーさんが仲いいとひかりもしあわせ！」

　ひかりはそう言うと、もう一度天真爛漫てんしんらんまんに笑った。

　それを見たエレノアは、多少ぎこちなくも、ゆっくりひかりの頭を撫なでてやった。

　今までくじ引き所でしか見られなかった、親子の団らん。

　その瞬間、人の姿のエレノアと、魔剣のエレノアが、両方同時に光り出した。

　辺りを包み込むまばゆい光。

　目を開けていられないほどの眩まぶしい光。

「何だ？　何が起きてる」

「おい貴様、われを出せ」

「なに？」

（我を突き出せ）

　外と内の両方から、二人のエレノアから、同じことをせっつかれた。

　何が起きているのかわからないまま、おれはエレノアを前に突き出す。

　人の姿のエレノアはしばらくその刀身を撫でたあと、刃に自ら手のひらを引いて引き裂いた。

「おかーさん!?」

「案ずるなひかり。力をそっちのわれに譲渡しているだけだ」

「え？」

「われはこれから数百年間に亘わたって暇つぶしをする。そんなわれに力など不要だ。そっちが持っていた方が有効利用できるというものだろう？」

「……なるほど。だからこっちのエレノアはお前より力が弱かったのか」

　今まで不思議に思っていた。

　元の時代のエレノアは、こっちの時代のエレノアに比べて明らかにパワーダウンしていた。

　それも、誤差ってレベルじゃなく、大体六から七割程度の力しかない。

　エレノアはこの頃の自分が一番のピークだったって言ったけど、魔剣にピークとかあるのかって、ずっと思ってた。

　それに対する回答がこれだった。

　この時代のエレノアは、元いた時代のエレノアに力を譲渡した。

　それでおれと出会った時、今までのエレノアは元より弱くなってたんだ。

　だが、弱体化していたエレノアも、これでおしまいだ。

　力を渡すエレノア。

　その体が、徐々に透明になって消えていく。

「エレノア！」

「心配無用だ。肉体はもはやわれに不要。元の魔剣の姿に戻るだけよ」

「……そうか」

「むしろ貴様のことの方が心配だぞ？　これからのわれはフルパワーだ。いわば真・魔剣エレノア。貴様に扱いきれるかな？」

　エレノアはそう言うと、イタズラっぽく微笑んだ。

「それこそ心配するな。お前を扱えるのはおれだけだ」

「くく、それは楽しみだ」

　どんどん薄くなっていくエレノアは、それでも笑顔のまま振り向く。

「そこの娘よ」

「え？　わ、わたし？」

　突然指名されたイオが驚いた。

「あの一撃は見事だったぞ。稲妻を我が身に取り込んでの雷化だったな。完全にわれを出し抜けた人間は、この世でこやつと貴様の二人だけだ」

「わ、わたしは一瞬だけですから」

　イオがあたふたする。

　Ｓランク冒険者の大魔道士になった今でも、彼女は控えめなままだ。

「だとしても、可能性があるのは間違いない。だから貴様に道を授さずけてやる」

「道、ですか？」

　小首を傾かしげるイオ。

　そんな彼女に向かって、エレノアはすぅ、と手を伸ばした。

　ほとんど消えかかっている手の先から、微弱な魔力が放たれる。

　次の瞬間、漆黒しっこくの稲妻がイオを撃ち抜いた。

「きゃっ！」

「イオ！」

「案ずるな。今のわれの魔力じゃ嫌がらせ程度にしかならん。だがこれで覚えられただろう？」

「え……？」

「……ああ」

　おれは納得した。

　この世界のルールの一つを思い出した。

　魔法に適性がある人間なら、その魔法を受けて生き残れさえすれば、受けた魔法をそのまま覚えることができる。

　７７７倍の適性を持つおれは、それで色々魔法を覚えた。

　そして、漆黒の稲妻。

　イオにもきっと適性はある。

　その証拠がエレノアの行動だ。

「その魔法を貴様にやる。好きに使え」

「──はい！」

　最後にそう言い残して、エレノアの姿は完全に消えた。

　肉体が消え、代わりに地面に突き立った魔剣エレノアが現れた。

　同時に、おれとイオの体が光り始める。

「こ、これは？」

「来た時と同じ光か！」

　そろそろ来るだろうと思っていたが、ここで来たか。

　けっこういきなりだったな。

「ひかり！」

「うん！」

　ひかりは大きく頷うなずくと、魔剣の姿に戻った。

　おれとイオ。

　そして魔剣のひかり。

　この時代にやってきた時と同じ組み合わせ。

　エレノアがパワーアップして、イオが漆黒の稲妻を覚えた。

　そこで冒険が達成された、と言わんばかりに、おれたちの体が光り出した。

「カケルさん！」

「人の子……」

　残されたタニアとオリビア。

　おれはまずタニアに近づく。

　タニアは今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　そんな彼女の頰ほおに手を添えて、優しくキスする。

「アカンサの言葉を覚えてるか？」

「はい……！」

「乗り越えてみろ。その先は吉が十だ」

「わかりました」

　タニアは涙を堪こらえて笑った。

　エレノアの中から幽霊タニアが上半身だけ体を出して、昔の自分にガッツポーズ──応援をした。

　次におれはオリビアの方を向く。

　彼女はタニアと違い、いつも通り落ち着いていた。

「今生こんじょうの別れだね、人の子」

「あっさりとしたもんだな」

「時間はドラゴンのあたしにはあまり関係ないからね」

「そうか。また来世」

「また来世」

　オリビアにもキスをした。

　次にちゃんとした状態のオリビアに会うのは、彼女が転生したあと。

　チビドラゴンのおーちゃんだ。

　そのおーちゃんと仲がいいひかりが、刀身を波打たせて友達に一時の別れを告げた。

　光がますます強まる。

　そして、おれとイオを包み込む。

　来た時とまったく同じ感覚を覚える。

　視界ゼロの中、微かすかに声が聞こえてきた。

「カケルさん……すごい冒険だった……ありがとう」

　そう聞こえたあと、唇に柔らかい感触を覚えた。

　こうして、長い過去の旅は終わったのだった。
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　光が収まったあと、おれたちは屋敷に戻ってきていた。

　見慣れた屋敷、久しぶりの屋敷。

　ちょうどその庭に立っていた。

　出掛けた時と同じ場所だ。

「戻ってきた……んですか？」

「試してみるか」

　異次元倉庫からワープの羽根を取り出した。

　このアイテムは一度行ったことがある場所に瞬間移動できる。

　ただし、時代ごとに分かれて記憶されているようだ。

　過去に行っていた時は、この時代の場所には飛べなかった。

　イオの腰を抱いて、まずはマラトンの泉に飛ぶよう念じた。

　だが、ワープの羽根は反応しなかった。

　次に、オリクトの谷に飛びたいと念じた。

　すると、一瞬で景色が変わって、イオと一緒にオリクトの谷に飛んだ。

　魔力によってカラフルな年輪のような岩ができ上がっている、オリクトというモンスターが棲すむ谷。

「ここに飛べるってことは……元の時代、っぽいですね」

「ああ、元の時代だな。ほら、あいつが逃げ出していく」

「あっ、オリクト」

　指をさした先で、この谷の主オリクトがおれたちに背を向けて一生懸命逃げ出していた。

「おれたちを見てああやって逃げ出してくってことは、おれたちのことを知ってるってことだ。つまり、元の時代のオリクトってことだな」

「そうですね。懐かしいです」

「あれに雷を落としてみろよ」

「え？」

　イオが驚いた顔でおれを見る。

　いくらなんでも逃げていくオリクトに撃たなくても……って顔だ。

「エレノアからもらった力、それがちゃんと持ち帰れたか知りたい」

「なるほど。わかりました」

　イオは頷うなずくと、おれから少し離れて魔法の杖つえを構えた。

　魔力が高まる。

　彼女の服が風に吹かれて靡なびく。

「エレノアの黒雷！」

　詠唱のあと、魔法の杖をオリクトめがけて突き出した。

　それと同時に、空から黒い稲妻がオリクトに落ちた。

　不死身だが、唯一雷だけには弱い谷の主は、黒い稲妻の一撃で体の半分を溶かされていた。

「す、すごい……」

　放った魔法の威力に、当の本人が一番驚いていた。

「百雷陣ひゃくらいじんより威力が高いな」

「はい……。こんなにすごい魔法だったなんて……わたしがもらってよかったのかな」

「素直にもらっとけ。強力な魔法ってのはその分魔力を多く消費する。それを扱えるのなら、もらっても誰だれも文句は言わん」

「はい」

　素直に頷くイオ。自分の手のひらをまじまじと見た。

　本当にこれが自分の力？　って考えているように見える。

　そんな彼女を連れて、ワープの羽根で屋敷に飛んだ。

　すると、おれが部屋に戻ってきたのとほぼ同時に、ドアがノックされた。

「ご主人様、いらっしゃいますか？」

　ミウの声だった。懐かしい。

「いるぞ、入れ」

「失礼します」

　部屋に入ってきたミウは、なぜかおれの顔をじっと凝視ぎょうしした。

「どうしたミウ」

「え？　いえなんでもないです。イオさん宛てにお客様が来ています。アグネさんとジュリアさんです」

「アグネとジュリアが？」

「通せ」

「わかりました」

　ミウは一礼して、最後にもう一回だけおれの顔を見てから部屋を出ていった。

　どうしたんだ？

　おれの顔に何かついてるのか？

　そんなことを考えていると、アグネとジュリアが案内されて部屋に入ってきた。

　イオのパーティーの女の子たち二人。アグネはラフな格好で大剣を担かついでいて、ジュリアは控えめで清楚せいそな聖職者の出いで立ちをしていた。

「探しましたよ姉あねさん」

「ここにいたんですね、お姉様」

　二人は早速イオに駆け寄った。

「ごめんなさいアグネ。それにジュリアも。長い間留守にしちゃって」

　おれとの時間旅行、素敵な冒険をしていて長く不在にしていたことを二人に謝ったイオだが、謝罪を受けた二人はきょとんとした。

「何を言ってるんだ姉さん。昨日も会ったばかりだろ？」

「え？　昨日？」

「はい……お姉様と一緒に、ヘレネー王女殿下のご依頼を果たしてきたばかりですが……」

「それって今回の冒険に出掛ける前の日のことだよね。だから相当前のことじゃ……」

「「え？」」

　声を揃そろえて、首を傾かしげるアグネとジュリア。

　イオは困惑した顔でおれを見た。

　なるほど、そういうことか。

「出掛けた直後の時間帯に戻ってきたってことだろ。時間旅行だしな、よくある話だ」

「よ、よくあることなんですね」

「ああ」

　よくある話だ。浦島太郎とかではな。イオが浦島太郎を知ってるかどうかは知らんが。

　もちろん逆のパターンもよくあるんだが、それについては言わなかった。

　でもそうか、過去にいた日数に関係なく、行った直後に戻ってこられたってことか。

　それは色々都合がいいな。

「そんなことよりも姉さん、また新しい依頼が来たんだ」

「依頼？」

「はい。ギルドのＳランクの討伐とうばつ依頼です。わたしたちだけではどうしようもないので、是非お姉様に同行して頂ければと」

「Ｓランクの討伐……大変そうだね……」

　イオはそんなことを呟つぶやきつつ、おれの方をちらっと見た。

　冒険者ギルドの依頼は、同じランクでも危険度の差がある。

　討伐というのは、文字通り何かを倒す依頼だから、当然同ランクの中でも一番危険度が高い。

　それがＳランクともなれば、最高レベルの危険度なのは言うまでもないこと。

　イオがちょっと不安になるのはわかる。

「行ってこい」

「え？」

「活躍してこいよ」

　おれはそう言って、人差し指を立てて空中で稲妻が落ちるジェスチャーをした。

　イオがそれを見てハッとした。

　エレノアの黒雷。

　それをマスターしてパワーアップしたイオに活躍してこいと言って、イオもそれを理解した。

「わかりました。行ってきます」

「おう」

　イオは自信のついた顔で、アグネとジュリアを連れて外に出ていった。

　Ｓランクの討伐は確かに危険度が最高レベルだが、イオなら大丈夫だろう。

（我を出し抜き、我の技を体得しているのだからな）

　戻ってきてからずっと黙っていたエレノアが、ようやくそこで口を開いた。

（それに、技といえばもう一つあったな。ひかり）

（うん、やってみるね）

　ひかりは元気よくそう言ったあと、刀身をわずかに光らせた。

　直後、一匹のドレイクが召喚された。

「なるほど、イオと同じで、こっちも一緒に連れてこられたか」

（そういうことだな。ひかり、人の姿には変えられるか？）

（いけると思うよー）

　召喚されたドレイクはひかりの力ですぐに人の姿、兵士の姿に変えられた。

　過去にエレノアがひかりに教え込んでいたもので、戦場でも使った技だ。

　イオと同様に、過去で覚えた技は戻ってきてからも使えた。ひかりもしっかりパワーアップしていた。

　それがちょっと嬉うれしかった、のだが──

（よくやったひかり。これならいけるだろう）

（何がいけるの？）

（うむ、それはな……）

　エレノアはそこで声を低く押し殺した。

　おれの頭の中に響く魔剣の声。

　聴覚で聴いてるわけではないからか、珍しく何を言ってるのか聞き取れなかった。

（うん、わかった！　おとーさんちょっと待っててね）

　ひかりはそう言うと、魔剣から人の姿に戻って、部屋から飛び出していった。

「おいひかり──行っちゃったか……。何なんだ？」

（今にわかる。このためにひかりにあの技を教えたのだ）

　エレノアはそれだけ言うと、固く口を閉ざしてしまった。

　どことなく楽しげなのはわかるが、このためって？

　気にはなったが、一度口を閉ざした以上、どうせ聞いても教えてくれないだろう。

　ひかりが「ちょっと待ってて」と言ったんだ。

　ならば少し待つとしよう。

　おれはベッドに腰掛けた。

　ベッドに座ると、ドッと疲れが押し寄せてきた。

　今回の旅はさすがに疲れたかもしれない。

　今日だけは早めに休むか、なんて思ってると、ひかりが帰ってきた。

「ただいまおとーさん」

「みゅー」

　ひかりはチビドラゴンを抱っこしていた。

　久しぶりに見る、ひかりとチビドラゴンのコンビ。

　見てて和なごむ二人のコンビは、疲れた体によく効いた。

「お帰り。どうしたんだ、チビドラゴンを連れてきて」

「すぐにわかるよ。おーちゃん、準備はいい？」

「みゅー、みゅー」

　チビドラゴンはみゅーみゅー鳴きながらひかりを見上げた。

　何を始めるんだろうか、と思って黙って見ていると。

　ひかりはまずチビドラゴンを床に置くと、そのまま膝ひざ立ちになって、チビドラゴンと視線の高さを合わせた。

　見つめ合うかたちになるひかりとチビドラゴン。

　直後、ひかりは体から淡い光を放った。

　その光は明滅を繰り返すと、チビドラゴンを包み込んでいく。

　なんだこれ。

　どっかで見たことある光景だぞ？

　それが何だったかと記憶を探っていると、チビドラゴンがいなくなった。

「ひかり？」

「もうちょっと待ってて？」

　ひかりはそう言って両目を閉じると「むむむむ……」と唸うなった。

　すると、またチビドラゴンが召喚された。まるでドレイクのように。

（ここからが本番だぞ）

「うん！　ひかりがんばる！」

「本番？　どういうことだ」

（このためにひかりにあの技を教えたのだ）

　エレノアは改めてそれだけ言うと、また黙り込んだ。

　ひかりの小さな体が更に光を放つ。

　その光がチビドラゴンを包み込み──光が一際ひときわ輝いたあと、そこにいたのは。

「あれ？　これって……あれれ？」

「オリビア!?」

「人の子!?　ってなんで？　あたしが成長するまではまだまだかかるはずなのに、なんで？」

「……そういうことか」

　おれはエレノアを見た。

　エレノアがひかりにドレイク兵の召喚と外見を変える魔剣の技を教えたのはこのためだったのか。

　ひかりの大の友達、チビドラゴン。

　おれに逢いたくて生にしがみつき、レッドドラゴンになって転生までした竜王オリビア。

　彼女を魔剣の眷属けんぞくにして、すぐに元の姿に戻せるようにしたんだ。

「……なるほど、そういうことか」

（さすがに気づいたか）

「ひかりがこの技を覚えてる時に気づけたはずだったのにな」

「ごめんね。おかーさんが内緒にしとけって」

（くくく、いいサプライズになっただろう？）

　なったよ。

　まさかこんなかたちで再会するとは思ってなかったよ。

　おれはオリビアを見た。

　オリビアもおれを見つめ返した。

　竜王の目にはみるみる涙が溜たまって、今にも零こぼれ落ちそうだった。

「逢いたかった！」

　オリビアはそう言っておれの胸に飛び込んできた──が。

　プシュウ、と空気が抜けるような音が聞こえて、オリビアはチビドラゴンに戻ってしまった。

　おれの胸に飛び込んできた時にはもう完全にチビドラゴンに戻っていたから、まるで犬に飛びつかれたような気分だった。

「どういうことだ？」

「あれれ？　もうちょっとおーちゃんを戻しておけるって思ったのに」

「ドレイク兵の時はかなり長持ちしてたもんな」

（さすがに竜王ともなると数十秒が限界だな。まだまだ精進が必要だぞ、ひかり）

「ひかりもっともっとがんばる！」

「ありがとな、ひかり。確かにドレイク兵とオリビアとじゃ違うよな」

（ちなみに我なら貴様が一回戦するくらいは余裕で持たせられるぞ）

「相変わらず魔剣のことになるとひかりと張り合うんだなお前……」

　それがちょっとおかしかった。

　チビドラゴン……オリビアはおれの腕の中でみゅーみゅー鳴いた。

　シンプルでいつも変わらないように見えるチビドラゴンだが、今日はなぜか悲しそうな顔に見えた。

　おれはチビドラゴンことオリビアの頭を撫なでながら。

「焦あせるな、おれはずっとここにいる」

　と、言ってやったのだった。
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　ひかりがチビドラゴンのオリビアを抱いて外に出ていった。

　契約して、形の上では魔剣ひかりの眷属になったが、二人の関係はまったく変わっていない。

　ひかりとチビドラゴンはいい友達関係を保っていた。

　一人残ったおれは部屋の中にいた。

　改めて、さすがにちょっと疲れた。

　この時代じゃ一日も経たってないが、過去でだいぶ長い旅をしてきた。

　その疲れが一気に押し寄せた。

（今日はもう休め）

「ああ、そうする」

　そのままベッドの上に倒れ込んで寝よう──と思っていたら。

　コンコン、とドアが控えめにノックされた。

「入れ」

　応じると、ミウが入ってきた。

　おれの奴隷メイドは、金色の皿に何かを載のせて持ってきた。

「どうした、ミウ」

「これはわたしがデルフィナ様から頂いたお香です」

「そんなものもらってたのか。というか、デルフィナのプレゼントって高そうだな」

「はい。この一つまみだけでお屋敷一軒分くらいするみたいです」

「高えよ！　どんなお香なんだよ」

「とてもいい香りなので、普段からこれを焚たいて、ご主人様のためにいつでも元気でいなさい、と頂きました」

「ふむ。あいついいところあるな……と額面通がくめんどおりに受け取るべきじゃないんだろうな」

（うむ、デルフィナ嬢のことだ。何かの先行投資とみるべきだろう）

「ミウのことを狙ねらってるんだろうな。渡さんが」

　おれがエレノアとそんな会話をしていると、ミウは皿をベッドサイドにあるテーブルに置き、早速お香に火をつけた。

　焚かれたお香はたちまち煙を放ち、心地よい香りを届けてきた。

「ありがとうな、ミウ。でも、どうしていきなりお香なんだ？」

「これ、実は疲労にすごくよく効くお香だそうなんです。その、今日のご主人様は、普段よりお疲れみたいでしたから」


「──っ！」



　驚いた。

　そうか。

　さっきミウが部屋を出ていった時、おれを二度見してたのはそれだったのか。

（できたメイドだな。誰も気づかなかった貴様の疲れに気づくとは）

「当然だろ。ミウは最高のメイドだ」

「ふぇえ？」

　エレノアの声が聞こえないミウは、そこだけ聞いて素すっ頓狂とんきょうな声を上げて驚いた。

　そんなミウがたまらないほど愛おしかった。

　おれはベッドに腰掛けたまま、彼女を手招きする。

「来いミウ」

「でも、ご主人様。お疲れなのに」

「だからだ。寝ながらもふもふするぞ」

「──っ、はい！」

　ミウは尻尾しっぽを揺らすと、大喜びでやってきた。

　おれは彼女を抱き留めて、一緒にベッドの上に倒れた。

　お香はみるみるうちに部屋を満たした。

　芳香ほうこうに体から力が抜けていくのを感じながら。

　おれは、ミウへのもふもふを続けたのだった。
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　一晩休んで、おれはエレノア、ひかりと一緒にくじ引き所に来た。

　そこでいつものようにエレノアが人間の姿になった。

「ここも久しぶりだな。実際のところは一日二日くらいしか経たってないはずなんだが」

「うむ、確かに随分久しぶりといった感じがするな」

　エレノアはそう言うと、どこか懐かしそうなものを見る目で悠然と佇たたずんでいた。

　なんだか……こいつ……。

「ほえぇ……おかーさん、なんかちょっと大人っぽくなった？」

　ひかりもどうやら似たようなことを感じていたようだ。

　自然体で佇むエレノア。

　見た目は前とほとんど変わらないが、纏まとう空気というか、雰囲気というか、そういうものがちょっと違っているように見えた。

「当然だろう。我はもう生娘きむすめではないのだからな」

「そうなの？」

「うむ。そうだよな？」

　エレノアはにやりと笑っておれを見た。

　過去でおれはエレノアを抱いた。昔のエレノアをだ。

　昔のエレノアは自分の力を未来の──このエレノアに譲渡した。

　その時に記憶も一緒に移したのだとさっき聞いた。

　つまり、このエレノアには、あの時の記憶がある。

「そっか……それでおかーさん綺麗きれいになったんだ」

「その通りだ」

「すごいねおかーさん」

「ふっ……」

「あの……何度も言いますけど、ここに変な家族団らんを持ち込まないでください」

　ひかりがエレノアに抱きつき、エレノアも目を細めてそんなひかりの頭を撫なでてやっていると、くじ引き所のスタッフがいつものように呆あきれた口調とジト目で登場した。

「よう、久しぶり」

「そんなにお久しぶりでもないです。それよりここに変な団らんを持ち込まないでください」

「言うほど変か？　娘が母親に綺麗だって言っちゃいけないのか？」

「そっちのことじゃないですよ」

　スタッフが唇を尖とがらせた。

「普通、母親が実の娘に自分はもう生娘じゃなくなったから、なんて話します？　しませんよね？　かといって実の娘に処女懐胎しょじょかいたいした、と宣言したりもしないとは思いますけど……」

「なるほど、確かにひかりは処女懐胎を経て偉人いじんになった、という話でもアリだったな」

「全然私の話を聞いてないですし。普段の親馬鹿おやばかぶりの方がまだマシですよ、はあ……」

　スタッフは深い溜ため息いきを吐ついてから、気を取り直した、という感じでおれを見た。

「いらっしゃいませ。今日もくじ引きをしていきますか？」

「ああ。これ使えるか？」

　おれは黄金のくじ引き券を取り出した。

　過去の時代で手に入れたくじ引き券。

　タニア、オリビア、オルティア、エレノアたち、現代と過去が繫つながっている女たちと全員会ったあとに手に入れた黄金のくじ引き券だ。

　それを見たスタッフは。

「限定くじ引き用ですね」

「限定か。どういうくじ引きなんだ？」

「ファーストくじ引きです」

「ファーストくじ引き？」

「ファーストといえば一度目。要するに、お客さんがこの世界に転移してこられる前に引いたあれです。あれをもう一回引けるんです」

「あれって、７７７倍とか触手しょくしゅとかが出てきたヤツのことか」

「はい、それを引けるのはもちろんですが、ただ引くだけじゃなくて、今度は好きな人にその能力を与えることもできます。もちろん、お客様が自身で使うこともできますよ。あ、今回は一回だけで引き直しなしですから。念のため」

　スタッフがそう説明すると、エレノアが興味を示した。

「貴様のそれが出るかもしれないくじ引きか」

「そうらしい」

「他ほかにはどんな賞品があるんだ？」

「そうだな、確か……」

　おれは初めてくじを引いた時のことを思い出す。

　あの時はやり直すことができたから何回も引き直した。

　その時出てきた賞品を思い出す。

　確か、口から火を吹く火吹き男があった。

　賢者ってのもあった。

　バーサーカーってのもあった。

　他には能力二倍とか、三倍とか、十倍とかがあった。

「その中だと、触手が一番面白おもしろいな」

「なら、触手を引いてお前にくれてやる」

「それには及およばん。触手くらい我にも出せる。魔剣のたしなみだ」

　エレノアが言うと、ひかりが目を見開いて驚いた。

「そうなの？　ひかりも触手を出せるようになれるの？」

「無論だ。この我の娘なのだからな。多少の訓練は必要だが」

「ひかり覚える！　魔剣のたしなみだから！」

「うむ。今度教えてやろう」

「ひかりの触手か、可愛かわいいだろうな」

　おれはちょっと想像してみた。

　可愛いひかりが伸ばす触手。

　魔剣の姿なのか人間の姿なのかわからない──両方かもしれない──が、どっちでも両方でも、それは可愛いに違いなかった。

「だから変な団らんはやめてくださいって……娘の伸ばす触手が可愛いとか、どんななんですかもう……」

　スタッフはぶつぶつ呟つぶやきつつ、くじ引きの抽選機を用意した。

　確かにおれがこの世界に転移してくる前に引いたやつと同じだった。

　しかし、これかあ。

　正直、ありがたみがないんだよな。

　いや中のものは強いよ？　どれもこれも強力なチートスキルだ。

　でも何回も引き直して最終的に全能力７７７倍にしたおれだ。今更ありがたみはない。

「いいから、深く考えるな」

　おれの思考を見抜いたのか、エレノアがにやりと笑う。

「適当に引いて貴様の女どもにくれてやればいい。貴様には無用の長物かもしれんが、女どもにはそうでもあるまい？」

「……確かに」

　エレノアの言うとおりかもしれない。

　おれは下手に考えるのをやめて、くじを引いてみることにした。

　取っ手を摑つかんで、軽くぐるっと回す。

　ガラガラガラ……ポトッ。

　ガランガランと、ハンドベルが鳴った。

「おめでとうございます、『人形使い』です」

　おれには必要なさそうだが、面白そうな能力が出た。
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　青空の下、五爵邸ごしゃくてい別館。

　訓練のための大広場、そこから一段上がった台の上に置かれた椅子いすに座って、おれは広場を見下ろしていた。

　大広場は今、二つのグループに分かれていた。

　片方は、ナナ率いる二百人の奴隷兵。

　最初こそ好き勝手動いて、やる気もなかった女たちだが、今はナナの指揮下で、統率された動きを見せている。

　数は二百と少数だが、正面からぶつかっても、千人二千人の相手には引けを取らないほどの精鋭部隊だ。

　もう片方は、ひかりとチビドラゴンを守っているドレイク兵百体。

　百体の亜竜は、過去から連れてきた魔剣の使徒しとだ。

　単独の戦力は弱いものの、ひかりがいる限り、ほぼ無限に再召喚できる。

　今まさにその両方が真っ向から衝突する模擬もぎ戦をやっていて、それをおれが台の上から眺ながめているところだった。

（ひかりの方が押されているな）

「ああ。数も練度もまだまだ足りない。無限再生がなかったら一瞬で百体皆殺しにされててもおかしくない」

（そうだな。だが、ここからだ）

　エレノアがそう言った直後、ひかりの傍そばにいたチビドラゴンの体が光った。

　その体は一瞬光の粒子になってひかりの体に吸い込まれたあと、ドレイク兵と同じように召喚されて再登場した。

　今度の姿は巨大なドラゴン。

　フォルムは以前戦ったレッドドラゴンとほぼ同じ。

　だが、サイズが一回り小さく、体色も赤くはない。

　そんなドラゴン・オリビアをひかりが召喚した。

　さすがは元竜王。オリビアが出てくると、劣勢だったのを一気に押し返した。奴隷兵たちは次々と蹴け散ちらされて、ニキやネオラといった小隊長クラスがなんとか踏ん張っている状態だ。

　オリビアを先頭に押し返すひかりたちに向け、奴隷兵側からナナが飛び出した。

　それまで後方にいて指揮に徹していたナナが剣を振るって、オリビアに挑もうとする。

　ナナの長剣をオリビアのかぎ爪つめが受け止めた。

　それまでにはなかったビリリと肌を突き刺すほどの気がこっちにも伝わってきた。

　暴風のごとき斬撃ざんげきを次から次へと繰り出すナナ。

　一回斬りつける度に百パーセント追加攻撃の効果が出て、二度の破裂音が空間を震わせる。

　オリビアはその巨体、そして鋼はがねよりも硬い体、更に膨大な魔力を全すべて活いかして、自ら放った魔法で援護えんごしつつ、ナナとの肉弾戦に応じた。

「……互角、だな」

（そのようだな。伸びしろを考えれば、そのうちオリビアの上を行くかもな）

「オリビアの伸びしろは考えないのか？」

（ふむ？　あれからまだ伸びると貴様は思うのか？　数百年も生きた女に更に成長しろと？）

「わからん。だがその方がいい」

（くくく、また貴様の悪い虫が出てきたようだな）

　悪い虫とは失礼だな。おれは成長する女の方がよりいい女だと思ってるだけだ。

　ナナは出会ってからだいぶ成長した。

　一方、オリビアは一回死んで転生したこともあって、出会った頃に比べて強くなったという感じはしない。

　もし成長できるなら成長するといいな、ってだけの話だ。

（この先ヤツが成長するかどうかはともかく、今はもう限界のようだな）

「む？」

　エレノアがそう言った直後、オリビアの巨体が急に脱力した。

　ナナの斬撃に押されて徐々にあとずさり、さっきまでとは別人のように力負けしている。

　オリビアだけではない。オリビアに続いていたドレイク兵たちも劣勢だ。

　ナナとオリビアが一騎討うちする横で兵たちの戦いも続いていて、最初の頃と同じようにドレイク兵がやられてはひかりが再召喚していたが、ここに来て召喚が途切れがちになった。

　やがて、ドレイク兵が最後の一体まで蹴散らされると、奴隷兵たちがひかりを取り囲んだ。

　その横でナナもオリビアを制圧している。

（どうやらひかりの力の限界だな）

「ひかりの限界？　過去の時はもっと保もってなかったか？」

（強力な者を召喚する方がより力を消耗する。それはこの前オリビアの件でわかっただろう？）

「なるほど。オリビアを出したから一気に力を持っていかれたってことか」

　遠くから見るひかりの姿は確かに辛つらそうだった。

　全力でかけっこをしたあとみたいに、大きく肩で息をしている。

（我ならオリビアを五回は召喚できるがな？）

「隙すき見て自分アピールするなよ。ひかり相手に大人げない」

（ひかりは可愛かわいいが、魔剣としては負けられん）

　エレノアの口調は割とマジだった。

　おれより遥はるかに親馬鹿おやばかなこいつだが、「魔剣として」が枕詞まくらことばにつくことに関してはひかりにすごく対抗意識を燃やしてる。

（貴様の方がよほど親馬鹿だ）

「そんなことはない」

　おれはそう言って椅子から立ち上がった。

　ひかりはもちろん世界一可愛い娘だが、こいつに親馬鹿と指弾されるようなことまではしてない。

（自覚がないというのは一番罪なのだがな）

「なんとでも言え──訓練変更！」

　おれは大声を上げた。

　ひかりを取り囲んでいた奴隷兵たちがびくん！　と身じろいだ。

「誘拐ゆうかい目的の敵から要人を守りきれ」

「総員！　ひかり様を守れ！」

　一瞬でおれの意図を理解したナナが号令を下した。

　奴隷兵たちの動きが変わった。

　それまでひかりを取り囲んで「王手」をしていた二百人が、一斉いっせいにひかりを自陣の「王将」として守る動きになった。

　おれは立ち尽くしたまま動かなかった。

　代わりにおれの背後から影が三つ飛び出すと、奴隷兵に向かっていった。

　前もって作らせておいた、台の下に置いてあった人間サイズの藁わら人形だ。

　作りは質素。

　しかし頭と胴体、そして四肢ししがある藁人形。

　その藁人形が奴隷兵たちに襲いかかった。

　先頭の藁人形が大剣をぶん回して、後ろの藁人形が片方は雷魔法で援護射撃、もう片方は補助魔法で他ほか二体のフォローをしている。

「こ、この動きは──」

「イオさん!?」

　奴隷兵たちから混乱の声が上がった。

　そう。

　三体の藁人形は、それぞれイオ、アグネ、ジュリアを模もしたものだ。

　パワーも速度も使っている魔法も、ほとんど三人を再現したものになっている。

　見た目が藁人形であることを除けば、ほぼイオのパーティーそのものだ。

　人形使い。

　黄金のくじ引き券で引いたスキルをおれが使って、藁人形を操作している。

　ちなみに、まだこのスキルをおれのものにしたわけじゃない。

　今回はくじの引き直しができない分、一度までならスキルをお試しで付与ふよできると言われた。

　だから、まずおれが試して、そのあと誰だれにスキルを与えるか考えようと思ったわけだ。

「浮き足立つな！　著名な冒険者パーティーと戦うこともあるのだぞ！」

　突然のイオのパーティーに動揺していた奴隷兵たちだったが、ナナに一喝いっかつされて落ち着いた。

　生粋きっすいのパワーファイターであるアグネ人形にはネオラが向かうと、そのパワーを左へ右へと受け流すことで無力化した。

　アグネ人形を助けるために、イオ人形を動かして小さな雷を落としてみたが、それは一小隊総勢二十人が力を合わせて張った魔法障壁で遮さえぎった。

　二十人が力を合わせれば防げるレベルだったようだ。

　その間に、ニキが第一小隊を率いて突入すると、イオ人形とジュリア人形を分断。接近戦が苦手な二人をそれぞれ制圧した。

　こうして、イオのパーティーは奴隷兵の前に敗れ去った。

「よかった……なんとか勝てた」

「これって閣下が操作してるんだよね。すごいなあ……」

「閣下ってこんなこともできるんだ」

　一連の戦闘のあと、気が緩ゆるんだ奴隷兵が口々にそう言う。

　何人かは潤んだ目でおれを見つめてくるから、あとで可愛がってやろうと思った。

（本物だったらこう簡単にはいかぬだろうがな）

「当然だ。イオはもっと強くなってるからな」

（しかし、ここまで使いこなせるならもう貴様が使えばいいのではないか？　その人形使いとやらのスキル）

「おれが使うと、どうしてもおれの女のように動かしたくなるからな」

（それがどうした）

「そんなことするくらいなら実際におれの女に傍そばにいてもらった方がいい。おれが操作するとおれが知ってる動きしかしないが、オリジナルならおれが知らない動きもしてくれるからな」

（理由になっているようでなってない気がするが、まあ貴様がそう言うのならそれでいい）

　ぶつぶつ言いながらも、一応は納得してくれたエレノア。

　実際に使ってみて、人形使いのスキルの使い方はよくわかった。

　人形と名のつくものを操作して、自分ができることを人形に代わりにさせられるみたいだ。

　イオの雷は喰くらったことのあるおれにも使えるし、アグネの動きはシンプルだから真似まねしやすい。ジュリアに至っては動きがあまりなく、補助魔法を仲間に適切に掛け続けてるだけだから、操作するのも楽だった。

　それは全部おれにもできること。

　だから今のように戦えた。

　その気になれば、おれはくつろいだまま、人形におれ自身の世話をさせることもできる。

　結論としては大体こんなもんか。

　使いこなすと割とチートなスキルだ。

　上手うまく使えば実質分身の術みたいな使い方もできる。

　あとは──これを誰にやるかだな。

「ご主人様」

「ん？」

　その時、台の下からおれを呼ぶ声がした。

　可愛らしい耳とふさふさの尻尾しっぽが特徴の獣人メイド、ミウ・ミ・ミュー。

　この屋敷をたった一人で切り盛りしている我が家の有能メイドだった。
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　ミウはいつも通り可愛かわいらしい顔でおれを見上げながら言った。

「お客様がいらっしゃいました」

「客？　どっちの部屋だ？」

　そう聞いたのは、屋敷には二つ応接間があって、客の性質次第でどちらに通すか決まっていいるからだ。

　基準は簡単。

　おれにとって敵か否いなかの二択で、どちらに案内するかはミウの独断だ。

　実際そういう仕組みなのか確認したことはないが、今までは間違いなくそうなっていた。

　だからどっちの部屋なのかと聞いてみたが、ミウの答えはもっとストレートなものだった。

「デルフィナ様がお越しです」

「そうか」

　デルフィナなら味方の部屋に通しただろうと、おれは台の上から飛び降りて屋敷に向かう。

　訓練はナナに任せた。

　何か言わなくても、ナナなら上手うまくやってくれるはずだ。

　屋敷の中に戻って、敵じゃない客を通す方の応接間にやってきた。

　案の定、中にはデルフィナ──ともう一人、若い女がいた。

　デルフィナはソファーに腰を下ろして背を預け、一方、女は彼女の背後で背筋をピンと伸ばして立っていた。

　おれはデルフィナの前を通って、テーブルを挟んだ向かい側に座った。

「どうだ、最近儲もうかってるか？」

「おかげさまで。近いうちに、マロネイを特区にしていただけそうですわ」

「特区？」

「事実上の租借地そしゃくちです。国の中にもう一つ国を作りますわ。国というには小さめですけれど」

「ミニ国家か。モナコかバチカンを思い出すな」

「どちらも聞いたことのない地名ですが、おそらくカケル様の認識どおりですわ」

　デルフィナは艶然えんぜんと、そして不敵に微笑んだ。

　出会った頃から相当だったけど、最近ますますすごくなってないか。

　金の力で国の中にもう一つ国を作るなんてな。

　正直な話、挙兵して軍事力で国を一つ作るよりすごいことだと思う。

「どんどんすごくなるな、お前」

「いいえ、まだまだですわ。もっともっと肥こえませんと。もっともっと財を、あらゆるものを蓄えて、カケル様がなりふり構わずわたくしのことを求めるくらいになりませんと」

「欲張りだな」

「そういうのはお嫌いですか？」

「いいや、大好きだ」

　おれとデルフィナの約束。

　彼女を彼女の持つ財産ごと纏まとめて買い上げること。

　彼女はそのために自分の資産を増やしている。

　自分の価値をもっと高めて、ピークまで高まった状態でおれに買われることを望んでいる。

　おれのハーレムの中でもとりわけ奇妙な関係だが、おれもデルフィナも、それがベストだと考えてこの関係を続けている。

「ところで、さっきから気になってたんだが。お前の後ろに立ってる女、どこかで会ったことないか？」

　そう言って、その女に視線を向ける。

　やっぱりそうだ。見覚えがある。

　わざわざそう聞いたのは、デルフィナ関係とは違うところで見た気がしたからだ。

　デルフィナの部下なら嫌でも見覚えがあるし、敢あえて聞くまでもないが、そうじゃないから余計気になった。

「カランバ女王陛下のところではありませんか？」

「言われてみれば。確かにリカのところで見たぞ」

「自己紹介しなさい」

　デルフィナが言うと、女は一歩前に進み出て、緊張気味に腰を折った。

「は、はじめまして。コーラリア・ラマンリ・カランバと申します」

「ラマンリ？　それにカランバ？」

　眉まゆを顰ひそめて首を傾かしげた。

　ラマンリというのはデルフィナの名字。

　カランバというのは、言うまでもなくカランバ王国女王、リカの名字だ。

　目の前の若い女はその二つの名字を同時に名乗った。

　どういうことなのか、とデルフィナを見る。

「わたくしと女王陛下の子ですわ」

「お前たち、そういう関係だったのか」

「だったらどうしますの？」

「同じ日に娘ごと纏めて可愛がる。仲が良い女同士の方が可愛がり甲斐がいがある」

「カケル様はブレませんわね」

　デルフィナは穏やかに微笑んでから、コーラリアのことを話してくれた。

　少し前に倒産した商人の屋敷にいた奴隷で、財産として処分されそうになっていた彼女に、リカとデルフィナがほぼ同時に目をつけた。

　そこで、奪い合うのはやめて、どうせなら二人が半分ずつ教育──英才教育を施ほどこそうということになったらしい。

「面白おもしろいことを考えるな、お前たち」

「カケル様と一緒ですわ。あなたもセレーネ殿下を立派に育て上げられたではありませんか」

「そう言われると、そうか」

　おれはじっとコーラリアを見た。

　デルフィナとリカが名字を与え、目を掛けて育てるほどで。

　更に、デルフィナがセレーネを引き合いに出してきたということは。

　それはつまり、コーラリアも優れた……相当賢い女だと判断しているということ。

「お前はともかく、リカが絡からんでるってことは……おれに仕上げをしろって連れてきたのか」

　リカは自分の後宮こうきゅうに美女を集めてハーレムを作っている。

　表向きは女王の後宮だが、リカがおれを喜ばせるために作ったハーレムだ。

　正直、ハーレムなんて自分で作れるし、気に入った美女は自分で口説くどくのだが、おれを喜ばせるためのハーレムを作ってる時のリカは生き生きしていて綺麗きれいだから、好きにさせていた。

　そのこともあって、コーラリアもリカが仕込んだのか、と推測した。

「それについてはもう少し先ですわ。まだまだ発展途上ですの」

「じゃあ、何のためにここに連れてきたんだ？」

「この子を──しばらくの間、カケル様の屋敷で働かせていただけませんか？」

「彼女を、ここで？」

　聞き返すと、デルフィナは静かに頷うなずいた。

「できれば、カケル様のメイド……ミウの下で」

「つまり、ミウに研修させろってことか」

「ええ。この先のことを考えますと、本物のメイドの仕事を間近で見せてあげたいのですわ」

「やけにミウを買ってるんだな」

「カケル様はそうではありませんの？」

「いや？　ミウがすごいことはおれしか気づいてないって思ってた」

「本当にそうお思いなのでしたら、それはカケル様の数少ないミスですわ。奴隷を二百人も追加したのに、屋敷のメイドはいつまで経ってもあの子一人だけ……それなのに屋敷はなんら問題なく回っていて──十数人は必要な仕事量を一人で完璧かんぺきにこなしている。そこまで見せられれば、誰だれだってその有能さに気づきますわ」

「なるほど、確かにそこはおれのミスだ」

　デルフィナにミスだと言われたが、それほど悪い気はしなかった。

「いかがですか」

「いいだろう。その代わり条件がある」

「どうぞ」

「娘を預かるからには、親から謝礼をもらうのが筋だろ？」

　おどけた調子で言うと、デルフィナも艶然と微笑んで返事をした。

「リカの準備ができています。わたくしを連れて飛んでいただければ、すぐにでも体でお支払いしますわ」

「そうか」

　なんだかある種のプロレスをやっているような気分になった。

　向こうはおれがこう言うだろうということを予想していて。

　おれも、向こうが準備してることがわかっていて要求した。

　予定調和──まさにプロレスの一種みたいなものだ。

「ミウ」

　声を上げて呼ぶと、すぐにミウが応接間に入ってきた。

「リカとデルフィナの紹介で、しばらくこの子をメイドとして預かる。ミウが色々仕事を教えてあげてくれ」

「女王様とデルフィナ様の……わかりました！」

　ミウは小さな握りこぶしを胸もとに作って気合いを入れた。

「それじゃ、おれはデルフィナとリカのところに行ってくるから、あとは任せた」

「はい。行ってらっしゃいませ」

「い、行ってらっしゃいませ」

　ミウとコーラリアに見送られて、おれはワープの羽根を使うと、デルフィナと一緒にリカが待っている宮殿に飛んだ。





☆






　カケルたちがいなくなったあとの応接間。

　残されたコーラリアはそこであぜんとしていた。

　自分にとって大恩人なことももちろんあるが、それ以上にリカは一国の女王。

　デルフィナだって財産が一国のものに相当する大商人。

　その二人に体でお礼をさせるカケルという男。

　話には聞いていたが、予想以上にスケールの大きい男なのかもしれない、とコーラリアは思った。
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　カケルがデルフィナを連れて出掛けたあと、残されたコーラリアは改めてミウと向き合った。

「よろしくお願いします、ミウさん」

「そんな、わたしのことなんて呼び捨てでいいです」

「それはダメです。私はラマンリ様から、ミウさんをよく見て勉強しなさいと言われました。ミウさんは私の先生です」

「先生!?　わ、わたし、そんなにすごい人じゃありません」

　ミウはあたふたした。

　控えめな性格の彼女は、他ほかの人より上に扱われることに慣れていない。

「それにわたしは奴隷ですから。女王様とデルフィナ様からお名前を頂いているコーラリア様からそんな風に呼ばれるような立場じゃないです」

「私も奴隷だったんだ……」

「え？」

　突然の告白に驚くミウ。

　目を見開いてコーラリアのことを凝視ぎょうしする。

「一クレ奴隷……ってわかるかな」

「はい、何回も売られたあとの奴隷のことですよね」

　頷うなずくコーラリア。

　彼女はかつて別の商人に買われ、その屋敷で働いていた奴隷だ。

　その商人が破産して、法的に最も安価な一クレ奴隷になったところ、彼女を欲しがるリカとデルフィナの目に止まった。

　今でこそ二人から名字をもらっているが、彼女もまた奴隷時代が長く、その時の気分が抜けきれていなかった。

「私もその一クレ奴隷だったの。だから全然、様とか付けて呼ばれるような人じゃないんだ。それに」

「それに？」

「同じ奴隷なら、主あるじの偉さで立場の上下が決まることもあるよね。私はリカ様とラマンリ様の奴隷、ミウさんはカケル様の奴隷。……だったら、ミウさんの方が立場が上よね」

「あぅ……」

　そう言われると、それを強く否定できないミウだった。

　自分はともかく、自分の主のことを持ち出されては否定できない。

　彼女はカケルを尊敬し、心底敬愛している。

　たとえどんな事情で、どんな話の流れだろうと、彼女はカケルを否定することができない。

　それが、自分をへりくだってしまう性格と矛盾を引き起こしていた。

　性格上、ミウはひたすらへりくだるだけだが、コーラリアは違う。

　リカとデルフィナの英才教育によって、彼女は場をわきまえた振る舞いができた。

　もちろん、方便も使えれば、相手を自然に妥協点に導くこともできる。

「……それじゃ、お互い敬語なしの呼び捨てにするのはどう？　同じ奴隷同士だし」

「は、はい！　それなら」

「よろしく、ミウ」

「よろしく、こ、コーラリア」

　それでもまだ少し引っ掛かってしまうミウ。

　コーラリアは少し疑問に思った。

　デルフィナに言われたこと。

　ここに連れてこられたこと。

　ここでこの大人しいミウから、一体何を学べばいいのだろうか。

　大恩あるデルフィアを否定するわけではないが、コーラリアは少しだけ、ここに連れてこられたことに疑問を持ったのだった。





☆






　ミウの仕事は、メイドとしては極めてオーソドックスなものだった。

　屋敷の清掃、布ものの洗濯、食事の用意。

　どれ一つとっても何の変哲もないものだ。

　仕事を手伝うコーラリアの疑問はますます深まった。

　一つ一つの仕事を丁寧にやり、かつ（普段は）一人で回しているのはすごいといえばすごいことだが、この屋敷にはそれほど住人がいないこともあり、その気になれば自分でもできるのではないかと思った。

　ならば、なぜ？

「あ」

　洗濯物を干していた途中、急に屋敷の方を見て、動きを止めたミウ。

「どうしたの、ミウ」

「お客様がいらっしゃったみたい」

「お客様？」

「出迎えないと」

　ミウが手元の仕事を中断して、屋敷の中に戻っていく。

　玄関まで戻ると、ちょうどノッカーを叩たたく音が聞こえてきた。

　ミウが重厚な扉を開けると、そこには身なりのいい糸目の男が立っていた。

「失礼。わたくしイオセフ・ミキス。ユウキ様にお目通りをお願いしたく参上いたしました」

　人のよさそうな笑顔を浮かべて、慇懃いんぎんな態度を見せる男。

「こちらがアイギナ王国、総理王大臣殿下の紹介状でございます」

　と言って、仰々ぎょうぎょうしい印章で封がされた封筒を差し出した。

　アイギナ王国総理王大臣といえば、現在は第一王女セレーネが兼任している王国のトップだ。

　リカの傍そばにいるのでコーラリアは知っている。セレーネもカケルの女の一人なのだと。

　そのセレーネに紹介状を書いてもらってまでやってきた客だ。ただ者ではないとコーラリアは思った。

　しかし、今ここにカケルはいない。

　さて、ミウはどうする？

「わかりました、こちらへどうぞ」

「え？」

　驚くコーラリア。

　そんな彼女を他所よそに、ミウは封筒を受け取らず、そのまま男を屋敷に上げた。

　そして男を応接間に──デルフィナの時とは違う応接間に案内した。

　そして「少々お待ちください」とだけ言い残し、部屋を出た。

「屋敷に上げてよかったのミウ。カケル様はいないのに」

「ご主人様なら、先ほど戻られたから」

「え？」

「リカ様もデルフィナ様もご一緒に」

「うそ、どうしてわかるの？」

「お仕事に慣れたら、あなたもすぐにわかるようになると思う。ひかり様もお戻りになって、今オリビアちゃんと一緒にお風呂ふろに入ってる」

　歩きながら、あまりにも当たり前のように話すミウにコーラリアは驚いた。

　そんなことまで把握はあくしているのか、と戦慄せんりつすら覚える。

　いやしかし、メイドとしてはそれが理想なのかもしれない。

　主の在不在のみならず、屋敷に今誰がいて、それぞれ何をしているのかを把握しておくのは、屋敷を預かるメイドとして重要なことだ。

　コーラリアは少しだけデルフィナの考えがわかった気がした。

「でも、それだとますます上げてよかったの？　だって、カケル様と女王様とラマンリ様がいるってことは、つまり──そういうことだよね」

「うん。でも、ちょっと危ない人みたいだったから」

「危ない人？」

「多分、ご主人様の敵」

「敵!?」

　言い切ったミウ。

　コーラリアは更に驚愕きょうがくした。

　あの人のよさそうな男が？

　しかもセレーネの紹介状まで持ってきた相手が、敵？

　なんでそう判断したの？　と聞こうとしたら、もう二人はカケルの部屋の前に着いていた。

　ミウは部屋の前に立ち止まると、ノックをすることなく呟つぶやく。

　ものすごい小声で、隣にいるコーラリアでさえぎりぎりでしか聞き取れないような小声で。

「お客様です、ご主人様。さっきと違う方の部屋にご案内しました」

　ミウがそう言ってしばらくすると、カケルが出てきた。

　ドアを開けた瞬間、濃密な男女の匂におい──リカの後宮でも嗅かいだことのある匂いが香ってくる。

　中にリカとデルフィナがあられもない姿でいるのは確実だ。

　カケルはすぐにドアを閉めると、ミウに聞いた。

「あっちの部屋か」

「はい」

「わかった。よくやった」

　カケルはそう言ってミウを労ねぎらい、つかつかと歩いていく。

　それを見送ったあと、コーラリアはミウに聞いた。

「ねえ、さっきのって何？　ミウもカケル様も、違う部屋って強調してなかった？」

「ご主人様のお客様が来た時に使う応接間は二つあるの。それを敵さんとそうじゃない人とで使い分けてるから」

「二部屋をそんな風に分けてるの？」

「他の人には言わないでね。本当はご主人様以外の人が知っちゃうとよくないから」

「う、うん。絶対言わない」

　コーラリアは頷いた。

　さっきの男を屋敷に上げた時、コーラリアは前にデルフィナと一緒に挨拶あいさつした応接間と同じ部屋に上げたと思い込んでいた。

　案内するまでの道順に違和感を覚えたが、勘違いだと思っていた。

　だが、実際に同じ構造の部屋が二つあったのだ。

　敵を案内する部屋も、そうじゃない相手を案内する部屋も造つくりは同じ。
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　それもこれも、相手にそれをわからせない工夫だ。

　それだけに、そのことがばれると意味がなくなってしまう。

　コーラリアは、この秘密を絶対口外こうがいしない、と固く誓うと共に。

　そんなことまでやっていたのか、とミウの評価をまた少しだけ見直した。





☆






　ミウの仕事はそう簡単には終わらなかった。

　カケルと来客にお茶を出したあと、洗濯物干しの残りをやって、庭の手入れもした。

　更に、別館というカケルの私兵が使っている建物の清掃もして、その者たちの食事も作った。

　庭の手入れを始めた時点で、コーラリアはミウを完全に認めることに決めた。

　それは本来庭師の仕事であり、メイドがすることではない。

　しかし、ミウは実に手慣れたように庭を手入れしていった。

　貴族の屋敷としてはもちろん、宮殿の庭にも引けを取らないほど美しく保たれていた庭は、ミウが管理していたのだ。

　その上更に私兵が使っている建物にまで手をつけた時には、目眩めまいさえした。

　私兵ということもあって、そこはまるで兵舎のような造りだ。

　二百人も生活している兵舎の清掃。更には二百人分の食事まで用意した。

　しかも、驚くことに、それをほとんど一人でやってのけた。

　次々に仕事をこなしていくミウ。

　手伝っただけのコーラリアがくたくたになっても、ミウは微塵みじんも疲れを見せず、涼しい顔で仕事を続けた。

　屋敷と別館全部の仕事をミウは全すべて一人でこなした。

　コーラリアは、最後には驚嘆きょうたんの二文字以外なかった。

　同時に納得もした。

　デルフィナが自分をここに連れてきた理由がまた一つわかった。

　わかったが、できる気はしない。

　こんな超人メイドと同じことができるとはまったく思えないコーラリアだった。

　別館での仕事が終わる頃、完全に日が暮れた。

　屋敷に戻ってきたミウはおもむろに言った。

「お疲れ様コーラリア。今からコーラリアのお部屋に案内するね」

「……ようやくお仕事はこれで終わり？」

　さすがに、という言葉をギリギリのところで呑のみ込こんだコーラリア。

「うん。あ、わたしはまだ一番大切なお仕事が残ってるけど」

「え？　そ、それも見せて！」

　食いつくコーラリア。

　彼女は「ミウを見て勉強しろ」と言われてここに来ているのだ。

　一番大事な仕事が残っていると聞いて、このまま休むわけにはいかない。

「見たいの？　コーラリア」

「うん！　見せて！」

「……うん」

　別にいいけど、という顔をするミウ。

　ミウにとって一番大事な仕事。それは一体何だろうか。

　コーラリアはドキドキ半分、わくわく半分の気持ちでミウについていった。

　屋敷の中を進み、ミウの部屋にやってくる。

　部屋の中に入ったミウは、まず服を着替えた。

　丸一日仕事をして汚れたメイド服を脱いで、綺麗きれいなメイド服に着替え直した。

　そしてそのまま椅子いすに座って、ふかふかの尻尾しっぽにクシを通していく。

　尻尾を梳とかし、毛並みを整えていく。

　大事に、丁寧に。

「ね、ねえ。大事な仕事って……それ？」

「うん。ご主人様に、いつでももふもふしてもらえるようにしておくの」

「もふもふ？」

「ご主人様、もふもふするのがお好きだから」

「それがミウにとって一番大事なお仕事なの？」

「そう。一番大事なお仕事だよ」

　ミウは真顔で言った。

　冗談を言っているわけでも、噓うそを言っている様子もない。

　本当に大事なお仕事だと思っている顔だ。

　コーラリアは困った。

　本当に〝もふもふ〟とやらがそうなのか、と眉まゆを顰ひそめた。

「あっ、ご主人様が呼んでる」

「え？　私には聞こえないけど」

「耳は、ちょっとだけいいから」

　ミウはそう言った。

　なるほど獣人だから、とコーラリアは納得した。

　ミウがペースを上げた。

　急いで、しかし更に丁寧に。

　尻尾の毛並みを整えた。

　そして部屋を出た。

　コーラリアも一緒についていった。

　やってきたのはリビング。

　そこではカケルが一人でソファーに座っていた。

「お呼びですか、ご主人様」

「おう。大事な用があるんだ」

「はい」

「ここでちょっと待ってろ。すぐに戻る」

「わかりました」

　カケルはそれだけ言うと、一瞬で姿を消した。

　ワープの羽根というアイテムを使ったらしいと、前に教えてもらったことがある。

「いなくなっちゃった……もふもふじゃなかったの？」

「違ったみたいね」

「え？　毎日もふもふするんじゃないの？　この時間に」

「毎日じゃない。ご主人様の気分次第でしない時もあるから」

「き、気分次第なの？」

　驚くコーラリア。

　あれほど仕事のできるミウが「一番大事なお仕事」と言うくらいだから、てっきり毎日するものだと思っていた。

　それが、どうやらそうではなかったらしい。

　コーラリアはますますわけがわからなくなった。

　しばらくすると、カケルが屋敷に戻ってきた。

　いなくなった時と同じように、いきなり現れた。

　ただ一つ、いなくなった時と違うことは、カケルは一体の人形を持っていた。

　それも、等身大の人形だ。

　まるでマネキンのような人形は、ミウそっくりだった。

　顔も体も、着ている服もまったく同じ。

　関節などを可動にするギミックだけが、それが人形であることを示していた。

「さっき作らせたんだ。お前にそっくりだろ」

「はい、そっくりです」

「これをお前にやる」

「ありがとうございます！」

「ついでにこれもだ」

　カケルはそう言ったが、ミウに何かを差し出すそぶりは見せなかった。

　だから、ついでにというのが何を指すのか、コーラリアにはわからなかった。

　が。

「あっ」

「いけるか？」

「はい、これで……いいのかな」

　恐る恐るといった感じで呟くミウ。

　直後、ミウを模もした人形が動いた。

　カケルが持ってきた人形が動き出したのだ。

　まるで人間のように。

「ちゃんと動きました、ご主人様」

「人形使いのスキルだ。それをお前にやる」

「いいんですか？　わたしなんかに」

「いいんだ。理由もちゃんとあるからな。まずは試しにできるだけ人形の力を使ってお茶を淹いれてみてくれ」

「はい。やってみます」

　頷くミウ。

　カケルの命令に、ミウ本人ではなく、ミウの人形が動き出した。

　リビングを出て厨房に向かう。命令通りお茶を淹れようとしているようだ。

「で、ミウはこっち」

　手招きするカケル。

　招かれるまま、ミウはカケルに近づいていく。

　カケルはそのままミウを抱き寄せると、彼女をもふもふし出した。

　直前に整えた毛並みにもふもふする。

「これでもふもふしてる時もミウは仕事ができるだろ？」

「──はい！」

「あっ……」

　本当だ、とコーラリアは思った。

　それは今日一日一緒にいた中で一番嬉うれしそうなミウの笑顔。

　もふもふというのが本当に大事なことなのだと一発でわかる笑顔だった。

「だからこのスキルをやるなら、ミウが一番ふさわしい、だろ」

「ありがとうございます、ご主人様！」

「人形を複数操あやつれそうになったらデルフィナに言え。話はつけてある。人形はいくらでも作ってやるから、屋敷のことは今まで通り全部ミウに任せる」

「はい!!」

「……っと、だが、もふもふは本人だけだからな。人形を使ってごまかすなよ？」

「もちろんです！」

　楽しげにやりとりしつつ、もふもふしたりされたりする主従。

　一番大事な仕事。

　主が望むことをして、喜んでもらうお仕事。

　それでいて、与えられた役目もきっちり果たすこと。

　ここに連れてこられた意味を、また一つ理解したコーラリアだった。
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　ミウに「人形使い」のスキルを与えて一晩が経たった。

　リカとデルフィナを送り返したあとも、コーラリアは屋敷に残り、ミウの傍そばで見習いとして働いていた。

　前日に比べて徐々に慣れてきた感じはするが、それでもまだまだミウの働きぶりに圧倒され、ついていくだけでもなかなか大変そうな感じだ。

　おれは朝からリビングでくつろぐと、その様子を見守っていた。

　今、ちょうどミウとコーラリアはリビングにいて、ミウのアドバイスでコーラリアが調度品の掃除をしていた。

　作業量はともかく、元々筋はいいみたいだから、コーラリアはミウが少し教えただけですぐに内容を覚え、コツまで理解していた。

「リカとデルフィナが気に入るのもわかるな」

（ほう？）

　二人に向けた言葉ではない。エレノアに話し掛けたものだ。

　ミウとコーラリアの邪魔にならないように、ほとんど囁ささやき声程度の大きさで話し掛けた。

「ミウに振り回されてるように見えるが、性格が素直な上に物覚えもいい」

（セレーネ姫と似ているな）

「確かにそれはあるかもな。ただ、セレーネは一点突破型だが、コーラリアは文官タイプで、満遍まんべんなく覚えがいいように見える。違いがあるとしたらそこだな」

（リカ女王の秘蔵っ子なら、いずれ貴様の毒牙どくがにかかるのだろうな）

　エレノアは楽しげに言った。

　この物言いが実にエレノアらしい。

「ああ、楽しみだ」

（いつ毒牙にかけるつもりだ）

「それはリカたち次第だ。あいつらにも理想のプランがあるだろうから、それに合わせるさ」

（二人が命じる前に無理矢理手籠ごめにするのも悪くないだろう？　罪悪感を感じさせつつ貴様のものにするのだ）

「楽しんでるだろ、お前」

（いやいや。一度そんな後ろめたさを持たせたあとで赦ゆるしを与えてやれば、更に貴様に惚ほれて、よりメロメロになるというものだ）

「なるほど。それもアリかもしれないな」

（だろう？）

「そういう話をする時ニヤニヤするのをやめれば、もう少し真剣に聞く気になるんだけどな」

　過去の世界でエレノアと顔を突き合わせて、肌まで重ねたせいか。

　元は頭の中でエレノアの声が聞こえるだけだったのが、最近は会話する時に完全に脳裏のうりにエレノアの顔が浮かぶようになった。

　今のやりとりでも、楽しんでる語気に合わせてエレノアがニヤニヤする姿が、勝手に脳内で映像として再生されていた。

　楽しんでいるが、悪意は感じられない。

　おれの気のせいかもしれないが、あれ以来、エレノアは前にも増して丸くなった気がする。

　いや、オンオフの落差が激しくなった、と言うべきか。

　戦っている時──魔剣エレノアとしての存在感を求められる時は以前より強い力を発揮し、威圧感や存在感も増した。

　だが、こういう日常のシーンでは、毒こそあるものの、かなり穏やかになっている。

　やることなすこと、イタズラや意地悪の範疇はんちゅうに収まっていた。

　その落差の大きさも魅力的で、この状態のエレノアをもう一度抱いてみたい、という気分にさせられる。

（しかし、珍しいな）

「ん？」

（貴様にモフられている時以外で、ミウが手を動かさずにいるのはほぼ初めてではないか？）

「ああ」

　エレノアの言うとおり、ミウは今ほとんど手を動かしていなかった。

　隣からコーラリアにアドバイスするだけに留めて、他ほかは全部コーラリアにやらせている。

「あれはおれに見せようとしてやってるんだ」

（やはりそうか）

「お前も気づいてたか。てっきり気づいてないかと思ってたが」

（我をもうろく婆ばば扱いするな。あの小娘の動きが全すべて貴様に見えるように、さりげなく立っている位置まで調整したりしているだろう？）

「ああ。コーラリアがおれにアピールできるようにしているな」

（ミウには商人の才覚もあるのかもしれんな。商品を見せるのが実に上手うまい）

「そうだな。隠れた才能だ」

　おれのメイドになって長いミウは、当然のようにおれの女たちのことを知り尽くしている。

　もちろんリカの「薔薇ばらの園」のこと──おれに差し出すために作ったハーレムのことも知っていて、コーラリアがその候補の一人だと言うことも理解している。

　それを理解しているからこそ、コーラリアの働きぶりがおれに見えるように仕向けてるんだ。

　ミウの気遣いを無駄にするのもどうかと思ったから、おれはくつろぎながらコーラリアの働きぶりを見守った。

　ガチャ、とドアが開いた。

　廊下からミウがトレイを持って入ってきた。

　トレイの上にはお茶とお茶菓子が一式載のせられている。それをおれの傍まで持ってきた。

　テーブルの上にある冷めたお茶の入ったティーカップと、新しいティーカップを取り替えた。

「新しいお茶です、ご主人様」

「ありがとう。『人形使い』はもう慣れたか？」

「なんとか……もっともっと上手く使いこなしたいです」

「今でも充分すぎるほど上手く使いこなしてるだろ？」

　おれはそう言って、コーラリアを指導するミウと、たった今お茶を交換したミウを見た。

　ぱっと見ではどっちがオリジナルで、どっちがスキル「人形使い」で操縦している人形なのか区別がつかなかった。

　それくらい人形の動きは完全に人間っぽく、ミウっぽくなっている。

　７７７倍の聴覚で心音を確認してようやく、どっちがミウなのかわか──

「どっちも人形だと？」

「え？」

「ミウ、ここにいるお前たちは両方とも人形なのか？」

　驚いてミウに聞いた。

　耳を澄すませて、神経を集中させてみて初めてわかった。

　この部屋で心音がするのは、おれとコーラリアの二人だけ。

　コーラリアを指導しているミウも、今おれの傍でお茶を交換したミウも。

　どっちも心音がしない──人形だ。

「はい、ご主人様がいいと仰おっしゃったので、早速もう一体、追加で人形を作っていただきました」

「一晩でか？」

「デルフィナ様は本当にすごいです」

「いや、そうじゃなくて」

　ミウを凝視ぎょうしした。

　一晩でか？　と言ったのは、ミウに対してだ。

　おれは人形使いのスキルを実際にお試しで使ってみたからよくわかる。

　あれを複数同時に操作するのは、それなりに骨が折れる作業だ。

　なのに、たった一晩でミウは二体分、完璧かんぺきに人と同じ動きをさせられるようになった。

「よく二体同時に操作できるな」

「昨夜練習しました。あの……」

「うん？」

「ダメでした、か？」

　ミウはまるで叱しかられた時の子供のように、上目遣うわめづかいで恐る恐るおれを見る。

「デルフィナ様に、もっと人形を追加してくださるようお願いをしましたけど、ダメでしたら今から取り消していただきます」

「もっと人形を？　何体頼んだんだ？」

「その……あの……」

　ミウはおれの顔色を窺うかがうようにしながら答えた。

「あと二体、です」

「全部で四体か」

「はい。それに本物のわたしを合わせて、五人になればいいなって」

「もう四体同時に動かせそうなのか？」

「いえ、それはまだです……。でも、頑張ってすぐにできるようにします！」

「……どうしてだ？」

「え？」

「ミウは人形使いのスキルをものすごい勢いでマスターしようとしてるな。なんでだ？」

「え、えっと……せっかくご主人様から頂いたものですから」

「本当にそれだけか？」

　聞くと、ミウは困ったように眉まゆを顰ひそめた。

「はい。それだけ、ですけど……」

　困惑するミウ。

　おれたちのやりとりに気づいてコーラリアがチラチラこっちを見てきたが、向こうのミウに窘たしなめられて仕事に戻った。

　おれはこっちのミウを更に見つめて、言う。

「おれの経験上、急いで何かを上達したがる人間には、何か強い理由があるものだ。例えば、セレーネとかみたいにな」

「……強い、理由ですか？」

「譲れない何か、と言い換えてもいい」

「譲れない何か……あっ」

　急に「ハッ」っとした顔になるミウ。

　今まで自分でも気づいていなかったことに、おれに言われてようやく気づいたって感じだ。

「気づいてなかったのか。で、それは何だ」

「……」

「ミウ？」

　黙り込んでしまったミウ──とその時、ここにいたミウと向こうにいたミウが同時に倒れた。

　文字通り、糸の切れた人形のように倒れてしまった。

「ミウ？　どうしたのミウ？」

　コーラリアも驚いていた。

　動かなくなった人形のミウの肩を揺ゆする。

「カケル様！」

「問題ない。これは人形だ。お前はそのままにしてろ」

「は、はい」

　戸惑うコーラリアを置いて、リビングを飛び出す。

　聴覚を最大にする。

　屋敷の奥でミウの心音が聞こえた。

　早足でそこに向かう。

　するとかつてタニアがいた、普段使われていない部屋の前で、ミウがへたり込んでいるのを見つけた。

　周りには掃除道具が転がっている。

　人形二体を操縦しながら、今まで掃除もしていたようだ。

　ますますすごいと思った。

　そんなミウは、地面に座り込んだまま、両手で顔を押さえていた。

　その顔がいつになく赤い。

「ミウ、どうしたんだ？」

「ご主人様──ごめんなさい」

　声を掛けると、彼女は起き上がって逃げ出そうとした。

　もちろん逃がさない。

　手を摑つかんで抱き寄せる。

　まるでダンスをするような体勢で、抱き寄せて密着。ミウの真まっ赤かになった顔を覗のぞき込む。

「逃げるなミウ」

「はぅ……」

「何かに気づいたんだろ？」

「はい……でも、こんなのダメです」

「何がダメなんだ？　言ってみろ」

　ミウは無言のまま、プルプル首を振った。

　うつむき加減の顔。

　まなじりにほんのりと涙が滲にじんでいる。

「ミウ」

　おれは優しく、しかし有無を言わさない口調でもう一度名前を呼ぶ。

「言ってみろ。ダメなことかどうかは、主人としておれが判断する」

「はぅ……わかりました」

　ミウは観念した。

　さっきまで隙すきあらば逃げ出そうとして強こわばっていたのが、今は完全に脱力していた。

「わたしがもっと人形を多く使えるようになれば、他にメイドはいらなくなります」

「うん？」

「ご主人様のメイドが……これ以上、増えなくても大丈夫、って、思った、です……」

　最後は消え入りそうな声だった。

　まるで罪を告解こっかい、懺悔ざんげするような口調。

　つまり、ミウが「人形使い」の能力を少しでも早くマスターしたかったのは。

　おれのメイドという役割を、ミウ一人で独占したい気持ちの表れだったのか。

（面白おもしろいな。ハーレムの後輩に惜しげもなく指導する一方で、貴様のメイドの立場を独占したいとは）

　エレノアは楽しげに笑う。

　おれは──

「ミウ」

「は、はい！」

「五人──四体の人形、いけそうか」

「──はい！　が、頑張ります」

「将来的に五人でも足りなくなるかもしれないぞ。その時はどうするんだ？」

「その時は……もっと、もっともっと頑張ります！」

「よし、なら頑張れ」

　そんなミウが可愛かわいくて、そのまま膝ひざの裏に手を回して抱き上げた。

　お姫様抱っこで、寝室に向かって歩く。

「テストだミウ。今からミウを可愛がる。その間にも人形で屋敷の仕事を回してみろ」

「──はい!!」

　おれの言葉から、自分のわがままが許されたと理解したミウ。

　笑顔と決意の表情をない混ぜにしたミウを見て。

　おれは、一直線に寝室に連れ込むと、ベッドの上に押し倒したのだった。
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　明くる日の午後、別邸の練兵場れんぺいじょう。

　台の上で、おれはミウをもふもふしながら模擬もぎ戦闘を眺ながめていた。

　天気がいいおかげで、ミウの毛並みはいつにも増してふかふかで、最高のもふり具合だった。

　練兵場の中央ではひかりが奴隷兵の部隊と向き合っている。ネオラ率いる第三小隊だ。

　向き合う第三小隊に対して、ひかりはドレイク兵たちを召喚した。

　そのまま真っ向からのぶつかり合い。

「ドレイクたちの能力が上がっているな」

（よほどひかりと相性あいしょうがよいのだろうな。トカゲどもはひかりの中にいても成長を続けているようだ）

「お前の死霊の軍勢はそんなことはなかったのか？」

（死人は成長などしない）

「なるほど」

　それでも、戦闘はネオラ隊が優勢だった。

　ネオラ隊二十名に対して、ドレイク兵は百体。

　数でこそ五倍の差はあるが、隊長ネオラの技でドレイク兵は完全に陣形を崩され、各個撃破されていく。

「むむむ……おーちゃん、お願いっ」

　ドレイク兵が次々に数を減らしていくなか、ひかりはオリビアを召喚した。

　ドラゴンでもチビドラゴンでもない、竜人の姿での召喚。

　そんなオリビアがネオラと一対一で戦い、ドレイク兵が他ほかの奴隷兵と戦う。

　戦況が互角に戻った。

　おれはじっとオリビアのことを見つめた。

　彼女だけをじっと見つめていると、それにエレノアが気づいた。

（どうした、あやつのことだけじっと見つめて）

「あのオリビアって、ひかりが召喚してるんだよな」

（うむ）

「それで、召喚したあとに、ひかりの力で外見を変えてる」

（そうなるな。なんだ、竜人でなくレッドドラゴンでも呼び出してほしいのか）

「いや」

　視線をエレノアに戻した。

「ひかりが竜人オリビアを召喚してるみたいに、お前も自分のことを召喚できたりしないのかと思っただけだ」

（ふむ……？）

　エレノアはそれだけ言うと黙ってしまった。

　何か考えている気配が伝わってきたから、おれはそのまま彼女の言葉を待った。

　しばらくして、エレノアの刀身が波打つ。

　直後、目の前に一体のスケルトンが現れた。

　人型の、白い骨のモンスター。

「まだ残してたのか」

（一応な）

　すぐにそのスケルトンの姿が変わった。

　みるみるうちに骨に肉がつき、流れるように綺麗きれいな髪が生えると、服が着せられた。

「わあ……」

　もふもふ中は基本黙ったままのミウも、思わず感嘆の声を漏もらす。

　さっきまでスケルトンだったものは、今ではすっかりエレノアの姿に変化していた。

「なるほど。やっぱりできるのか」

「当然だ。この技をひかりに授さずけたのは我だからな。我にできないはずなかろう」

「なるほどな」

「さて、そろそろ解くか」

「え？」

　もふもふされていたミウが、今度は驚くような声を上げた。

「どうしたミウ」

「……あの、そのままになさらないんですか。ひかりちゃんが見たら喜ぶと思いますけど」

「ああ、なるほどそういうことか」

「やめておこう。これは我の肉体ではない。ひかりも外見だけ母の見た目をした骨の化け物に可愛かわいがられたくはないだろうからな」

「あっ……」

　エレノアの言葉にハッとするミウ。

「そ、そうですよね。ごめんなさいエレノア様。ごめんなさいご主人様」

「いや、いいさ。よく聞いてくれた」

　おれはミウを更にもふもふした。

　申し訳なさそうな顔をしていたミウは一瞬でとろんとした顔になって、更にくっついてきた。

　エレノアの言うとおり、このエレノアをひかりに会わせることには気後きおくれするが、ミウの気遣いは嬉うれしい。

　おれはご褒美のもふもふを、今までの倍くらい優しくしてやった。

　そうこうしているうちに、ひかりとネオラ隊の模擬戦闘が終わり、ネオラ隊と入れ替わりで第四小隊がひかりたちと戦闘を始めた。

　模擬戦を終えたネオラたちがおれの前にやってくる。

「カケル様」

「ご苦労」

「ありがたき──きゃっ！」

　突然腰を抱かれて悲鳴を上げるネオラ。

　今の今まで台の下にいた彼女は、一瞬で上にいたおれに腰を抱かれていた。

「か、カケル様？　これは」

　傍目はためからは、おれが彼女をワープさせて、瞬時に自分の横に引き寄せたように見えたはずだ。

　だが、実際はワープの羽根の連続使用によるものだ。

　一瞬で彼女の元に飛び、彼女の横で姿を現すより早く元の場所に戻ってきた。

　結果、おれ自身じゃなく彼女をワープさせて抱き寄せたように見えたってわけだ。

　最初はできなかったが、ワープの羽根にも慣れてこんな使い方もできるようになった。

「あの、カケル様──んぐっ！」

　まだ戸惑っていたネオラの口をキスで塞ふさぐ。

　唇を割って、舌を潜り込ませる。

　戦いの直後だからか、彼女の口の中は温かい──いや、熱かった。

　火傷やけどするほどの熱さの中、舌を絡からませる。

　全力で、遠慮なく。

　粘ついた水音が周りに木霊こだまする。

「カケル様ぁ……」

　濃厚なキスですっかりできあがったネオラ。

　そんな小隊長の姿を見て、他の奴隷兵たちも顔を紅潮させ、物欲しげにおれを見つめてきた。

　おれは無言でワープの羽根を取り出すと、その場にいる全員を引き連れて屋敷にワープした。

　屋敷の中、おれの寝室。

　キングサイズより更に巨大な、十畳以上はあるベッドの上に全員を連れていった。

　そこでミウがおれから離れた。

　そのままベッドから降りて、

「ご用意します」

　とだけ言うと、尻尾しっぽをパタパタさせながら部屋から出ていった。

　自分の番じゃない、そう判断した我が家唯一のメイドは、早速己おのれの役割を果たすべく動いた。

「いい女だ」

「うむ」

「お前も交ざっていくか？」

　そう尋ねられたエレノアは呆あきれた顔をしつつ、ドロンと姿を消してしまった。

（そのつもりもないのに聞くでない）

　エレノアがいなくなったあと、おれはネオラたちと改めて向き合った。

　一番近くにいた、ネオラじゃない別の奴隷兵を抱き寄せると、オッパイを揉もみながらキスをした。

　すると、全員近づいてきた。

　物欲しそうな顔で近づいてきた。

　優しく舌をねぶって、水飴みずあめを柔らかくするように、胸をじっくり揉みしだく。

　奴隷兵第三小隊、ネオラとその仲間たち。

　総勢二十人の可愛らしい女たちを、足腰が立たなくなるまで可愛がってやった。





☆






　夜、寝室のテラス。

　女たちが疲れ果てて寝ているなか、おれは一人外に出て、空を見上げていた。

（思えば……）

「うん？」

（随分増えたな、貴様の女も）

「いきなり何を言い出すんだ」

（最初の頃と比べれば、だいぶ我慢が利くようになったと感心しているのだ）

「最初の頃、か」

　そう言われて思い出したのは、ヘレネー、デルフィナ、イオ、そしてミウの四人を同時に抱いた夜のことだった。

　四人を一晩で合わせて百回以上抱いて、それでも全然物足りないと思ったあの夜。

「確かに、我慢はできるようになったかもしれないな」

（だが、物足りないのだろう？）

「そうだな。体は今でも物足りないな」

　思わず頷うなずくおれ。

　元の世界にいた時、人間のオスは生物学的にはメス1.5人とちょうど釣り合う、という学術的研究結果をどこかで見たことがあった。

　普通のおれで、1.5人と釣り合う。

　それをくじ引きで得たスキルで７７７倍するなら。

　つまり、おれの性欲は相手が千人いないと受け止めきれないって計算だ。

　おれの周りにはいい女が多い。

　だが、そのいい女たちを壊すのは本意じゃない。

　だから、おれが満たされるにはいい女を増やすしかない。

「まあ、そのうち届くだろう」

（上限にか）

「ああ、上限にだ」

（ふむ。ならばその邪魔をしてやろう）

　エレノアが楽しそうに言った。

「邪魔？」

（我は人の欲望を増幅することができる。我とリンクすれば欲望を今までの数倍に増幅させることもできるぞ。貴様なら……ふむ、めいっぱいやれば五桁けたは軽い、といったところか）

「それだともう国一つぐらいの規模になるぞ」

（よかったな、国ごとハーレムだ。文字通りな）

「至れり尽くせりじゃないか」

（そうとも。我はたった一人の男のために貞操を四百年も守った健気けなげな女よ）

　エレノアとの会話は、よくこんな感じで冗談っぽくなる。

　だが、それは本当のことでもあった。

　過去の世界でエレノアと出会い、彼女を抱いた。

　そこから四百年、エレノアはずっと魔剣の姿のままで、今はおれの手の中にある。

　健気な女。

　それはさほど間違いではないと思った。

「なあ、エレノア」

（うむ？）

　星空を見上げながら、言葉を探す。

　いつぞやと同じシチュエーション。

　何か言おうと思っていろんな言葉を考えたが。

　結局、おれは、そんな言葉を全部呑のみ込こんだ。

　なんというか、こいつとの間にはそんなものは必要ないのかもしれない。

　そう思った。

　だから、代わりに別の話をした。

「次はどこに行こうか？」

（次？）

「過去に行ったんだから、次は未来もいいかもな」

（くくく、未来の貴様には絶望しかないぞ？）

「なんでだ？」

（いいか。貴様以上の男がいない未来で、成長したひかりが『お父さん、わたしをお嫁さんにして』と本気で言ってきたらどうする）

「だ、だだだだだったら異次元に行くか。それならいいだろ」

（そうだな、それもありかもしれんな。あるいは貴様の故郷か）

「現実──いや、こっちからしたら異世界か。なるほど。そっちでひと暴あばれするのもいいかもしれないな」

（いつか聞いたあの組織のことをなんと言ったか……そうだ、自衛隊だ。オリビア対自衛隊。怪獣大戦争を一度この目で見てみたいな）

「全米が泣きそうだな」

（まあ、どこに行くでもいいさ。貴様と一緒ならな）

「そうか」

（できれば歯応えのありそうなところだと、より嬉しいがな）

「……そうだな、お前が全力を出して戦える相手がいるところがいいな」

（ああ、我を全力で振るえるほどの相手がいるところが一番いいな）

　そこまで話して、言葉が途切れた。

　だが、互いの存在はこれまで以上に近くに感じた。

　エレノアの柄に手を掛けたまま、おれは、いつまでも星空を見上げていた。
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　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾たいわん人ライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　おかげさまで『くじ引き特賞：無双ハーレム権』も第八巻までこられました。

　今回もタイトル通り、無双してハーレムを作る、そんな物語でございます。

　七巻に続いての過去編、そして満を持してのエレノア陥落かんらく！




　一巻から登場して、事実上の正妻ポジションに収まってはいましたが、実のところハーレム入りはしていなかったエレノア。

　そもそもが人間の姿をしていませんから仕方ないと言えるでしょう。唯一人間の姿になれるあのくじ引き所では常に娘のひかりがいるので、下手なことはできません。

　部外者があのスタッフだけだったら障害にもなりません。カケルが二人まとめて可愛かわいがってしまうのですが、ひかりがいるのではそうもできません。




　なんといってもカケルは超がつくほどの親馬鹿おやばかですから。




　第七巻の限定版についているドラマＣＤではその親馬鹿っぷりがこれでもか！ってくらいに出ています。親馬鹿カケルが作中の最萌もえキャラになるくらい出ています。

　まだ聴いていない方は是非ぜひ入手してお楽しみください！




　ＣＭ──もとい閑話休題かんわきゅうだい。




　そんなこともあって、ヒロインの中で出番が一番多くありながらもハーレム入りしてこなかったエレノアをハーレムに加えるのがこの過去編の目的であり、本人の抵抗ていこうという、二重の意味で最大の障害を乗り越えて、無事加えることができました。




　感無量かんむりょうです。




　そんな作者の思いが届いたのか、今回の口絵はエレノア一色となりました。

　ムフフ絵はもちろんエレノアですし、バトルシーンもエレノア対カケル。

　そしていつもならカケル担当の悪人面づらげふんげふん、格好いいシーンもカケルではなくエレノアとなりました。

　エレノア尽づくしのエレノア三昧ざんまい。

　最高の三枚となりましたが、こちらも楽しんでいただけましたでしょうか？




　元の時代に戻ってきましたが、この先もまたまた無双してハーレムです。

　どのような無双をして、どのような子をハーレムに加えるのか、お楽しみに。




　最後に謝辞しゃじです。




　いつも素晴すばらしいイラストを描いてくださる瑠奈璃亜るなりあ様、ありがとうございます！　エレノア三昧、堪能たんのうさせていただきました。




　今回も書籍化に際して大変お世話になりました担当Ｋ様。本当にありがとうございます！

　続刊のチャンスを与えてくださったＧＡ文庫様。八巻という未経験の領域りょういき、感謝の言葉もありません。




　本書を手に取ってくださった読者の皆様、その方々に届けてくださった書店の皆様。

　本書に携たずさわってくださった全ての皆様に、厚く御礼申し上げます。




　次もお手元に届けられることを願って、このあたりで筆を置かせて頂きます。






二〇一八年三月某日　なずな　拝











著者

三木なずな（みき なずな）

　元声優志望の台湾人ラノベ作家。

　表紙を頂いた瞬間まずカケル様に目がいきました。着々と進化してますカケル様！




イラスト

瑠奈璃亜（るなりあ）

　ゲーム原画、ライトノベル挿絵を活動の中心とするイラストレーター。カードゲームイラスト等一点物作品も担当している。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp

[image: ]




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「三木なずな先生」係

「瑠奈璃亜先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

くじ引き特賞：無双むそうハーレム権８


三木なずな








発行人　小川　淳





発行所　SBクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　AFTERGLOW

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０１８年４月３０日　初版第一刷発行

２０１８年５月１５日　電子第一版発行




©Nazuna Miki　　ISBN 978-4-7973-9668-3




item/image/P269.jpg
Grand Prize: Unrivalled M M\k#ﬂ“\,g ‘I—JMAUHAMW‘I—J -






item/image/P029.jpg





item/image/P149.jpg
Grand Prize: Unrivalled H H>_”WTU»/\M J—JHAUEW‘.—J e

-

232
E

i3

B X0 QR RINT N





item/image/P023.jpg
Grand Prize: Unrivalled H@Er/\h J—JHOQW—,} -

L@l N R OEH () —EE IO —

N





item/image/P307.jpg
Grand Prize: Unrivalled H\H\PWTUK J—JMAUHATU‘HJ -

LO . B0 DR R b





item/image/cover.jpg





item/image/P030.jpg
Grand Prize: Unrivalled M H>xmy/\h J—JHAUHAm‘u—J -

! @l SR QBN () —~ SRS th—





item/image/P153.jpg





item/image/P133.jpg
Grand Prize: Unrivalled M@Er/\h J—JHO—,A—HAW_,J &

L@l D RRANTNEE





item/image/P254.jpg
Grand Prize: Unrivalled H H>—.NTU.»/\M J—JHAUHATU‘HJ >

| ﬁll m 5 4~ DS





item/image/P014.jpg
Grand Prize: Unrivalled HA%»/\_, J—JHOQQJ -

L@l DA |





item/image/P260.jpg
Grand Prize: Unrivalled M ~>WTU»/\~ w.—JMOHATUW—,J >

L@Il m Qa0 QIR 5





item/image/P142.jpg
Grand Prize: Unrivalled H ~>~NT)\»/\~ %HOHAMWW—,J >






item/image/P203.jpg





item/image/P202.jpg
Grand Prize: Unrivalled M H>WHW»/\— J—JHAUHAQ‘HJ -






item/image/P166.jpg
(?}

234

A
fid]

&

D

pueis

REZEE

<> J:»[)IDI L WHHVPI Pa[eALIU





item/image/P044.jpg
Grand Prize: Unrivalled HAEU»/\_, J—JMOQQJ PY

— [~ S Ewsxe





item/navigation-documents.xhtml




CONTENTS





		表紙



		目次



		215．進化



		216．エレノアを超えた一瞬



		217．イオの過去（上）～頑張り屋の女の子～



		218．イオの過去（中）～守られる女の子～



		219．イオの過去（下）～ひたむきな女の子～



		220．強くて可愛い女の子



		221．未来のひかり



		222．交錯する「吉」



		223．わすれんぼう



		224．返り討ち



		225．魔剣悦楽



		226．悪魔のささやき



		227．空襲



		228．あの子にしてこの親あり



		229．空のひかり



		230．オルティアの命



		231．病み上がりのキス



		232．英雄ロドトスとただのオルティア



		233．特殊な好き



		234．人間クサい魔剣



		235．最強ｖｓ最強



		236．戻る



		237．脱出



		238．魔王との逢瀬



		239．素敵な冒険



		240．有能メイド



		241．黄金くじ引き



		242．みつどもえの戦い



		243．メイド研修



		244．一番大事なお仕事（ミウ・コーラリアside）



		245．ミウのわがまま



		書き下ろし短編．特別な存在



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編



		奥付











item/image/P052.jpg
Grand Prize: Unrivalled H H>—.WTU.»/\~ J—JMAUHATU‘HJ >

e~ T xxeoae





item/image/P173.jpg
Grand Prize: Unrivalled M H>_”WTUK J—JHAUHATU‘._J -

] @l :B/ M4 o M4





item/image/P295.jpg
Grand Prize: Unrivalled H\M\VWTU»/\— J—JHﬁUMATUQJ e

| @Il q% 1 AN Q QR A





item/image/P155.jpg
Grand Prize: Unrivalled H\H\P—”WTUK J—JHAUHAHW‘HJ -






item/image/QRcode.png





item/image/P036.jpg
Grand Prize: Unrivalled M ~>xmy/\h J—JHAUHAH.W‘HJ -

|

@~ & ~romm ) —SrbmeRsH-





item/image/P277.jpg
Grand Prize: Unrivalled H@%g J—JHOQW—,} -

%,ﬁ__%, A:TV o 1 1,771/7&%&





item/image/P285.jpg





item/image/P224.jpg
Grand Prize: Unrivalled H ~>WTU»/\~ %MAUHAHW‘HA >

| @l mb/ 3 38 s I 8





item/image/P187.jpg
Grand Prize: Unrivalled H ~>~Nm7\— ‘H,Mﬁuwm‘n_,l -

L@l B e






item/image/P102.jpg
Grand Prize: Unrivalled M\H\Vwm»/\— wl—u,HﬁUHATUAJ -

r@.%%®a\c&\cm\\3






item/image/white.jpg





item/image/logo.png





item/image/P070.jpg
Grand Prize: Unrivalled H M}WTA\V\M %HOHAMW‘HJ >

] nll m LA M





item/image/P217.jpg
Grand Prize: Unrivalled H\H\P—”WTUK J—JHAUHAHW‘HJ -

— -~ & mocnE





item/image/P060.jpg
Grand Prize: Unrivalled HA&PZTU»/\_, J—JHOQQJ Pl

- @l Ao [





item/image/P005.jpg





item/image/P125.jpg
Grand Prize: Unrivalled H@Er/\h J—JHOQQJ Pe

L@l Q g16D 4=





item/image/P003.jpg
Grand Prize: Unrivalled H\H\P_”WTU»/\M J—JMQHAHW‘HJ -

(f?}

215
e

1t





item/image/P095.jpg
Grand Prize: Unrivalled H\H\PWTUK J—JMOHATU‘HJ >






item/image/P238.jpg
Grand Prize: Unrivalled HA>§»/\_, J—JHOQQJ P

L@l F e~





item/image/P112.jpg
Grand Prize: Unrivalled HA&PE»/\_, J—;HOQQJ P

— - iz

N





item/image/P119.jpg
Grand Prize: Unrivalled H\M\V_.NTU»/\M W—JHAUHATU‘HJ e

L@l R ROHLOVHORRS





item/image/P000e.jpg





item/image/P000d.jpg





item/image/P000g.jpg





item/image/P000f.jpg





item/image/P000a.jpg





item/image/P081.jpg
Grand Prize: Unrivalled H H>W~WF/\M J—JHAUHA_,.W‘._J &

-

224

pral

i)





item/image/P000c.jpg





item/image/P083.jpg





item/image/P000b.jpg





